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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　あとがき













　兄の話によると、自分は特別な存そん在ざいらしい。


　何しろ、太陽の下でも平気だし、十じゆう字じ架かも恐こわくないし、ニンニクもへっちゃらな上、お風ふ呂ろが大好きなのだ。兄とは何もかも正反対だった。


　兄弟なのになんで、と尋たずねると、


　兄弟だからですよ、と兄は答えた。


　兄弟だからこそ互たがいの欠点を庇かばい合えるように、互いに助け合って生きていけるように、二人の闇の母ナイト・マムが知ち恵えを絞しぼってくれたのだ、と。


　頼たよりにしてますよ──


　兄はそう言って彼の頭を撫なでた。


　そのときの兄の言葉を、コタロウはずっと忘わすれなかった。


　人の生ではあり得ない、長い長い間ずっと。


　片かた時ときも忘れなかった。




あの、うそつきめ。











　　一章　船上の吸血鬼ブラツク・ブラツド










１







　真っ暗な船底。そこは貨か物もつ室しつだった。


　その真っ暗な貨物室の中に、ぱちぱちと瞬まばたきする瞳ひとみが現あらわれた。


　瞬きの主はむっくり起きあがり、一つ伸のびをして欠伸あくびをする。闇やみの中に瞳が隠かくれ、代わって小さな牙きばが、ふわわあ、と光を反はん射しやした。


　小こ柄がらな人ひと影かげは少年のものだった。しばらく、もそもそしていた彼は、やがて自分のいる場所を確かく認にんするようにキョロキョロと頭を動かした。周りは網あみネットで固定された荷物の山である。彼はその中にほとんど埋うもれてしまっていた。


　こんなところで寝ねていたのは、人目を避さけるための用心だった。


　密みつ航こうしているのだ。


　よいこらしょ、と身動きし、荷物をかき分けて山から出る。目指す先は、貨物室の奥おくだ。その壁かべ際ぎわだけ、荷物が強ごう引いんに押おし退のけられて床ゆかがのぞいている。そして床の上に、室内の闇を凝ぎよう縮しゆくして固めたような、長い大きな箱が鎮ちん座ざしていた。


　何かの間ま違ちがいであるかのように、この場には不ふ似に合あいな箱。


　棺ひつぎである。


「兄あに者じやー」


　と少年は棺をノックした。


「兄者ー。いまどこら辺なのー。まだ着かないー？」


　コンコン叩たたけど答いらえはない。「もう」と少年は頰ほおを膨ふくらませ、それでもめげることなく棺の蓋ふたを叩いた。


「兄者ぁー。ねぇー。兄者ぁー」


　コンコンからドンドンを経へてバンバンへとノックの音が変わる。それでも棺からは反はん応のうがない。少年はムキになってしつこく叩く。


　しかし、続けていると次し第だいに面おも白しろくなってきたらしい。少年は、あーにじゃ、あにじゃー、と歌いながら両手でリズムを取り始めた。騒そう音おん以外の何物でもないが、本人は至いたってご満まん悦えつだ。これでもちょっとした怪かい力りきの持ち主なため、だんだん棺が軋きしみ始めた。
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　それからしばらくして。


　ギイと音を立てて棺の蓋が身じろぎした。わずかに横へスライドし、ただでさえ黒い棺の上に、ぽっかりと暗黒の隙すき間まが空いた。


「あ、兄者起きた？」


　少年が嬉うれしそうに尋たずねた。


　すると──


　棺の中の暗黒から、一本の腕うでが突つき出した。


　赤いスーツの袖そでと、そこから伸のびる手て袋ぶくろに包まれた指。少年がにこにこしながら見守る前で、その指が、ぎゅっと握にぎり締しめられた。


　ギギギという音が聞こえるほど強く。


　あれ？　と少年が笑顔のまま首を傾かしげたとき、握り締められた拳こぶしが残ざん像ぞうを残す勢いきおいでかき消え、真まっ直すぐ彼の頭上に振ふり下ろされた。


　ズンッと船倉を震ふるわせて、少年の頭部が床に激げき突とつする。


　すると腕は、何事もなかったかのように棺の中に戻もどり、蓋がひとりでに動いて隙間を塞ふさいだ。閉しめ切られる直前、やっと静かになったとでも言いたげな満足そうな呼こ気きが聞こえ、棺の中の何者かが寝返りを打つ気配がした──が、それはあっという間に棺の中に消えてしまった。


　一方、有う無むを言わさず殴なぐりつけられた少年は、しばらくピクピクと床の上で痙けい攣れんしていた。うー、と顔を上げたときには、闇に光る大きな両目に涙なみだが滲にじんでいる。


「ひどいや兄者。ぼく、ただ、いつ着くか聞こうとしただけなのに……」


　ノックのことはすっぽ抜ぬかしたまま、彼は弱々しく抗こう議ぎをした。むろん、彼の泣き言など黒い棺は冷然と弾はじき返している。


　彼はまだ恨うらみがましい視し線せんで硬こう質しつな棺の表面をにらんでいたが、やがて寂さびしそうにため息をついてうなだれた。


　床に座すわり、棺に背せ中なかをもたれさせる。


「そういや兄者、船とか苦手だもんな～」


　無理に起こそうとした自分が悪かったのかもしれない。少年は健けな気げに反省をし、幾いく分ぶんしょんぼりとした様子で目の前に積まれた荷物の山を眺ながめた。部屋は真っ暗なのだが、彼には見えているらしい。物もの珍めずらしそうな視線をあちこちに投げている。


　と、その視線が隣となりの壁で止まった。


　上に上る階かい段だんがあったのだ。


　たちまち落ち込こんでいた顔が晴れ、瞳がきらきらと輝かがやき出した。


「兄者っ。ぼくちょっと、外を探たん検けんしてきてい──」


　尋たずねてすぐにハッと口を閉とざした。そう言えば兄は、「港に着くまで大人しく寝ていなさい」と命じていたのだ。


　むむむ、と少年の口が複ふく雑ざつな動きを見せた。


　兄の言いつけを破やぶるわけにはいかない。しかし、船を探検するという思いつきは、極きわめて魅みり力よく的だった。乗船するときに見たが、大きな船だったのだ。いくつも秘ひ密みつの抜け道があって、いろんな謎なぞの部屋があるに違いない。乗客も大おお勢ぜい乗っている。船員に見つかると大変なことになるが、それが逆ぎやくにスリリングである。冒ぼう険けんの予感がした。


　が、万が一にも兄にバレれば大目玉は必ひつ至しだ。それもたぶん拳げん骨こつじゃ済すまない。


　むむむむむ、と少年の額ひたいに深い皺しわが寄よせられた。額にうっすらと汗あせが浮うかぶ。


　それから不意に、霧きりが晴れたように顔を上げた。


「……兄者、寝ねてるじゃないか」


　ぽつりとつぶやき、それから、ふふふふと唇を歪める。


　ちょっとだけだ。ちょっとだけ探検をエンジョイして、何食わぬ顔で戻ってくればいいのだ。それなら何も問題はない。誰だれも傷きずつかず、みんなが少しずつハッピーになれる。


「……兄者ー？」


　念のため、そっと棺ひつぎにささやきかけてみた。もちろん反応は返らない。ふっふっふっ、と口元の笑みが邪よこしまな感じを強めた。


　オーケー、オーケー。バレない、きっとバレない。


　少年は判はん断だんを下した。これまで何度も同じような判断を下し、結果バレずに済んだことなど一度もないのだが、そもそも過か去この教訓を活いかすことができるようなら、これまで何度も同じような判断を下してきたはずがないのである。


　かくして少年は、棺を離はなれて階段に向かった。そろりそろりと階段の下に到とう着ちやくすると、背はい後ごを振り返り、息を潜ひそめて棺の動向を見守る。変化なし。階段に一段、二段と足を乗せたら、また振り返って──変化なし。


　唇くちびるの両りよ端うはしが持ち上がって、ニュ、という感じの笑みが浮かんだ。そして、一気に階段を駆かけ上がった。


　思いっきり、元気よく。


　望もち月づきコタロウは外を目指した。
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　太平洋に浮かぶ一隻せきのフェリー。そのキャビンからデッキへと出るドアが、内側から開かれた。顔を出したのはコタロウだ。小さな頭がぴょこんと飛び出し、隠かくれん坊ぼうでもしているように辺りの様子をうかがった。


　夜である。しかし、屋外は思いのほか明るい。


　光こう源げんを求めて頭上を見上げると、煌こう々こうと辺りを照らす月があった。深い群ぐん青じよ色ういろの混まじった深い夜空の中、一枚まいの金きん貨かのようだ。


「あー、満月ー」


　コタロウは月を見上げ、晴れやかに笑った。


　上を向いたまま、とことことデッキを横切る。長いことジメジメした船底に籠こもっていた分、身体からだを撫なでる海風が心ここ地ちよい。


　視線を下ろせば手すりの向こうに、夜の海うな原ばらが広がっている。波は穏おだやかで、微かすかな潮しお騒さいが風に運ばれていた。波は頭とうが月光を受けて銀色に輝き、砕くだかれたガラスの破は片へんのように見える。


　デッキ上には人ひと影かげはなかった。コタロウは知らないが、時じ刻こくは午前四時。他の乗客は全員夢ゆめの中だ。しかし、もしいまデッキを散歩する者がいたなら、海を見つめる彼の姿すがたにため息をもらしたに違ちがいない。


　歳としは十歳さい前後。癖くせのある巻まき毛は繊せん細さいな金細工のように輝き、白い頰ほおはすべらかで見るからに柔やわらかそうである。唇は健けん康こう的な桜さくら色いろ。そして印いんし象よう的な大きな瞳ひとみは、真夜中という時刻を忘わすれてしまいそうな鮮あざやかなマリンブルーをしていた。


　何よりも、その幼おさない顔に浮かぶ天てん真しん爛らん漫まんな表ひよう情じようが、見る者の心を和なごませる。もし天使がこの世に存そん在ざいするなら、きっと彼のような姿を取るに違いない。そう思わせる少年だった。


　しかし、夜の海に見入っていた無む垢くな横顔は、次し第だいに輝かがやきをなくし、やがてはっきりとつまらなそうな表情に変わった。顔中に「退たい屈くつ」と書いてある。


　海岸なら波打ち際ぎわで遊ぶこともできるが、船上ではそうはいかない。なんか綺き麗れい、と思ってみても、ただ眺ながめるだけで満足するにはコタロウは即そく物ぶつ的過すぎた。


「……ここはもういいや」


　と早々に見切りをつけて手すりから離れた。


「でも、どうしようかな。他に面おも白しろそうな所もなかったし」


　実は、ここに来るまでにも、船内を探たん検けんして回った。コタロウが乗っているのは上シヤ海ンハイ、横よこ浜はま間を結ぶ国こく際さい便びんのフェリーだった。豪ごう華か客船というわけではないが、それなりに大きな船だ。ラウンジではビリヤード台からピンボール、アーケードゲームなどが楽しめるようになっているし、プールやカラオケ、売店など屋内施し設せつも充じゆう実じつしている。


　しかし、当たり前のことだが、それらはすべて閉へい店てん中ちゆうだった。期待半分、罪ざい悪あく感半分だったコタロウとしては、肩かたすかしを食くらった気分だ。


「なんだ。全然平気じゃない」


　と、ほっとしていたのは十分そこそこで、


「だいたい兄者は心配し過ぎなんだよなあ」


　と、いまやすっかり弛ゆるんでいる。こんなことならもっと早くからクルージングを満まん喫きつしておけば良かった、と密みつ航こう者しやの分際で余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。


　思えば、この旅に出てからずっとそうなのだ。兄はいつも人目を避さけ、辺りが寝ね静しずまった深夜を選んで旅を続けてきた。まあ、兄は昼間は動けないから仕方がないが、自分は違う。せっかく生まれて初めての土地を旅しているというのに、これでは全然面白くない。


「お前は人一倍目立つんです。その上やること為なすこと危あぶなっかしい。私の目の届とどかないところでは大人しくしていなさい」


　というのが兄の言い分だ。


　そりゃあ、自分は聖せい域いきから出たことがなかった。しかし、この旅に出るに当たって、事前に入念な予習はしてきた。外の世界の風ふう俗ぞくや習しゆう慣かんは、しっかり身に付いている……と、思う。先生役を務つとめていたクロウが、「変なことを吹ふき込むな」と兄から怒おこられていたようだけど、特に問題はないはずだ……たぶん。


　第一、旅に出てすでに半月以上が経たっているのである。聖域を出て雪原を徒かちにて踏とう破は。シベリア鉄道の貨物車に乗り込み、終点のウラジウォストークへ。それからいくつかの港を経けい由ゆして、はるばる上海に渡った。そうした旅路の間、危き険けんを感じたことなど一度もなかった。兄の心配は杞き憂ゆうであると結論せざるを得ない。


　もしそのコタロウの言い分を兄が聞いていれば、「行く先々で迷まい子ごになってたのは誰ですか？」と呆あきれ顔で指し摘てきするに違いない。もちろん、コタロウは過去を振り返らない主しゆ義ぎなので、そんな些さ細さいなことはとうに忘わすれている。


　外の世界は危険が多い、と兄は口を酸すっぱくして言う。


　兄の心しん配ぱい性しようにも困こまったものだ、とコタロウは肩を竦すくめる。


「まあいいや。今日の所はこれくらいにしとこう。兄者がうっかり早起きしたら怒られる──じゃなくて、心配させたら悪いもんね」


　やれやれ、とわざとらしく首を振りながら、コタロウがキャビンに戻もどろうとした。


　無人のはずのデッキに妙みような物音が聞こえてきたのは、まさにそのときだった。


　複ふく数すうの足音……


　コタロウは慌あわてて手近な物もの陰かげ──せり出したダクトの陰に身を隠かくした。密航している身の上である。船員に見つかるのは拙まずい。


　幸い、誰かが現あらわれる様子はなかった。しかし、物音は収おさまるどころか段だん々だん大きくなり、何やら慌ただしい声までが聞こえ始めた。何人かの男たちが、怒ど鳴なり声を必死に抑おさえて叫さけんでいる。


「……誰かいるの？」


　コタロウはそろそろと身を乗り出して耳を澄すませた。いま彼がいるのは二層そうからなるフェリーのデッキの上階である。物音は離はなれた所にある階かい段だんの向こう、下部デッキから聞こえてくる。


　なんだろう、と深く考えるより先に、コタロウは階段に近づいた。


　手すりの間から階下を見下ろすと──


　チイン！


　と顔のすぐ隣となりの手すりで火花が飛んだ。


「え？」


　直後、ガガガガッ、と今度は階段で金きん属ぞく音おんが弾はじけた。連続して閃ひらめく黄色い火花。破は壊かいされた手すりのパイプが階段の間を跳はね回った。耳みみ障ざわりな音が激はげしく反はん響きようした。


　聖域での数少ない娯ご楽らくの一つだった、クロウのコレクションのハリウッド映えい画が。その一シーンがコタロウの脳のう裏りに甦よみがえった。


「え、これって銃じゆう───」


　ガン、ガガガガガガガッ！


「うわあ」


　銃じゆう弾だんの軌き道どうが階段を横切り、コタロウが顔をのぞかせていた手すりへと飛び移うつった。腰こしを抜ぬかすように後あと退ずさった目の前で、さっきまで自分のあごが乗っていた手すりが激しく振しん動どうし、ついには粉々に砕かれた。


「撃うたれた撃たれたぼく撃たれた」


　なぜ？　どうして？　自問したコタロウは、すぐにハッと気が付いた。


　決まってる。密航したのがバレたのだ。


　たちまちコタロウの顔が青ざめた。なんてことだろう。密航は悪いことだと薄うす々うす感じてはいたが、まさか発見次し第だい銃殺される重じゆう罪ざいとは思わなかった。道理で兄がコソコソするはず……いや待て。それよりも、誰もいないのをいいことにラウンジの床ゆかにクマの落書きをしたのがいけなかったのかもしれない。やはり中国の船だしパンダを描かいた方が良かった。にしても、結けつ構こう上う手まく描かけたつもりだったのに、何も鉄てつ砲ぽうで撃たなくったって……


「あ……」


　とコタロウが間の抜ぬけた声をもらした。


　まさかまさか、閉へい店てん中ちゆうの売店から、こっそりチョコバーを持ち去ったのが、もう発覚してしまったのだろうか？　拙い。それは大変拙い。やっぱりこっそり持ってきたのは失敗だった。いや、いけないかなあとは思ったのだ。でも兄は小こ遣づかいを持たせてくれないし、売店にはまだ一いつ杯ぱいあったし、お腹なかが減へってたし、ほんの出来心だったのだ。


　コタロウは懊おう悩のうした。返そうにもチョコバーは落書きしながら食べてしまった。いまから謝あやまってお金を出せば許ゆるしてもらえるのだろうか。そうだ。謝ろう。確たしかに悪いことはしたけど、海の男はおおらかだというではないか。自分はまだ子こ供どもだし、事じ情じようさえわかれば、案外笑って許してくれたりするかも……


　バン！


　と音を立てて、突とつ然ぜん周囲が強い照明に照らし出された。柔らかな月光とは異ことなる、相手を威い嚇かくするかのような光。サーチライトの照しよう射しやだ。


　追い打ちのように、


「いたぞっ。そっちだ！」


　敵てき意いと憎ぞう悪おに彩いろどられた鋭するどい声が聞こえてきた。もの凄すごく怒おこっている。


「うわーん。兄者ー」


　とコタロウはホールドアップしながら半泣きになった。


　ところが……


「畜ちく生しようっ。応おう戦せんしろ！」


　怒鳴り声に対する返事は、階下から返った。


　あれ？　とコタロウが思わず閉とじていた目を開けた。


　情なさけない格かつ好こうで両手を上げたまま左右を見回せば、周りには誰もいない。騒そう動どうはすべて、下のデッキで起こっていた。


「……あれえ？」


　手を下ろしてもう一度──今度は大げさなほど慎しん重ちように手すりから下をのぞき込こんだ。


　サーチライトの明かりに浮うかび上がる下部デッキ。そこで、何十人もの男たちが、二手に分かれて争っていた。


　片かた方ほうはフェリーの乗客だろうか。しかし、堅かた気ぎの人間には見えなかった。全員ライトの明かりを避けるように陰かげに身を隠かくしている。殺気立ち、顔に怒いかりと焦しよう燥そうを浮かべて口くち汚きたない罵ののしりを叫さけんでいた。


　もう一方は揃そろいの戦せん闘とう服ふくに身を固めた集しゆう団だんである。手には消サイ音レン器サーの付いたサブマシンガン。目にはなぜかバイザーを付けている。身のこなしは訓練された軍人のそれだ。


「おお、スパットみたい」


　つい先せん刻こくまでの懊悩は早くも忘ぼう却きやくし、コタロウが興こう奮ふんした口調でつぶやいた。ちなみに彼が連想したのは、映画に登場したアメリカ警けい察さつの特とく殊しゆ部ぶ隊たいで、正しくはＳスＷワＡツＴトである。


　見ていると、銃弾を浴びていた乗客側も、手に手に拳けん銃じゆうやアサルトライフルを取り出して応戦し出した。こちらは消音器など付けていないので、船上はたちまち荒あら々あらしい銃声に支し配はいされた。


　しかし、戦闘服組は怯ひるまない。乗客たちの反はん撃げきは散発的だった。それぞれが好き勝手に乱らん射しやしているに過すぎないし、そもそも火力の総そう量りようが違ちがう。そして、乗客たちはライトの光の中に出ようとしないので、行動範はん囲いが制せい限げんされているのだ。


「くそっ。太ラ陽イ灯トだ！」


「『カンパニー』の猟りよう犬けんどもめ！」


　階かい段だんの下を通つう過かした乗客たちの声が聞こえた。サーチライトは下部デッキの船首側に置かれていた。全部で四基き。戦闘服を着た者たちが持ち込んだらしい。アームが伸のびて、上下左右からデッキを照らしている。


「へえ。これって太陽の光なんだ」


　コタロウがぼそりと感想をもらした。それにしても、『会カン社パニー』ってなんの会社だろう？


　そのときコタロウは、乗客の一人が上げた苦痛の悲鳴を聞きつけた。


　見れば、若わかい男が一人、ライトの直射を浴びて膝ひざをついている。彼の仲間が慌あわてて陰に引き込んだが、助けた仲間もライトの中に入ったときは大きく顔を歪ゆがめていた。


　それを見て、思い当たった。


「あの人たち、ひょっとして……」


「君っ！」


　突然肩かたをつかまれた。


　コタロウが全身を硬こう直ちよくさせる。肩かたをつかんだのは中年の男だった。彼はコタロウの反はん応のうには構かまわず、強ごう引いんに手すりから引き剝はがした。


「子こ供どもがこんなところで何をしている！」


「うわああ、ごめんなさい！」


　哀あわれなほどの狼狽うろたえっぷりでコタロウが謝る。


　そこへ、空気をかき乱みだす音が頭上から降ふってきた。同時に真上から光が差し込まれ、辺りを照らして通過した。


　反射的に空を見上げたコタロウは、そこに、大型ヘリが空中静止ホバリングしているのを見つけた。機体の横にあるドアがスライドし、乗員が身を乗り出してフェリーを見下ろしている。彼が着ているのは、下の男たちと同じ戦闘服だ。


　コタロウの肩をつかんだ男が、


「ああ、まったく……」


　と忌いま々いましそうにぼやいた。そしてコタロウの手を引いてキャビンへと誘ゆう導どうし、ダクトの陰に飛び込んだ。


「神父がいないと、すぐこの様だ。船これには一いつ般ぱんの客も乗っているんだぞ」


　男は苦々しい口くち振ぶりで吐はき捨すてた。彼もとても怒おこっている。が、どうやらその怒りは、コタロウではなく戦闘服の連中に対するものらしい。


　コタロウは、まだ彼の手を握にぎったまま放さない男を、恐おそる恐るうかがった。


　東洋人の男で、さっきから口にしているのは日本語だ。どこにでもいそうなグレイのスーツ姿すがたをしていた。


　線は細いが軟なん弱じやくな感じはない。いかにも神しん経けい質しつそうでありながら厳きびしい面おも持もちをしていた。髪かみには白しら髪がが交じっているが、歳としはわからない。コタロウにはこの年ねん齢れいの知り合いがいないから、見当が付かないのだ。


　ただ、苛いら々いらした声のわりに、芯しんの部分は落ち着いている感じなのが印象に残った。このような状じよう況きようでありながら、事じ態たいをしっかりと把は握あくしている。兄が歳を取って気き難むずかしくなると、こんな風になるかも、とコタロウはこっそり想そう像ぞうした。


「君一人ってことは『奴やつら』の仲間でもあるまい。いますぐ自分の客室に戻もどって大人しく……」


　と、男は兄と似にたようなことを口にしかけたが、コタロウの顔を見て言葉を失った。


　この手の反はん応のうは、実はよくある。何しろ、そうはお目にかかれない絶ぜつ世せいの美少年なのだ。


　しかし、その男の反応は、ただ見とれているのとは違っていた。


「まさか、そんな……君は……」


「……？」


　男は愕がく然ぜんとして言葉をなくしていた。彼の激はげしい驚きよう愕がくに、コタロウは軽い当とう惑わくを覚えた。何をそんなに驚おどろいているのだろうといぶかしく思い、それから、なぜか、不意に、


　きょとん、とした。


「あれ？　おじさん、昔どっかで会ったことあったっけ？」


「……！」


「あ、や、そんなわけないよね。ごめんなさい」


　ぎくりと男が身じろぎしたことには気付かず、コタロウは再ふたたび謝あやまって頭を下げた。


　自分はずっと聖せい域いきに籠こもっていたのだ。昔会った人間が外の世界にいるはずはなかった。


　でも、とコタロウはもう一度男の顔を見上げる。


　なら、なんだろう。この妙みように懐なつかしい感覚は……


「あーっ！　そうか、わかったっ。おじさん映えい画が俳はい優ゆうでしょ！」


「……え？」


「そうだそうだ、きっとそうだ。えーと、なんだったかなあ、なんの映画に出てるんだっけ。あーもう、全部覚えてるのに、タイトルが出てこないよ」


「いや、その、私は別に……」


　コタロウははしゃぎながら、うーんと楽しげに記き憶おくをかき回した。それから思いついたように、「あとでサインちょうだい」と当然の如ごとく要求する。この瞬しゆん間かん、すでに階下の銃じゆう撃げき戦せんのことは脳のう裏りにないのだから、ある意味恐ろしい。


　せがむコタロウを前に、男が──彼には極きわめて希け有うなことなのだが──取るべき行動に迷まよった。


　そのとき、それは唐とう突とつに始まった。





２







　ざわり、と異い様ような気配がデッキを──フェリーを中心とした周囲の海上全域を粟あわ立だたせた。


「これはっ!?」


　顔色を変えた男がダクトから飛び出して手すりに向かった。コタロウも首を捻ひねりながら、サインを貰もらい損そこなうまいとあとを追う。


　直後、デッキを照らしていたサーチライトが、音を立てて砕くだけ散った。銃じゆう声せいはしなかった。突然、前まえ触ぶれもなく破は砕さいしたのだ。


　続けて、残る三基きのライトも砕け散り、船上が薄うす闇やみに隠かくれた。


　銃声が止やんだ。


　フェリーは再び夜の静せい寂じやくを取り戻もどした。


「な、なんだ……どうした？」


　どこからともなく、そんな声が沈ちん黙もくの中に流れる。異い常じようを察知したヘリが、高度を落としてフェリーに近づいてきた。バリバリという空気を裂さく音が、静まりかえった船上に響き渡わたった。


　次の瞬間、下部デッキの中央が爆ばく発はつした。甲かん板ぱんを突つき破やぶり、何かが船体から飛び出してきたのだ。


　デッキ中の者が息を呑のみ、飛び出してきた何かを目で追った。その何か──真っ黒な塊かたまりは、飛び出した勢いきおいそのままに垂すい直ちよくに飛ひ翔しようし、降こう下かしつつあったヘリの脇わきを掠かすめて夜空に静せい止しした。


　ヘリが慌あわてて距きよ離りを取る。それに伴ともない、静寂が強まる。動く者はなかった。全員が息を詰つめて、現あらわれた黒い塊を見上げていた。


　それは、棺ひつぎだった。


「あ、兄者」


　とコタロウ。


「なっ、いまなんとっ!?」


　と男が振ふり返る。


　階下から声が響ひびいた。


「撃うて！」


　おそらく指し揮き官かんなのだろう。戦せん闘とう服ふくを着た男の一人が、ほとんど本ほん能のう的に命令を下したのだ。


　その指し示じを契けい機きに、身動きが取れずにいた戦闘服の集しゆう団だんが、夜空に浮うかぶ棺に向かって銃じゆう弾だんを斉せい射しやした。棺は直立した状じよう態たいで浮かんでいる。そこへ、銃弾がわずかな光の尾おを引きながら、雪崩なだれのように吸すい込まれていった。


　だが、打ち込まれた千に達する銃弾は、どれ一つ棺に傷きずを付けることができなかった。見えない壁かべがあるように、棺に着弾するより先に、空中で停止したのだ。


「力場思念ハイド・ハンドかっ」


　男が感かん嘆たん混まじりの唸うなり声を出した。それは男が知る超ちよう常じよう能のう力りよくの一つだった。いわゆる念動力だ。ライトを破は壊かいしたのも、おそらく同じ力である。


「しかし……」


　船内からライトを破壊し、あの集中斉射を目もく視しさえせず全弾食い止めるなど尋じん常じようではない。


　船内からライトだけを選んで破壊したということは、隔かく離りされた場所にいながらデッキ上の状じよう況きようを完全に把は握あくしていた証しよう拠こである。また、銃弾はすべて空中で停止している。弾はじき返したのではないのだ。それはつまり、あの銃弾を一つ一つ残らず受け止めたということに他ほかならない。


　引き金を引いた男たちも、その事実に気付いたのだろう。いつしか銃声は途と切ぎれていた。ちらりと様子をのぞけば、全員愕がく然ぜんとして棒ぼう立だちになっている。そして、それは応おう戦せんしていた乗客たちも同様だった。


　そんな驚きよう愕がくに包まれたデッキの上に、黒い棺は何事もなかったかのように降下してきた。途中まで同じ速度で降おりていた銃弾が、一つ、また一つと先に落ちてパラパラ音を立てる。


　そしてデッキから一メートルの高さまで降りたとき、棺は自らが突き破った穴あなの隣となりに、


　ズン


　と音を立てて着地した。


　見守っていた者たちが、弾かれたように身み構がまえる。


　敵てき意いと恐おそれ、そしてわずかな好こう奇きの混じった視線が突き刺ささる中、棺の蓋ふたが微かすかに揺ゆれ、フッ、と吐と息いきをつくように傾かたむいて、床ゆかに倒たおれた。


　黒い棺の正面に、棺よりなお黒い闇が、深々と口を開く。


　そして、その闇の中から、一人の青年が月光の下に足を踏ふみ出した。


　線の細い青年だった。長身瘦そう軀く。肩かたに掛かかる黒くろ髪かみと鋭するどい顔つき。身に赤いスーツをまとい、頭上に赤い帽ぼう子しを被かぶり、いかなる感かん情じようも浮かべない表情で目を閉とじている。


　そして、全身から側そばにいるだけで鳥とり肌はだが立つほどの異様な気配を溢あふれさせていた。


　全員、痺しびれたように身動きが取れなくなった。


　スウ、と閉ざされていた目ま蓋ぶたが持ち上がり、切れ長の瞳ひとみに、強い力感を伴う意い志しの光が宿った。


　目を開けた青年は、無言のまま周囲の人間を睥へい睨げいした。澄すんだ黒い瞳だ。視線を受けた者は石化したように硬こう直ちよくし、次いで動どう悸きを早めた。まるで裸はだかで草原をうろつく中、巨きよ大だいな虎とらににらまれたようだった。背せ筋すじが一いつ瞬しゆんで冷ひえた。


　そして、青年はおもむろに口を開けた。


「おはようございますドーブラエ・ウートラ、皆さんフスイエー。ご機嫌はいかがですかカーク・ジヴイオーチエ？」


　シン──と辺りは水を打ったように静まった。むろん、反はん応のうを返す者はいない。


　青年がわずかに首を傾かしげる。そこへ、


「兄者！　言葉、言葉！　寝ねぼけてロシア語になってるよ」


「……おや、コタロウ。おはようございます。いい夜ですね」


　青年がにっこり笑う。その親しみの籠こもる笑え顔がおにつられて、コタロウもにこやかな笑みを返した。そのまま、一瞬呼よび止めようとした男を残し、軽けい快かいな足取りで階かい段だんに向かう。その場の全員が固まったまま、忙いそがしく視線を行き来させた。


「すごいよ、兄者。いまのどうやったの？」


「この前、壁歩きを教えたでしょう。あれの応用です」


「ほんとにっ？　じゃあ、ぼくにもできるようになるの？」


「もちろんです。きちんと練習に励はげめばできるようになりますよ。ところで……」


　と青年は階段を半ばまで下りたコタロウに向かい、ゆっくりと右みぎ腕うでを上げた。


　穏おだやかだった笑顔が、氷のように溶とける。


「……なんでお前がここにいるんです？」


「え」


　コタロウがぴたりと足を止め、笑みの浮うかんだ頰ほおを引きつらせた。そんな彼に向かい、青年は突つき出した右手の中指を弾はじいた。


　バチンと音がして、コタロウの小こ柄がらな身体からだが車にはねられたように宙ちゆうを舞まう。そして夜空に放ほう物ぶつ線せんを描えがきつつ、キリキリと旋せん回かいしながら下部デッキに墜つい落らくした。


「ぐふうっ!?　あ、兄者……？」


　弱々しく顔を上げれば、青年の顔には先ほどの笑みなど微み塵じんもない。


「兄は、あれほど、大人しく、寝てろと、言いまし、た、よね？」


　短く台詞せりふを区切りながら、その度たびにビシビシと指を弾く。ライトを破壊し銃じゆう弾だんを止めた力場思念ハイド・ハンドによって、コタロウはゴムマリのように跳はね回った。「きゃいー」と悲鳴が痛いた々いたしいが、青年の言動には同情の欠片かけらもない。


「勝手に船をうろついて……何も粗そ相そうをしてないでしょうね」


「ソソウなんてそんな！」


「辺り構わず落書きしたり、勝手に物をせしめたり」


「ぐわ。なぜそれを」


　はあ、と青年はため息をついた。今度は両手を上げると、柏かしわ手でを打つ要よう領りようで、パンと手を打ち鳴らす。正面衝しよう突とつした電車に挟はさまれたように、コタロウは「きゅう」と悲鳴にならない声をもらし、ぐったりと床に倒れた。


「うー……ごめんなさいー」


「まったく。どうしてお前はこう、要いらぬ厄やつ介かい事ごとばかり起こすのでしょう。困こまったものです」


「うう……ひどい、兄者。笑顔で騙だますなんて……」


「黙だまりなさい。悪いのは自分でしょうに、この上、兄を責せめますか。嘆なげかわしい」


　青年が怒おこると、コタロウはしょぼくれた顔でデッキの上に胡座あぐらをかいた。一いち応おう反省しているらしい。青年はため息を苦くし笑ように変えて、もう一度「まったく」とつぶやいた。


　それから、突とつ然ぜんの成り行きに困こん惑わくを隠かくせない一同に向かい、改めて顔を向けた。


「失礼、皆みなさん。お見苦しいところをお見せしましたが、どうかお気になさらず」


　気にするなといわれて気にせずに済すむような光景ではなかったが、反はん論ろんはどこからもあがらなかった。あまり関かかわりたくないというのが一同の共通した見けん解かいだったに違ちがいない。


　戦せん闘とう服ふくの集しゆう団だんと乗客たちは、改めて棺ひつぎの青年と飛び出してきた少年を見み比くらべた。


　青年が──色んな意味で──ただ者ではないことはわかった。見た目は二十代前半の若わか造ぞうだが、秘ひめたる力の膨ぼう大だいなこと、火を見るよりも明らかだ。対して、少年はまさに天使のような可か憐れんさながら、先ほどまでの暴ぼう虐ぎやくを受けてもぴんぴん──多少ダメージを引きずってはいるが──している。こちらも普ふ通つうの人間とは思えない。


　それに、少年は青年を「兄」と呼んでいたが、二人の外見はまるで似にていなかった。青年が黒くろ髪かみ黒くろ目めの東とう洋よう系けいなのに対し、少年は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの西洋人なのだ。顔つきも体つきも違ちがう。注意力のある何人かは、二人が首からお揃そろいのゴーグルを提さげていることに気付いたが、両者の共通点はそれぐらいだ。


　だが、一方で「兄弟」と言われて納なつ得とくする何かが二人の間には存そん在ざいしていた。それが何かわかる者は一人もいなかったが。


「さて」


　と再ふたたび青年が、両りよう陣じん営えいに語りかける。


「私どものことはひとまず置くとして、この争い、何事なのですか？　どんな理由があってのことかは知りませんが、この船自体は無関係と見受けます。騒そう動どうは感心しませんね。船主にも乗客にも申し訳わけないでしょう？」


　自らが開けた足あし下もとの大おお穴あなが目に入らないのか、青年は妙みように常じよ識うしきぶったことを口にした。


「双そう方ほうまずは銃を収おさめなさい。暴ぼう力りよくでは何も解決しません」


　と理知的な口くち振ぶりで提てい案あんする。賢けん明めいな意見のように聞こえるが、床ゆかに座すわったコタロウが、もの凄すごく何か言いたげな目を向けているだけに説せつ得とく力りよくはあまりない。


「……貴き様さまは何者だ」


　全員が押おし黙る中、口火を切ったのは、銃撃を命じた戦闘服集団の指し揮き官かんだった。体たい格かくのいい、引き締しまった男である。よく見れば褐かつ色しよくの肌はだをしていた。話す言葉になまりはなかったが、インドか東南アジアの血を引いているのかもしれない。


　青年はちらりと彼に目を向け、


「名を尋たずねるなら、まずは自分から名乗ってはどうです。それとも、しばらく離はなれているうちに、日本ではそんな礼れい儀ぎも失われましたか？」


「……我われ々われは『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームだ」


「『カンパニー』……というのは、特区の『オーダー・コフィン・カンパニー』のことですか？」


　その組そ織しきは知っているのか、青年が確かく認にんするように尋ねた。指揮官は重々しく頷うなずいた。


　青年は、ふむ、と腕うでを組み、


「妙ですね。そこは我らと人間の仲を取り持つ、折せつ衝しようのための組織と聞きましたが」


「──表面上はね」


　青年に答えたのは指揮官ではなかった。反対側。攻こう撃げきを受けていた乗客たちの一人だ。


　こちらはトレンチコートを着た若わかい女じよ性せいで、長い黒髪を首でまとめて背せ中なかに流していた。凜り々りしい顔つきをした、なかなかの美人だ。


「裏うらじゃ、この通り。見み境さかいなく私たちの同どう胞ほうを見つけ出しては、問答無用で虐ぎやく殺さつする。血に飢うえた殺人集しゆう団だんよ」


　険けわしい台詞せりふは敵てき意いと憎ぞう悪おに満ちている。しかし、言われた指揮官は涼すずしい顔をした。


「殺人？　それは一体誰だれのことだ？」


「くっ。この……！」


「そして貴様の台詞も一部訂てい正せいさせて貰もらおう。我々は見境なく貴様らを追っているわけではない。お前たちの間では、特区は、貴様らにとって都合のいい新天地のように言われているようだが、それは誤あやまった見識だ。我らが守しゆ護ごする都市は、化け物どもの無法地帯ではない。闇やみ社会に属ぞくする者であれ、確たしかな秩ちつ序じよが維い持じされた場所だ。協定を結んだ血族然しかり。まして、どこの血けつ統とうとも知れぬ密みつ入にゆう国こく者しやなど論ろん外がいだ。それは……」


　と、顔を赤くする女性から、黙って聞いている青年に視し線せんを移うつす。


「貴様とて同様だ」


　言って指揮官は青年に銃じゆう口こうを向けた。慌あわてて鎮圧チームの部下たちも彼に倣ならった。


「兄者っ」


　コタロウが青年の元に駆かけ寄よろうとした。しかし青年は片かた手てを上げてそれを止めた。


　目つきで「離れていろ」と告げる。コタロウは何か言いかけたが、結局黙だまったまま大人しくデッキの隅すみに移い動どうした。小さな拳こぶしを握にぎり締め、青年と指揮官のやり取りを見つめている。


「さあ、次は貴様の番だ。答えて貰おうか。協定血族の紹しよう介かいがあるなら心配は無用。特区は君たち二人を歓かん迎げいする。だが、そうでないなら、たとえ数百年の時を生きた古オールド・血ブラツドであろうと、我々は容よう赦しやせん。お前が──『ブラック・ブラッド』である限りな」


「『ブラック・ブラッド』？」


　聞き慣なれぬ言葉に青年が怪け訝げんな顔をする。しかしすぐに「ああ」と頷いた。


「最近は吸きゆう血けつ鬼きのことをそう呼よぶそうですね。確たしかに、私たちは吸血鬼です」


　と、あっさり肯こう定ていした。


　悪びれたところもなければ、恥はじる様子も毛ほどもない。余よ裕ゆうのある態たい度どに、指揮官は顔をしかめ、長髪の女性は晴れやかな表ひよう情じようを浮うかべた。


「しかし弱りましたね。特区に知り合いはいるのですが、その協定血族というのには心当たりがありません」


「そうか……残念だな」


　指揮官が引き金を引いた。


　サブマシンガンの銃口が火を噴ふく。一いつ瞬しゆん遅おくれて部下たちも銃撃を開始した。


「やれやれ」


　青年の唇くちびるに冷れい笑しようが浮かんだ。


　切れ長の瞳ひとみに怪あやしい光が輝かがやき、身にまとう気配がグンと密みつ度どを増まして溢あふれ出す。


　銃弾はすべて、青年の手前で空中に急停止した。あとからあとから銃弾が加わり、彼の周囲を隙すき間まなく埋うめていく。しかし、銃弾の壁かべの向こうに立つ青年は、凄すご味みのある微び笑しようを湛たたえたまま崩くずそうとしない。


　いつしか、溢れ出した気配が──目に見えないはずの気配が、比ひ重じゆうの重い気体のようにデッキの表面を覆おおい始めるのがわかった。古い強力な吸血鬼が力を振ふるう際さいに見せる眩リーク・霧ブラツド現げん象しようだ。


　幻まぼろしの霧きりはデッキの上を覆い尽つくし、船ふな縁べりを乗り越こえて海上にまで注ぎ始めた。それでも勢いきおいを弱めることなく、海上を覆っていく。まるで破は損そんした油槽船オイル・タンカーだ。目の前の青年がいったいどれほどの力を開放しようとしているのか。百ひやく戦せん錬れん磨まの男たちが、湧わき上がる恐きよう怖ふに身み震ぶるいを隠かくせなかった。


「加か勢せいするよ！」


　と後方で長髪の女性が仲間たちに呼よびかけた。


「ま、待てよっ。あいつが誰だか知ってるのか？」


「誰だろうと関係あるかいっ。彼がいれば勝てる。それとも、特区入りを諦あきらめる気っ？」


　彼女の言葉に、及および腰ごしだった仲間たちは反論を呑のみ込こんだ。覚かく悟ごを決めた表情で、手にしていた銃を握り直す。


「あんなこと言ってますよ？」


　後ろの様子を横目に見ながら、青年が皮肉っぽく指し揮き官かんに尋たずねた。形勢が逆転しつつあることを悟さとっているのだろう。指揮官の顔が硬く引き締められた。


　そのときだ。


　突とつ然ぜん爆ばく発はつが起きた。


　炎ほのおが膨ふくれあがって辺りを赤く照らした。フェリーが振しん動どうし、爆風が真横から吹き付ける。


「うわっ。何事ですか？」


　青年が片かた腕うでを掲かかげて目元を庇かばった。彼の背はい後ごに立っていた棺ひつぎは爆風に飛ばされて海に落ちた。空中に浮かんでいた銃弾も、残らず吹き飛ばされている。


　それでも、まともに立っていただけ大したもので、他の者たちは鎮ちん圧あつチームも吸血鬼たちも、残らずデッキに身を投げ出されていた。


「曾ツアン！　あんた、なんてことをっ」


　怒ど鳴なり声を上げたのは倒たおれた女じよ性せいだった。爆発は彼女の仲間がしでかしたことらしい。長髪を爆風に乱みだしたまま、仲間の一人に向かって唾つばを飛ばしている。


「来い、黄ウオンっ。ボートの用意が調ととのった！」


「彼を置いてく気なのっ？」


「馬ば鹿かかよっ。あいつがどの血統かも知れねえんだぞっ。国の連中がした仕打ち、忘わすれたのか！」


　仲間の台詞せりふに女性が押し黙った。結局、無念そうな視線を一度青年に向けたあと、他の仲間に指し示じして撤てつ退たいを開始した。


　一方の鎮圧チームも、不意に起こった爆発で負ふ傷しよう者しやを出していた。ようやく体勢を立て直した部下たちに、指揮官が撤てつ収しゆうの指示を飛ばしている。


「……これは、お開きですね」


　両りよう陣じん営えいの様子を見ながら、青年はパタパタとスーツの埃ほこりを払はらった。とはいえ、これは些いささか困こまった事じ態たいである。何しろ密みつ航こう中ちゆうなのだ。この騒さわぎでは船員に見つかってしまう。


「港に着くまで身を隠しますか。陸さえ見えれば、浮うかんで行けばなんとか……」


　と──


　氷のような悪お寒かんが貫つらぬき、青年の顔が真しん剣けん味みを帯びた。


　背後を振り向く。デッキの隅すみの船縁に、矢のような視し線せんを飛ばす。


　そこはさっきコタロウを退たい避ひさせた場所だ。


　なのに、彼の姿すがたがない。


　青年の姿がかき消えた──かと思うと、途と中ちゆうの甲かん板ぱんを蹴けり割わって船縁の手すりにしがみつき、身を乗り出した。


　銃撃にも爆発にも平然としていた彼が、血の気をなくし、唇くちびるを嚙かみしめた。月光を反はん射しやする海面に、恐きよう怖ふすら混まじった視線を投げる。


「船せん尾びだ！」


　振り向くと、青年と同じく海面をのぞき込む男の姿が上部デッキにあった。コタロウと話をしていた中年の男だ。


　青年は男には一瞬しか目をやらず、船尾方向へと首を向けた。いまにも弾はじけそうな、必死の形相だ。


　そして彼は、船尾近くの海面でもがく、か細い腕を視し界かいに捉とらえた。


　白い波は頭とうを割わって、金きん髪ぱつが顔をのぞかせる。濡ぬれた髪かみが白い額ひたいに張はり付いていた。目を閉とじたまま、口が開き、「──！」と何かを叫さけんだ。


　呼び声は届とどかなかった。


　が、その瞬しゆん間かん、青年は夜の海に飛び込んでいた。
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　輸ゆ送そうヘリに回収されるやいなや、バドリック・セリバンはヘリの内ない壁へきを蹴けりつけた。思わず姿し勢せいを正す隊員を尻しり目めに、操そう縦じゆう席せきに駆かけ込む。


　すると、操縦席の後ろに腰こし掛かける男を見つけ、これ以上ないほど露ろ骨こつに顔をしかめた。


「……なぜお前がいる？」


「お偉えら方がたのご命令。バックアップよ」


「バックアップだと？　スパイの間ま違ちがいだろ？」


「あらひどい。こんな夜中に現げん場ばまでつき合ってるのに」


　にんまり、と男は笑った。


　バドリックとは正反対の優やさ男おとこだった。髪は紫むらさき色いろに染そめ、所々にシルバーのメッシュが入っている。ピアスにチェーンにバングル、リングと、至いたるところにレザーやシルバーの装そう飾しよく品ひんを身につけていた。身動きするたびシャラシャラと金きん属ぞくの触ふれ合う音がする。『カンパニー』の制せい服ふくを身につけてはいるものの、服制違い反はんも甚はなはだしい。


　彼の名は、赤あか井いリンスケ。『カンパニー』上じよう層そう部ぶの意を受けて社内の情じよう況きようを探さぐる、査さ察さつ部ぶの人間だ。


「そもそも今回の襲アタ撃ツクって、きちんと上の許きよ可か取ってないでしょ？　私まで焦あせっちゃったわよ」


「……本部は？」


「もう動いてる。でも、覚かく悟ごしときなさいよ。きつーいお咎とがめがあるから」


　リンスケはやる気のない様子で、ひょいと肩かたを竦すくめた。バドリックは舌した打うちして顔を背そむけた。


　確たしかに失態である。


　銃じゆう撃げき戦せんになっただけでも面めん倒どうなのに、あの爆ばく発はつだ。おそらく関係各かく庁ちようから厳きびしい問い合わせを受けるに違いない。


　吸きゆう血けつ鬼きの存そん在ざいが明るみに出たのは、いまから十年前に起きた、ある事件がきっかけだった。以来、人じん類るいは吸血鬼の殲せん滅めつに全力を傾かたむけてきた。


　現げん在ざいでも、彼らの起こした事じ件けんが報ほう道どうされることは少なくない。ただ、それらはあくまでも少数の生き残りが起こしたトラブルであり、吸血鬼たちの大多数はこの世を去った──というのが世間一いつ般ぱんの認にん識しきであった。


　だが、それは事実とは異ことなる。


　吸血鬼という存在がいつどこで生まれたかは不明のままだが、彼らの歴史は人類のそれと同じほどに古い。それこそ、伝説や神話で語られる古いにしえの昔から、人類の裏うら側がわ──夜の世界を闊かつ歩ぽしてきたのだ。特に、彼らは人間社会の深部、中でも権けん力りよく構こう造ぞうのヒエラルキーで頂ちよう点てんに位置する場所に、長い時間をかけて潜もぐり込んできた。現在も、大国の支し配はい者しや層には吸血鬼や、その息がかかった人間が大おお勢ぜいいる。


　ともあれ、彼らは依い然ぜんとして人間社会に紛まぎれて暮くらしているのだった。『オーダー・コフィン・カンパニー』は、彼らの存在が明るみにでることで発生するトラブルを事前に防ふせぐことを目的とした組そ織しきなのだ。


　その非ひ公こう式しき性せいゆえ、表向きは民間組織という体てい裁さいを取っているものの、『カンパニー』と政せい府ふとの繫つながりは強い。事件のもみ消しや情じよう報ほう操そう作さも不ふ可か能のうではない。今回の騒さわぎは大事には違いないが、それでも最終的には丸く収おさまるはずだった。


　それより忌いま々いましいのは、吸血鬼たちを取り逃にがしたことだ。


　ここはすでに日本の近海。ここまで辿たどり着いた連中が、特区入りを諦あきらめるとは思えない。必ず潜せん入にゆうを試みるに違いなかった。なんとしても食い止めねばならない。


「いまなら……」


「駄だ目めよー。ここは大人しく本部まで撤てつ退たい」


「……俺おれはまだ何も言ってない」


「だからね、バドちゃん。このヘリは輸送用でしょ？　このまま連中のボートを見つけたとして、あいつらが地対空ミサイルの一発でも持ってたらお陀だ仏ぶつよ？」


　バドリックは彼をギロリとにらみ、


「部外者が作戦に口を挟はさむな。それに、あんなちんぴらもどきが、大層な武ぶ装そうを調ととのえているとは思えん。そして、作戦中ぐらい『隊長代理』と呼よべ。さらに、作戦中以外でも『バドちゃん』と呼ぶな」


「どうかしらねえ。連中が持ってたの、カラシニコフじゃなくてＭＰ５よ？」


「……数挺ちようだろ。ほとんど五四式だったじゃないか」


「にしてもバドちゃん、あいつらが携行対空ミサイルステインガーの一つも持ってないって言い切れる？　仮かりに携行対戦車ミサイルＲＰＧでも、このヘリじゃ避よけらんないんじゃない？」


「……『隊長代理』だ。加えて『バドちゃん』と呼ぶな」


　バドリックはこめかみを引きつらせながら唸うなった。


　だが、リンスケの意見には耳を傾けざるを得ない。そもそも、吸血鬼の膂りよ力りよくを持ってすれば、手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり投げてヘリに直撃させるだけで撃げき墜つい可か能のうだろう。連中も、海上なら遠えん慮りよはしないはずだ。


「くそっ。吸血鬼サツカーども……」


「あ、差別用語。『カンパニー』職しよく員いんにあるまじき発言だわ」


「黙だまれ、歩く服ふく制せい違い反はん」


「もうっ。バドちゃんたら、ピリピリしないの」


「だから、俺を『バドちゃん』なんて呼ぶなと……」


「さっきの、逃にげて正せい解かいよ。ここにいてもわかったもの。ありゃ、かなりの大物だわ」


　刺とげ々とげしいバドリックを、気安げなリンスケが遮さえぎった。バドリックは歯は軋ぎしりしたが、反はん論ろんはしなかった。　あの二人──特に兄の方。あれほど強大な気配を有する吸血鬼は、特区にもそうはいない。もしあのとき他の吸血鬼たちが加か勢せいせずとも、おそらくチームは敗やぶれていただろう。真に強力な吸血鬼を相手にするには、たとえそれがただ一人であろうとも、相そう応おうの装そう備びと人員──何より入念な計画がいる。


「くそっ。よりにもよって隊長が留る守すのときに……」


　バドリックのもらした台詞せりふを耳にし、リンスケはこっそりと冷れい笑しようを浮うかべた。
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　元来、鎮ちん圧あつチームは『カンパニー』の中でも独どく立りつ色しよくの強い部ぶ署しよである。独自の倫りん理り観と規き律りつを持ち、上層部との衝しよう突とつも多い。


　さっきバドリックはリンスケをスパイ扱あつかいしたが、それはいわれのない中ちゆう傷しようではない。現在、鎮圧チームの隊長は、米軍対吸血鬼部隊の特別教官として臨りん時じに招まねかれている。上層部は、組織的にも精せい神しん的にも隊の中ちゆう核かくである彼が不在の間に、少しでもチームに首かせをかけようと躍やつ起きになっているのだ。リンスケはその先兵のようなものである。


　ただ、その立場は微び妙みようだった。チームの失しつ態たいは、上じよう層そう部ぶの思おも惑わくからいえば好ましくすらある。だが、チームの失敗は『カンパニー』として看かん過かできない深しん刻こくな事態を招くことになるのだ。


「ともあれ自重してちょうだい。今回のターゲットは、彼じゃないんですからね」


「……わかっている。だが、奴やつが連中と手を組むようなら話は別だ。何しろ連中の中には……」


　と、バドリックは苛いら立だちを消し、変わって真しん剣けんな表ひよう情じようを褐かつ色しよくの顔に浮かべた。


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がいる」


　バドリックが重々しくもらした言葉に、リンスケも軽口を引っ込めた。


　彼が口にした言葉。


　それこそ、鎮圧チームが常つねにない強ごう引いんさでフェリーを急きゆう襲しゆうした理由なのだ。


「……帰投次し第だい、対古オールド・血ブラツド用装備を用意する。明日の降こう水すい確かく率りつはゼロ。夜には満月を拝おがむことになる。なんとしても、日ひ暮ぐれ前にはケリをつけるんだ」
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　黒く塗ぬられたゴムボートが海面を蹴けって夜の海を進む。揺ゆれは激はげしく水みず飛しぶ沫きが跳はね回ったが、乗員の中で文もん句くを口にする者はいなかった。


　ケリー・黄ウオンは激しい海風に長ちよう髪はつを揺らしながら、離はなれてなお炎ほのおが見えるフェリーを、腕うで組ぐみしたまま無言で眺ながめていた。


「まだ気にしてるのか、黄？」


　隣となりに座すわっていた曾が、唇くちびるを嚙かむ黄に話しかけた。彼女はしばし迷まよってから、腕を解ほどき、肩かたを竦すくめてみせた。


「私たちの力になったかもしれない。彼は明らかに古オールド・血ブラツドだ。それも並なみの古オールド・血ブラツドではない」


　古オールド・血ブラツドとは、何百、何千年と生きる大吸血鬼のことだ。吸血鬼の能力は血けつ統とうによって千せん差さ万ばん別べつだが、一いつ般ぱん的に年を経へた者ほど強い力を有するようになる。彼らの数は少ないものの、その能力はただの吸血鬼の比ひではない。


　また、古くから生きているということは、それだけ始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいに近しいということである。


　吸血鬼は、転化されたときの吸血鬼と同じ血統に属ぞくするようになる。その種類は様々で、太陽の光を苦手とする血統もあれば、流れる水に弱い血統もある。同じ吸血鬼でも異ことなる血統に属していれば、別の生物といっていいほど異なる特徴を有するようになるのだ。始祖ソース・ブラツドというのは、その血統の大元となった吸血鬼のことである。彼らは、古くは生き神と崇あがめられたほど超ちよう越えつ的な存そん在ざいだ。その血をより濃こく継つぐ者は、近年急きゆう増ぞうした若わかき吸血鬼とは別べつ格かくといえた。


　ちなみに吸血鬼は同じ血統に属する者同士で暮らすことが多く、その集しゆう団だんは血族と呼よばれている。「血統」とはその吸血鬼の血や性質を、「血族」とはその吸血鬼の一族を指すのである。


「だからなんだよ。そんな大物が俺たちみたいな行き場のない連中に手を貸かすとでも思ってるのか？　いいように扱あつかわれるだけだぜ」


「……それでも、生きて行けるならいい」


　黄は無感情につぶやき、曾は苦い顔で黙だまった。


　彼女らは東南アジアを点々としてきた流る民みんだった。特区で多くの血族が暮らしているのは有名な話だ。特区の血族は人間たちと秘ひ密みつ裏りに協定を結んで、平和な生活を送っているという。その噂うわさに一いち縷るの望みを託たくし、日本への密入国に踏ふみ切ったのだ。


　しかし……


「あの『カンパニー』の男が言っていたことは本当だ。特区は何も吸血鬼ブラツク・ブラツドの楽園ではない。同族の人口密みつ度どは限げん界かいに近いし、世界中の血族が集まって縄なわ張ばりを争っている。新参者の入り込こむ余よ地ちなどあるはずもない。潜もぐり込むことに成功したとしても、生きて行くことは困こん難なんだ。結局はどこかの血族の言いなりになるしかないだろう」


　黄は吸血鬼に転化して以来、闇やみ社会に身を置き、傭よう兵へい稼か業ぎようで糊こ口こうを凌しのいできた。彼女たちが手にした武ぶ器きも、すべてそのツテで入手した物ばかりだ。


　そんな生活をする中で、特区の話は幾いく度ども耳にした。吸血鬼といえども、基き本ほん的な思考や感情は人間だったころと変わりはしないのだ。ましてや、吸血鬼の世界は弱肉強食。人間との衝突が少ないとはいえ、特区は吸血鬼の暗黒街という一面も持っているのである。


「いまさらなんだ。後こう悔かいでもしてるのか？」


「いいや。あのまま留とどまっても、結局は人間たちに狩かり出されていた。私たちに選せん択たくの余地なんかなかったさ」


　黄の口元に苦くし笑ようが浮うかぶ。彼女は曾を見つめ、闇に光る双そう眸ぼうを強く閃ひらめかせた。


「生きるためには足あ搔がくしかない。どんなことをしてもだ」


　真まっ直すぐな黄の視し線せんに、曾は居い心ごこ地ち悪く目を逸そらした。


「……あの優やさ男おとこなら、俺たちの後ろ盾だてになったっていうのか？　いくら強いったって、どこの誰だれかもわからない奴やつだぜ？」


「ん？　なんだ、曾。まさか焼いてるのか？」


「バッ、馬ば鹿かかっ。俺は俺たちの今後を心配してるんだろうが！」


　顔を真っ赤にして曾が唾つばを飛ばす。黄はにやけながらクスクス肩を震ふるわせた。


　そんな二人の下もとに、まだ五、六歳にしか見えない女の子が寄よってきた。


「黄姐々おねえちやん」


　と幼おさない声で呼びかけ、ゴムボートの隅すみに座すわり込んでいる黄の胸むな元もとにしがみついた。


　彼女も吸血鬼である。だが、年ねん齢れいは外見通りだった。大病を患わずらったが医者にかかる金がなく、思い詰つめた両親が黄に転化を求めたのだ。彼女は反対したが、結局は少女を自らの血族に加えた。


「どうして船を降おりちゃったの？　特区にはあの船で行くんじゃなかったの？」


「ああ。いいんだ。ちょっと予定を変へん更こうしただけだよ。明日には……少なくとも、明後日の日が昇のぼる前には特区に着ける」


「ほんとに？」


「ほんとさ」


　黄はおどけるように柳りゆう眉びを持ち上げる。少女は彼女の仕草に、コロコロと鈴すずが転がるような笑い声を立てた。


　曾はいよいよ居心地を悪そうにして苦虫を嚙かみ潰つぶした。黄は平然と言うが、それは噓うそだ。『カンパニー』が鎮ちん圧あつチームを差し向けたということは、すでに一行の情じよう報ほうが漏ろう洩えいしている証しよう拠こだ。特区に辿たどり着ける保ほ証しようなどどこにもない。


「お腹なか空いた」


「またか。チャンは食いしん坊ぼうだな」


　少女の幼い欲よつ求きゆうに、黄は苦笑を浮かべる。だが、苦笑の下には悲しい眼まな差ざしが隠かくされていた。


　チャンは血を吸すいたがっているのだ。こんな小さな少女が。そして、彼女をそんな風にしたのは黄である。人間がどれほどおぞましい視線を向けようと、最後まで面めん倒どうを見てやる義ぎ務むが、黄にはあった。


「チャン、あとでたらふく食わせてやる」


　と曾が告げる。チャンは、「約束だよ」と笑え顔がおを向けた。笑う口元には、小さいが人間にはない牙きばがのぞいていた。


「……金きん髪ぱつの子こ供どもがいただろ？」


　と黄が少女の髪かみを撫なでながら話しかけた。


「子供……あの男の弟か？　まあ、兄弟には見えなかったが……」


「いや。血ち筋すじがどうあれ兄弟さ。あの子を見る彼の目は、肉親を見る者の目だ。優しかった」


「……俺には、かなりきつい折せつ檻かんをしていたように見えたが？」


「それで弟は兄を恨うらんでたか？　二人の間に愛あい情じようがある証拠だ」


　黄の台詞せりふは不思議な確かく信しんに満ちていた。


　弟の方も恨み言言ってた気がするがなあ……と曾は思ったが、黄の表情を見ているとそれも些さ細さいなことのように思えてくる。


　彼女は勘かんが鋭するどい。いまここにいる難なん民みんたちは、彼女が持つ物事の本ほん質しつを見み抜ぬくセンスに、幾いく度ども助けられてきているのだ。


「彼は特区の血族に心当たりはないと言っていた。ならば、私たちと条じよう件けんは同じ。手を組む余地は残っている」


　少女を腕うでに抱だいたまま、黄はゆっくりと目を閉とじた。


　長い時間をかけて検けん討とうし、決けつ断だんを下す。閉じた目を開き、曾を見て言った。


「彼に接せつ触しよくしてみよう」
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　そのころデッキ上には、駆かけつけた船員や眠ねむりを覚まされた乗客の姿すがたが見え始めていた。海上から猛もうスピードで迫せまってくるのは、海上保ほ安あん庁ちようの船せん舶ぱくだろう。


　しかし、男は大おお事ごとになりつつある周囲の状じよう況きようには、ろくに注意を払はらわず、まだ燃もえ続ける爆ばく発はつの炎ほのおも無む視しして、じっと手すりから海面を見つめていた。


　青年の姿はとうにない。それでも、目を離はなすことができなかったのだ。


「彼だ。間ま違ちがいない……」


　と男は独どく白はくした。


　男の目は潤うるみ、口元には堪こらえきれない笑みがこぼれていた。


　青年の姿は、男の記き憶おくに残るものと少しも変わっていなかった。まるで時間が戻もどったようだ。


　そしてあの少年。一度は失われた、見る者すべてを肯こう定ていするような、輝かがやかんばかりの、あの笑顔。


「戻られたか。剣けん士し殿どの、賢けん者じや殿……！」


　男は深い感かん慨がいを嚙みしめるように、そっとつぶやいた。


　それから、


「……あれ」


　と、もう一度海面をのぞき込んだ。


　あれだけの騒さわぎもどこ吹ふく風と、海は相変わらず穏おだやかだった。


　満月の光を浴びて、ゆらゆらと揺れ動いている。


　流れている。


　男の顔色が徐じよ々じよに白くなった。


「海って……あ、いや……それは……拙まずいんじゃ、ないか？」


　流れる水は吸血鬼の弱点の一つである。


　男は蒼そう白はくになった。そして、「いかん、いかん、いかん」と慌あわてふためき、スーツのポケットから携けい帯たい電話を取り出した。
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　青年の正体に疑ぎ問もんを持ったのは、バドリックや黄だけではなかった。


　その正体に心当たりがあったのも、フェリーの上で忙せわしなく電話をかける男だけではなかった。


　しかし、


　──まさか、な。


　もしそうなら、事前に上から、なんらかの指令が下りていたはずである。また、奴は確たしか、流れる水には耐たい性せいがない。なんの備そなえもなく海に飛び込むとも考えられなかった。


　何より、もし奴があの男なら、悪名高きあの刀を帯びていないわけがない。


　人違いだ。


　そう、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は判はん断だんし、本来の目的に集中した。









　　二章　『カンパニー』の調停員コンプロマイザー










１







　そこは本物の銀世界だった。


　高く空に突つき立つ針しん葉よう樹じゆの原生林。黒い梢こずえと硬い大地を純じゆん白ぱくの積雪が覆おおい隠かくしている。空気は凍いてつくほどに冷たく、ときおり枝えだが雪を下ろす以外、物音一つしない。時間の流れすら寒さに震ふるえ、ひっそり流れているようだ。


　そんな大森林の中を、コタロウは上じよう機き嫌げんで歩いていた。腰こしまで雪に埋うずめながら、


「待て待てー」


　と楽しげな声を上げている。


　彼の前方には、のそのそ歩く巨きよ大だいなヒグマの姿すがたがあった。体長は四メートルに達し、体重も八〇〇キロでは利きかないだろう。この地ち域いきに生息する熊くまとしては破は格かくの体格といえた。


　彼は追いかけてくるコタロウを迷めい惑わくそうに振ふり返ったりしていたが、コタロウが深みに捕とらわれると、立ち止まって追いつくのを待っていた。二人は十年来の友人なのである。ただ十年という歳さい月げつは、彼を一人前の大人に成長させたが、彼の友人を成せい熟じゆくさせるには至いたらなかった。結果、すでに聖域最大のテリトリーを有する立場となったいまも、渋しぶ々しぶながらコタロウにつき合ってやっている。なかなかにできたヒグマだった。


　名はバウワウ大公。彼の一族は代々「ムサシボー」と呼よばれていたのだが、彼の代になって呼び名が変わった。新たな命名者は他ほかならぬ彼の小さな友人である。


　二人は、足あし跡あと一つない真っさらな雪の上で、一方的な追いかけっこを続けていた。コタロウはセーターにコートに毛糸の帽ぼう子しと重じゆう装そう備びだが、何度もころんで雪まみれである。洟はなみずすら流している。


　しかし、その笑顔には一点の曇くもりもない。ここ三日間、猛もう吹雪ふぶきで館やかたに閉とじこめられていたため、久ひさしぶりに外で遊べるのが嬉うれしくてならないのだ。バウワウとしてはいまの内に餌えさの備び蓄ちくを殖ふやしておきたいところだが、この小さな友人は放ほうっておくと危あぶなっかしくて仕方がない。


　それに、こうしてつき合ってやれるのも今日で最後だ。コタロウが聖域を出ることは、彼の兄から聞かされていた。そう思うと、最近ではため息の種となっていた笑顔や笑い声が、いつになく眩まぶしく、切なく思えた。


　しばらくすると、バウワウが足を止めた。行く手に人が立っていたのだ。


　まだ幼おさない少女だった。だが、息を呑のむほどの可か憐れんさと優ゆう美びさを持っていた。


　白銀の長ちよう髪はつは雪面に届とどくほど長く、白はく磁じの如ごとき肌はだは人のものとは思えない。儚はかなげな瞳ひとみは心持ち目ま蓋ぶたを閉ざしているが、その奥おくでは微かすかに水色の混まじった瞳が、静かな眼まな差ざしを投げかけていた。


　コタロウがつい笑顔を向けたくなる陽気な天使だとすれば、少女は頭こうべを下げて祈いのりを捧ささげずにいられないような崇すう高こうな天使長を思わせる。人の立ち入りを許ゆるさぬ秘ひ境きようにあって、その姿は宗教画のようであった。


　バウワウは少女の側そばまで歩み寄よると、手足を折って体を下ろし、恭きよう順じゆんの証あかしとして深々と鼻はな面づらを雪に潜もぐらせた。少女は、コタロウよりさらに一つか二つ年下に見える。なのに、その十倍以上の体格を持つ彼が、まるで子犬のように大人しい。


　彼はこの一帯の頂ちよう点てんに立つ獣けものである。


　しかし、彼女こそはこの聖域の頂点に立つ「生物」なのだ。


「あれ？　姫ひめさま。どうしたの。こんなとこまで？」


　息を切らせながら追いついたコタロウは、ようやくバウワウの前に立つ少女に気が付いた。


　少女は無言のままコタロウに目を向けた。小さな顔は整っているが、人形のように表ひよう情じようがない。


　と、彼女は唐とう突とつに腕うでを伸のばし、手にしていた物をコタロウの胸むな元もとに差し出した。


　マフラーだ。手て編あみの品らしく、形が歪いびつである。


「え、なに？　くれるの？　ぼくに？」


　尋たずねるコタロウに、少女はコクリと頷うなずいた。そして、コタロウの首に手を回して、マフラーを巻まき付ける。手つきが多少不ぶ器き用ようだが、幼い妹がやんちゃな兄の世話を焼くような微笑ほほえましい光景だった。


「うわー。ありがとう。これ、ひょっとして姫さまが編んでくれたの？」


　コタロウが聞くと、少女はもう一度コクリと頷いた。マフラーを巻き付け終わると、彼の全身を眺ながめる。そして、気が付いたように雪まみれのコタロウから雪を払はらい始めた。


「いいよ。どうせまた雪だらけになっちゃうもん」


　コタロウはそう言ったが、少女はぷるぷると首を振って、雪を払うのを止めなかった。


　やがて、じわり、と真しん珠じゆのような涙なみだが瞳に浮うかぶ。


　それを見たコタロウとバウワウは、大いに慌あわてた。


「ひ、姫さま、そんな顔しないでよっ。大だい丈じよう夫ぶだって。特区ってとこに行っても、手紙書くからさ」


　必死に慰なぐさめた甲か斐いあって、少女は涙をぬぐい、コタロウの台詞せりふにコクリと頷いた。


　コタロウと、ハラハラしながら眺めていたバウワウは内心ほっとした。何しろ、ようやくにして吹雪が収おさまったところなのだ。これ以上雪が吹き荒あれたら、彼らだけでなく聖域中の動物が大変な目に遭あう。


　バウワウは後足で、コタロウをつついた。コタロウは、ああと頷き、


「こ、このマフラーありがとうね。大事にするよ。いつも姫さまのこと思い出すからね」


　えへへと満面に笑えみを浮かべる。それを見た少女は、コクリコクリと何度も頷いた。


　彼女とコタロウの母親は古い──そしてずいぶん長いつき合いの親友だったそうだ。彼女はコタロウに親友の姿すがたを映うつしているのかもしれない。


「それにしても、すごいね、姫さま。マフラーなんか自分で編めるんだ。大変じゃなかった？」


　首に巻かれたマフラーの端はしを見ながらコタロウが感想を述のべた。少女はまたぷるぷると小さく首を横に振ふる。他人には素そっ気ない無表情にしか見えないが、一いつ緒しよに暮くらしてきたコタロウやバウワウには、彼女が照れているのがわかった。褒ほめられたのが嬉しいらしい。
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　コタロウは「大切にするからね」と、もう一度繰くり返した。


　が、その舌したの根も乾かわかぬうちに、


「へくしょん！」


　と盛せい大だいなくしゃみを飛ばす。


「……あ」


　ちょうど顔の前に持ってきて眺めていたのが拙まずかった。マフラーに唾つばと洟はなみずがべっとりと付着した。


　少女は無表情なままだ。しかし、コタロウとバウワウには、彼女の顔が硬くなったのが、はっきりとわかった。


「だ、大丈夫！　こんなの拭ふけばなんでもないよ。ほらほら」


　とマフラーの端をマフラーでぬぐう。当然のように汚よごれが広がり、慌てたコタロウは、今度は雪にこすりつけた。


　新品だったマフラーが雪にまみれていく様子を、少女はじっと見下ろしていた。気のせいか、その視し線せんがさっきまでの穏おだやかなものから、緊きん張ちよう感漂ただようものに変化している。


　バウワウが、その巨きよ体たいに似に合あわぬ怖おじ気けづいた仕草で、ジリジリと二人から離はなれ始めた。人間なら全身に冷や汗あせをかいているところだろう。


　そして、雲一つなかった空に、どんよりと暗雲が立ち込こめ始めた。
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　裂れつ帛ぱくの気合いが一いつ閃せんし、木刀の切っ先が神速の動きを見せる。


　しかし、対たい峙じする木刀もまた、それを上回る速度で動いた。カンと乾いた音が響ひびき、木もく製せいの刃やいばと刃が交差した。


　木刀を交えるのは、二人の男だった。二人とも黒くろ髪かみ黒くろ目めの青年で、似に通かよった雰ふん囲い気きを持っている。一人は長身で、一人は小こ柄がらだ。前者が鋭するどく無む駄だの少ない太た刀ち筋すじを見せるのに対し、後者のそれは優ゆう雅がな舞まいに似た趣おもむきがあった。


　しかし、優ゆう勢せいなのは後者だ。長身の青年が苦心の末に繰くり出す斬ざん撃げきを、涼すずしい顔であしらっている。稀まれに攻こう勢せいに転じることもあったが、それも戦いの流れに刺し激げきを与あたえる程てい度どであった。そのため両者の攻こう防ぼうは一いつ進しん一いつ退たいの様相を呈ていし、いつ果てるともなく続いていた。


　そんな剣けん舞ぶのような戦いに終しゆう止し符ふが打たれたのは、二人が鍔つば迫ぜり合いで動きを止めた直後だった。


　長身の青年がぎらりと双そう眸ぼうを光らせ、小こ柄がらな青年が、「むっ」と声をもらした。


　二人は同時に後ろに下がり、同時に前へと斬きり込んだ。そのとき、小柄な青年の太刀筋には、わずかな迷まよいが生じていた。それまでの余よ裕ゆうが消えている。


　そして、長身の青年が振るう木刀は、鉄てつ壁ぺきを誇ほこっていた防ぼう御ぎよをかいくぐった。


　切っ先をのど元に突つき付けて、ぴたりと動きを止める。


「良しクール」


　とクロウは両手を上げて負けを認みとめた。ジローは大きく息をつき、全身から力を抜ぬいて木刀を下ろした。


「良し、良しベリー・ベリー・クール。免めん許きよ皆かい伝でんだ、ジロー。いまの呼こき吸ゆうを忘わすれるなよ。具体的には天てん眼がんの加か減げんとタイミングだ。オレぐらい大物ビツグになると、視経侵攻アイ・レイドなんてのは並なみ大たい抵ていのことじゃできない。しかし幻げん術じゆつを仕し掛かけるぐらいなら、隙すきを突けば可ポツ能シブルだ。重要なのは、何をどう見せるか。いまのように攻こう撃げきのフェイントとして用いるにしろ、そこんところのさじ加減フイーリングが重要だ。オーケー？」


「わかりました、クロウ。実じつ際さい、いまので、いい手て応ごたえをつかめたようです」


「グッド。理り解かいが早いぜ、ジロー。それでこそ我が愛弟子マイ・スイート・ボーイだ」


「……どうでもいいですが、その変な英語はどうにかなりませんか。コタロウが真ま似ねをして困こまっているのです」


「うむ。実はそれが狙ねらいだ」


　クロウが意味もなく胸むねを張はる。ジローは疲つかれが増ましたように、こめかみに指を当てた。


　二人がいるのは、聖域の中心にある洋よう館かんだ。ロシアに広く見られるログキャビンではなく、ロココ式の古めかしい館やかたである。人じん跡せき未み踏とうと言われてもおかしくない原生林の中にありながら、不思議と自然に調和している建けん造ぞう物ぶつだった。


　館の主あるじは、『北の黒くろ姫ひめ』と呼よばれる古オールド・血ブラツドだ。大たい陸りく系けい吸きゆう血けつ鬼きの始祖ソース・ブラツドたる、大吸血鬼、混こん沌とん。その直系に当たる一人である。外見こそ幼おさない少女の姿すがたをしているが、世界でもっとも古い吸血鬼の一人だ。


　聖域と呼ばれるこの原生林は、東シベリアの南なん端たん、ヤブロイノ山さん脈みやくの一角にあった。ここは彼女の力によって、もう何百年もの間、人間たちの目から隔かく離りされている。世界各地に点てん在ざいする吸血鬼の隠かくれ里の中でも、長い歴史を誇っている領りよう域いきだった。


「明日には出発か？」


　と、汗一つかいてないクロウが尋たずねた。


　粗そ野やなようでいて品がある青年で、ふとした仕草や物もの腰ごしに洗せん練れんされた優ゆう美びさを感じさせた。硬い黒髪を後頭部で結び、ゆったりした服を着ている。この極ごつ寒かんの地には相応ふさわしくない軽けい装そうながら、その姿は少年の面おも影かげを残す彼の外見に合っていた。年ねん齢れい不ふ詳しようで十代にも三十代にも見えるが、その実、この世に生まれたのは千年近く昔のことだ。黒姫の直系にあたる三世で、本人が称しようしたとおりの大物古オールド・血ブラツドである。


「三日も延のびてしまいましたからね。この機を逃のがすと、いつ出られるやら」


「まったくだな。ここを出ると告げたときの、姫の荒あれ具合といったらなかったぜ。あんな風に感かん情じようを爆ばく発はつさせるなんて、十年前に彼女が死んだとき以来だ。護ご衛えいがお前の代になってからというもの、千年来の冷血女帝クール・ビユーテイーが形かた無なしだ」


　ジローの返答に、クロウは辟へき易えきしたようにぼやいた。


　吸血鬼は歳としを取らない。十歳さいで吸血鬼に転化したとすれば、それから百年生きたところで、百十歳になるわけではない。身体からだが成長を停止しているので、単に十歳のまま百年過すごしたというに過ぎないのだ。精せい神しんにせよ、成長しない肉体のままでは、順当な成せい熟じゆくは望めないものである。人の何倍も経けい験けんを積んだはずの吸血鬼が、往おう々おうにして外見に相応しい精神年齢しか持たないのは、そういう理由からだ。


　しかし、それでも何百、何千年も生き続けると話は違ちがってくる。


　吸血鬼は成長しない。だが、幾いく星せい霜そうという長い歳月を生きる吸血鬼は、宿命的に人間的情じよう緒ちよを摩ま耗もうさせ、風化させる。感情を顕あらわにすることが少なくなるのである。黒姫も、心を周囲の自然と同化させて久ひさしい。コミュニケーションの必ひつ要よう性せいをなくした彼女は、いまでは言葉さえ使わなくなった。


　とはいえ、口では文もん句くを言いつつも、クロウが現げん在ざいの事じ態たいを好ましく思っているのは間違いなかった。彼自身、長い間錆さび付いていた情動が、ジローたち兄弟と過ごすうちに甦よみがえっていくのを、楽しく感じていたのである。


「早いものだな。お前が赤ん坊だったコタロウを連れてここを訪おとずれてから、もう十年か」


「ここは時間の流れから取り残されてますからね。そもそも、あなたにとっては十年など、あってないような時間でしょう」


「……いや。この十年は違う」


　そう言って、クロウは過ぎた時を懐かい旧きゆうするような優やさしい微笑ほほえみを見せた。


「人が成長する時間というのは、やはり特別の意味があるらしい。コタロウの奴やつを見ていると、忘わすれていたことを色々と思い出す。益やく体たいもないことを、色々とな」


　独どく白はくじみたクロウの台詞せりふに、ジローも同意して頷うなずいた。


　コタロウは吸血鬼である。しかし彼は、この十年間、人間の子こ供どもと同じように成長を続けてきた。


　吸血鬼としては極きわめて異い例れいのことである。そして、彼は事実、吸血鬼としても極めて特とく殊しゆな個こ体たいなのだ。


　クロウは彼の愛まな弟で子し──転化後、初めて持った弟子──に、真しん剣けんな目を向けた。


「コタロウが孵るまで、あとほんの数年だろう。せめてそれまで、ここにいることはできないのか？」


「止よして下さい、クロウ。さんざん話したことでしょう」


「わかっている。わかってるが……ええい、くそっ。心配なんだよ、不ふ肖しようの弟子め」


　とクロウは苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。


「お前が外に抱かかえてる因いん縁ねんがどれぐらい厄やつ介かいなものか。そんなことはオレにだってわかってらあ。ここなら、オレも姫も力になれる。だが、外に出ちまえばそうはいかねえ。連中は手ぐすね引いて、お前らが聖せい域いきを出るのを待ち構かまえてやがるんだぞ？　ましてやお前はコタロウを抱えてる。半人前の未熟者が、孤こ立りつ無む援えんでよ。残るオレが落ち着かねえだろ」


　怒おこったように、拗すねたように、クロウは苦い顔をした。憎にくまれ口を好みながらも、仲間思いの彼である。ましてや己おのれの技わざを伝でん授じゆした弟子が危き険けんに身を投じるとあっては、自分もつき合って外に出たい、というのが本音なのだろう。


　ジローは師しの思いをありがたく思った。しかし、きっぱりと己の決意を告げる。


「これは我わが血けつ統とうの定めです。コタロウが孵かえってからでは遅おそい。それまでに、あの子には外の世界を──自然のものでない夜の闇やみを知って貰もらわねばなりません。それを教えるのは、私が彼女から託たくされた最後の使命です」


　言い終えてから、ジローは表情を緩ゆるめた。


「……十年前のあのとき、私は追い詰められ、行き場をなくし、縋すがる思いでここに来ました。この十年間、姫やあなたへの恩おん義ぎを忘れたときは一度もありません。本当に感かん謝しやしています」


　弟子の言葉に、クロウはむっつりと口を閉とざした。不ふ機き嫌げんなのは、揺ゆれ動く内心を隠かくしてのことだろう。


　ジローたちの血統が背せ負おう宿命は、クロウも承しよう知ちしている。それは、幾いく多たとある吸血鬼の血統間でも他に類を見ない、優しくて悲しい宿命なのだ。


「……目的地は、日本だったな」


「ええ。とはいえ、特区、という出島のような所です。多国間の思おも惑わくが絡からみ合った、治ち外がい法ほう権けんのような国こく際さい都市だそうですからね。それでもやはり、懐なつかしいですか？」


「ふん。あの国も変わっちまった。オレの故こ郷きようはとうにねえよ」


　一いつ瞬しゆんクロウの目が遠くに視し線せんを投げた。


　奇き遇ぐうなことに、シベリアの奥おく地ちに暮くらすクロウも、ジローと同じ日本人なのだ。ただし、クロウが日本に住んでいたのはジローよりずっと古い時代である。彼はかつて、国中にその名を知られた戦いくさの名めい将しようだった。それが流る浪ろうの果てに北方の地に落ち着いたのだ。そこまでには様々なドラマがあったはずだが、彼がそれを語ったことはない。


「ジロー」


「はい」


「さっきオレはフィーリングが云うん々ぬんと言ったが、本当に窮きゆうしたとき、そのことは忘れろ」


「え？」


「お前の本ほん領りようは無心の剣けん。無心にして火の剣だ。お前が魂たましいの底から突つき動かされるとき、そうと意い識しきしたときには、すでに太た刀ちは走っているだろう。お前はただ、それに殉じゆんじればいい。考えるな、というのではない。思考より先に剣がある。それがお前の真しんだ。剣に限かぎらず、な」


「……心得ました」


「けっ。心得てどうにかなるもんじゃねえよ。オレだって言ってみただけだ」


　気持ちに区切りがついたらしい。クロウは翳かげり気味だった表ひよう情じようをあらためた。


「で、例の得物は？　当然持ってくんだろ？」


「外の古ふる馴な染じみに手配を頼たのみました。別のルートで運びます」


「人間か？」


「ええ。ご存ぞんじでしょう。特区は人間と吸血鬼が共存するユートピアなんです」


　ジローは明るく振ふる舞まい、冗じよう談だんめかして言った。クロウは鼻を鳴らした。


「十年前のあの事件までは、香ホン港コンもそう言われていた」


「私は香港時代を後こう悔かいしていませんよ。辛つらい結果を招まねきましたが、それだけじゃない。外の事情は私たちにとって厳きびしいものです。でもね。私は期待もしているんですよ。ここを出れば、また新しい出会いがある。吸血鬼とも。そして、人間とも。それこそが、これからのコタロウにとって何より必要なものです」


　クロウは苦くし笑ようして「そうか」と短く答えた。二人とも、転化したばかりの転びたてアンダー・イヤーではない。人間と吸血鬼の間に友情が成立する可か能のう性せい。その虚むなしさは、よく心得ている。


　それでも、


「できるといいな。人間の、友が」


　それは、クロウのように強大な力を身に付ければ付けるほど、手の届とどかなくなるものだった。ジローは静かに首しゆ肯こうした。


「どうせなら有能な方がいいですね。世情に通じ、深い見けん識しきを持ち、妙みような偏へん見けんに捕とらわれることのない理知的な方が。美しい妙みよう齢れいの女じよ性せいなら言うことなしです」


「贅ぜい沢たく吐ぬかすな。お前につき合う物好きなんぞ、そうそういるもんか。コンプレックスを山ほど抱かかえた、地味で暗めな女がせいぜいだろうさ。このオレならともかく」


「おやおや。証しよう明めいする必要がないからって、根こん拠きよのない自信がたっぷりですね」


「ふふ。知ってるぞ。日本じゃまだまだオレの人気は健けん在ざいだそうじゃないか。幸さち薄うすき、孤こ高こうのヒーロー。しかも薄はく命めい。その上美男子。もてぬ道理がない」


「……そういう情報だけはしっかり仕入れてるんですね。何が、オレの故郷はとうにない、ですか。おまけに薄命？　誰だれのことです？」


「拗すねるなジロー。貫かん禄ろくというものだ」


　クロウが得意そうにニヤニヤする。が、突とつ然ぜんぽかんと口を開け、目を疑うたがう様子で視線を止めた。


　怪け訝げんに思ったジローが、クロウの目線を追う。彼が見ていたのは窓まどの外だった。そしてジローもまた啞あ然ぜんとした。


　三日ぶりにのぞいていた晴天。それが分ぶ厚あつい雪雲に覆おおい尽つくされ、一面を白く染そめる猛もう吹雪ふぶきに変わっていたのだ。


「こ、これはまさか……コタロウが何かしでかしましたねっ？」


「勘かん弁べんしろよ。また当分は姫ひめのご機き嫌げん取とりに四苦八苦だ」


　二人はそれぞれの仕草で頭を抱えた。


　吹雪は三日間、止むことがなかった。





　三日後、兄弟は聖せい域いきを出た。


　その先にある数々の出会いを、何一つ知らぬままに。





２







　葛かつ城らぎミミコは悪くない気分で電車に揺ゆられていた。


　窓の外を流れる景色は、早朝の七里ヶ浜である。沖おきには江えノ島のシルエットが望め、波と戯たわむれるサーファーが見える。白い波は頭とうが朝日に輝かがやき、開けた窓からは潮しお騒さいのＢＧＭが聞こえてくる。乗っている電車はレトロな造つくりの江ノ電だ。カタン、カタンと揺れるゆったりした感覚すら、どこかノスタルジーをかき立てた。


　ミミコは相そう貌ぼうをだらしなく崩くずした。優ゆう雅がだ。まるでドラマのようだ。


　まだ夜も明けきらぬうちから特区の外まで出しゆつ張ちようを命じられたときは、上司の無情を呪のろったものだ。しかし、そんな些さ細さいな恨うらみ事など、湘しよう南なんの風を受けていると綺き麗れいさっぱりなくなってしまった。思わぬ息抜きである。ちょっとしたバカンス気分だ。


「そもそも休きゆう暇かが少なすぎるのよ」


　ミミコは『カンパニー』で働く若わかき調停員コンプロマイザーである。その名の示しめすとおり、吸血鬼ブラツク・ブラツドの血族間、また吸血鬼と人間との間に生じる諸しよ問題を調停するのが仕事だ。同じ『カンパニー』職しよく員いんでも、鎮ちん圧あつチームとは正反対の職しよく務むといえた。


　ただ、忙いそがしさ、という点では鎮圧チームを上回る。何しろ吸血鬼というのは融ゆう通ずうの利きかない者が多く、苦情や不平が上がらない日など一日もない。必然的に、労働者として当然の権けん利りである休暇すら、蔑ないがしろにされがちなのだ。


「そのくせ給料安いしなー」


　と、ミミコは幾いく分ぶんヤサぐれた様子で口を尖とがらせた。


　彼女は現げん在ざい十七歳さいである。わずかにカールした黒くろ髪かみが、卵たま形ごがたの顔を覆おおっている。十人並なみの容よう貌ぼうに、十人並みのスタイルをした、いまいち冴さえない感じの少女だ。特とく徴ちようらしい特徴といえば、豊ゆたかな表現力を誇ほこる、つぶらな瞳ひとみとアヒル口。そのアヒル口にせよ、「あたしのチャームポイントよね？」と問われた職場の先せん輩ぱいと後輩は、微び妙みような反はん応のうで返答を避さけていた。


　着ているのは『カンパニー』の制せい服ふくで、化け粧しようもしておらず、アクセサリーの類たぐいも身につけていない。はっきり言って地味だ。最近では本人も「……あたしってあんまりイケてない？」と少し気にし始めた。見み栄ばえ向上を狙ねらってもっか鋭えい意い努力中であるが、効こう果かが期待できるのは、もう少し先だろう。


「だいたい、今朝の電話だって無む茶ちやよねえ。寝ねてる人間を叩たたき起こしてさ。『とにかく、海岸沿ぞいを調ちよう査さしろ』って、そんな指し示じがある？　罰ばつゲームじゃあるまいに」


　いつになく慌あわてた上司の説明によると、昨夜遅おそく、鎮圧チームが緊きん急きゆう出しゆつ動どうしたらしい。今回の任にん務むはその後始末の一いつ環かんなのかもしれないが、とにかく情じよう報ほうが全然回ってこないのだ。これで働けというのだから、無茶な話である。


　──あっ、いけないっ。


　と、いつの間にか仕事への不満を並ならべていたミミコが我われに返った。


　せっかくいい気分に浸ひたっているのだ。つまらないことを考えるのはよそう。


　湘南である。湘南なのだ。流行に疎うといミミコにすれば、渋しぶ谷やと並ぶお洒落しやれスポットだ。現在はいまいちあか抜ぬけない生活に追われる彼女だったが、いつかはこんな所に住んでみたいと思っている。きっと家や賃ちんとかも安くないのだろうが、真ま面じ目めに働いて貯ちよ金きんすれば、海沿いのマンションだって買えるかもしれないではないか。そして休日には海辺を散歩するのである。ペットは犬がいい。チワワとかトイプードルといった、ぬいぐるみのような小型犬を飼かうのだ。そして、散歩途と中ちゆうで知り合う、日焼けの素す敵てきなサーファー。陽気で誠せい実じつな彼と、真面目で健けな気げな少女は、いつしか恋こいに落ちるのだろう。手を繫つないで海辺を歩いてみたり、一いつ緒しよに夕日を眺ながめたり、彼の冗じよう談だんに笑いながらカクテルグラスを、カチンなんて合わせて、不意に真しん剣けんになった彼が、綺き麗れいだよ、とか耳元にささやいて、きゃー。


「ふふ……ふふふふ……」


　ミミコは窓まどガラスにもたれかかりながら、うっとりした顔で小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせた。早朝で乗客がまばらにもかかわらず、彼らの視し線せんが集中し、そして、そっと離はなれていく。ミミコは周りの反応に気付かぬまま、己おのれの夢む想そう──というより妄もう想そう──に、幸せな気持ちで没ぼつ頭とうし続けた。仕事中だと説明しても、誰も信じてはくれないだろう。


　が……


「うん？」


　ここでない場所を眺めていたミミコの目が、ぱちりと瞬まばたきをした。


　窓の向こうの浜はま辺べ。サーファーたちが何事か騒さわいでいた。沖おきを指差している。


「んー？」


　とミミコも沖を眺め、目を細める。


　海岸から一キロほども離れた場所に異い変へんが起きていた。


　何もない海面から、もうもうと白煙が上がっていたのだ。それも、湿し気けった花火や煙草たばこの紫し煙えんといった規き模ぼではない。ここからでもはっきりと視し認にんできる、狼煙のろしのような白煙である。


「な、なに、あれ？」
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　よく見ると、白煙は海岸目指して近づいてきていた。すでに海に入っていたサーファーたちは、残らず浜辺へ上がっている。ただ、立ち去る者はいない。徐じよ々じよに人だかりが増ふえていた。気が付けば、電車の乗客まで何事だと声を上げているほどだ。


　ミミコは猛もう烈れつに嫌いやな予感を感じた。


「鎌かま倉くら高校前ー」というアナウンスが車内に流れる。ミミコは江ノ電を飛び降おり、スカートの裾すそを翻ひるがえしながら一直線に浜辺へと走った。


　日差しは暖あたたかで、浜風がひゅうひゅう吹ふいている。


　潮しおのにおいがした。





　一方、七里ヶ浜の浜辺には、いつしか数十人の野や次じ馬うまが集まっていた。


　白煙はもうすぐそこ──大人なら足が海底に着くほどの深さまで近づいていた。それに比ひ例れいして野次馬たちのざわめきも大きくなる。誰もが疑ぎ惑わくと好こう奇き心しんを丸出しにして、白煙を凝ぎよう視ししていた。


　そして。


　ざぶりと海面を割わって現あらわれたのは、赤い帽ぼう子しのてっぺんであった。続いて、ずぶ濡ぬれの赤いスーツを着た男が、小こ脇わきに子こ供どもを抱かかえたまま海から現れると、辺りのざわめきはどよめきに変わった。


　男は野次馬たちの反応には構かまわず、ゾンビさながらのふらついた足取りで波打ち際ぎわを踏とう破はし、砂すな浜はまへと上陸した。海から上がると弱まりはしたが、相変わらず白煙が上がり続けている。それも、どうやら男の身体からだから噴ふき上がっているらしい。


　異様な光景に野次馬たちが動どう揺ようする中、完全に海から上がった男は、がっくりと膝ひざを折って砂浜に手をついた。


　精せいも根も尽つき果てたのか、そのまま身動きをしない。肩かたの辺りに、死の淵ふちを彷徨さまよった者特有の自失した感がある。抱えていた子供──金きん髪ぱつの少年だ──は、彼の傍かたわらに放ほうり出されて、手足を大の字にしたまま気を失っていた。


「お、おいっ。あんた、大だい丈じよう夫ぶか？」


　見かねたサーファーが一人、男のもとに駆かけ寄よった。おそらく、男が溺おぼれていた子供を助けたと思ったのだろう。実じつ際さい、その想そう像ぞう自体は間ま違ちがっていなかった。が、男の正体までは思い至いたらなかった。


「取りあえず、いま救きゆう急きゆう車しやを──」


　と、側そばにより、両手を砂につける男の顔をのぞき込こんだ。


　呼よびかける声に、男が顔を振り向ける。


　途と端たんにサーファーが蒼そう白はくになった。つば広の赤い帽子。その下にあったのは、ぶすぶす白煙を上げる髑しやれ髏こうべだったのだ。


「ぎゃーっ！」


　と仰のけ反ぞった拍ひよう子しに、指先が触ふれて帽子が落ちる。男の顔が露あらわになり、悲鳴が周りの野次馬全員に伝でん播ぱした。


「ば、ば、化け物だ！」


「助けてーっ。誰かー！」


　平和だった早朝の海岸が、一転してパニックに包まれる。


　そこへ、


「カァーット！」


　と少女の叫さけび声が強ごう引いんに割わり込んだ。


　悲鳴が止まった。その隙すきを逃のがさず、「カット、カット、カットぉ！」と連れん呼こしながら、ミミコは人ひと垣がきを押おし退のけた。


　周囲から突つき刺ささる奇き異いの視し線せん。その視線の束を死に物狂ぐるいで無視し、男の側へと足早に駆け寄る。髑髏が物問いたげに顔を向けるのを見て、さすがに頰ほおの辺りが引きつったが、怯ひるむことなく彼の前に立ち、野次馬たちの視線を遮さえぎった。


　落ちた帽子を黒くろ髪かみの残る頭部に被かぶせて、


「いやあ、迫はく真しんの演えん技ぎだったよ、キミぃ～。ていうかメイク？　そうそうメイク！　すごいよね、その特とく殊しゆメイクさあ。ちょっと見、本物にしか見えないね～。それ自作なんだって？　すごい技ぎ術じゆつだよー。驚おどろいちゃったなあ。あっはっはっ！」


　と壮そう絶ぜつなまでにわざとらしい笑い声を上げる。


　そんなフォローがあるか、と空想の中の上司が頭を抱えていたが、気にしているゆとりなどなかった。もう一いつ杯ぱい一杯だ。恥はずかしさと居いたたまれなさのあまり、耳まで真っ赤になっている。


「さあ。立ちタマエ！　次の撮さつ影えい場所まで移い動どうするぞ。えーっと、こっちの男の子は……うんうん、生きてるね。素す晴ばらしい。万ばん事じ快調だ。何一つ問題ない。いやあ、よかった。やれ、よかった。あっはっは！」


　必死であった。


　一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけばやられる。具体的には、あまりの恥ずかしさに現げん実じつ逃とう避ひした末、夢ゆめの中の恋こい人びとといちゃいちゃしたまま帰って来れなくなる。ミミコは己おのれの直感に従したがい、全力で自分を捨すてた。たぶん、捨てたうちの何なん割わりかは二度と戻もどってこないだろうと確かく信しんしながら。


　あっはっは、あーっはっは、とけたたましく笑いつつ、意い識しきのない少年を抱だきかかえる。一方で、まだ動く気配を見せない男の手を取って、無む理り矢や理り立たせた。男が手て袋ぶくろをしていたのが幸さいわいだ。それでも、布ぬの地じの下に直じかに骨ほねの感かん触しよくを感じて総そう毛け立だつ思いがした。なんだか泣き出してしまいそうである。


「さあ、歩いてー！　ぼんやりしてる暇ひまはないんだぁっ。スターの道は、遠く厳きびしいんだぞぉ、キミぃ～！」


　何がスターの道だ。誰か、誰でもいいから助けてくれ。演技でなく頭が変になる。


　とにかく、一いつ刻こくも早く人目のない場所に移動する必要があった。ミミコは逆ぎやく上じよう寸すん前ぜんで狂きよう態たいを演じつつ、男の手を引いて歩き出した。


　男は素す直なおに彼女に従った。が、一瞬だけ腕うでを退ひいて足を止めた。


　──ああもうっ。


　ミミコは胸きよう中ちゆうで髪かみを搔かきむしった。


「──逆さからわないで。あなた吸きゆう血けつ鬼きでしょっ。悪いようにしない。あたしを信じて」


　前を向いたまま、小声で鋭するどくささやいた。


　おそらく骨だけだろうというのに、手袋越ごしに男の驚おどろきと戸と惑まどいが伝わってきた。


　ミミコがいま少し冷静なら、より慎しん重ちような態たい度どを取ったことだろう。この男が吸血鬼なのは、もう間ま違ちがいない。そして、初めて顔を合わせる吸血鬼だ。それも特区の外。どのような反はん応のうが返ってきてもおかしくはない。人間に敵てき意いを抱いだかない吸血鬼の方が少数なのである。そんな相手に言うことを聞かせるのは、並なみ大たい抵ていのことではない。


　だが、男が躊ちゆう躇ちよしたのは、その一瞬だけだった。


「……陽ひの、差さぬ場所……へ……」


「え？」


　髑髏が喋しやべるとは思わなかった。とっさにミミコは後ろを振ふり向き、帽ぼう子しの下の顔を見つめた。


　我わが目を疑うたがった。顔面の皮ひ膚ふが、早くも再さい生せいを開始している。水から上がったためなのだろうが、それにしても並なみ外はずれた再生力である。


　そして、その姿すがたは髑髏以上に吐はき気を催もよおす姿だった。所々白々とのぞく頭ず蓋がい骨こつの上に、再生途と中ちゆうの皮膚が張はり付いているのだ。一いつ般ぱん人じんといわず、調停員コンプロマイザーや鎮ちん圧あつチームの人間でさえ嫌けん悪おとともに目を背そむけておかしくない光景だ。


　ミミコは目を背けなかった。


　いまさらながら、彼が大人しく自分の指し示じに従う意い志しを示しめしていることに気付いたのだ。男にしてみれば、命を預あずけるに等しい、重大な決けつ断だんのはずである。


「任まかせて」


　とミミコは短く告げた。


　すると、ミミコが見つめるわずかな間に、男の片かた目めが再生された。ぽっかりと穴あなの開いていた眼がん孔こうに、眼球が甦よみがえり、目ま蓋ぶたが覆おおい被さる。一度瞬まばたきをして、目が開かれた。


　黒い、澄すんだ瞳ひとみだった。


　吸血鬼らしくない、真まっ直すぐな目をしていた。


　──あ。


　つい、ミミコはその目に見とれて足を止めた。それから慌あわてて正面に向き直り、男の手を引いて歩き出した。吸血鬼の中には、視し線せんで催さい眠みんをかける者が大おお勢ぜいいる。あんな風に瞳をのぞき込むなど自殺行こう為いだ。どうかしている。


　ミミコは空々しい馬ば鹿か笑いを再開しながら、足早に浜はま辺べを去った。相変わらず顔は真っ赤だ。だが、その理由がさっきまでとは少し変化していることに、彼女は気付いていなかった。


「……なんだったんだ、あれ？」


「……さあ？」


　残された野や次じ馬うまたちは、それからしばらく立ち直ることができずに、ミミコたちの去った方向を眺ながめ続けていた。
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　所変わって鎌倉の甘かん味みど処ころ。


　奥おくの個こ室しつに入ったミミコは、注文したトロピカル白玉あんみつに手を付けないまま、机つくえに突つっ伏ぷして泣いていた。


「もう駄だ目めだー」


　と身も世もなく喚わめいている。


「お終しまいだわ、ええお終いだわよっ。夢ゆめの湘南ライフがほんとの夢に終わっちゃったわよ。もう二度とあの浜辺はまともに歩けないわ。きっと今年の夏は、『ドクロ男と笑い女』の都市伝説が湘南一帯でささやかれるに違いないわ。それも怪かい談だんていうか笑い話で。ああ、海辺のマンションがっ。日焼けしたサーファーがっ。あこがれの生活がぁっ」


　あのあと、なんとか鎌倉まで徒歩で移い動どうして、比ひ較かく的寂さびれた甘味処に逃にげ込んだミミコである。確かく証しようはないが、たぶん、あの騒そう動どうは表おも沙てざ汰たにはならない……と思う。仮かりに地方紙あたりが取り上げたとしても、『カンパニー』の力で握にぎりつぶせるレベルだろう。危き機きは回かい避ひされたと見ていい。調停員としての仕事は成功したといえる。


　が、受けたダメージは甚じん大だいだった。特に乙女おとめなハートは木こっ端ぱ微み塵じんだ。


「ああ。もしあの中の誰だれかと特区でばったり出会いでもしたらどうしよう。町中で指を差されて『あ、あのときの笑い女！』なんて叫さけばれた日には……あああ、耐たえられない。耐えられっこないっ。恥はじだわ。末代までの恥。いま思い出しても……ああああ、死にたい。いっそ死なせて」


　ぐすぐす泣きながら机の上で身み悶もだえする。そんな彼女に、


「……一応礼を言いましょう。世話をかけました」


　と、いささか呆あつ気けにとられた口調の声がかけられた。


　ミミコは、キッと伏ふせていた顔を上げ、


「誠せい意いがないわよ、あんたっ。えーと……」


「望もち月づきジロー」


「そう、ジローさん。覚えやすい名前だわ」


「だったら覚えて下さい」


「もう覚えたわよ。そっちのちっこいのはコタロウでしょ？」


　ミミコの目の前に座すわっているのは、さっき陸りく揚あげされた赤いスーツの男──ジローだった。流れる水の側そばを離はなれ、日の差さない室内に移動したおかげで、なんとか人間らしい風ふう貌ぼうに回かい復ふくしている。


　とはいえ、いまが日中であることに変わりはない。ダメージも残っているらしく、顔色は最悪で、ぐったりと重病人のように生せい彩さいがなかった。おまけに、髪かみの先から爪つま先さきまで海水が半はん乾がわきという酷ひどい有様だ。変なセンスの帽ぼう子しのつばからは、まだ水すい滴てきがぽちゃぽちゃ畳たたみの上に滴したたっていた。


　一方、彼の隣となりで横たわるコタロウは、まだ目を覚まさないものの健康的な寝ね息いきを立てている。さっきまで溺おぼれていたとは信じられないほどだ。とはいえ、濡ぬれ鼠ねずみなのはジローと同様で、せっかくのブロンドが見る影かげもない。


　ミミコは、無む理り矢や理り個室に入らせてもらったときの、店員の眼まな差ざしを思い出した。不ふ審しんに満ち、且かつ、これ以上なく迷めい惑わくそうな目つきだった。入店拒きよ否ひをされなかったのが不思議なくらいだ。ひょっとすると、いまごろ通つう報ほうされているかもしれない。


「……とにかく」


　とジローは陰いん気きで陰いん鬱うつな声をもらした。


「私たちの事情はいま話した通りです。もとはといえば、あなたの同どう僚りようが起こした騒さわぎに巻まき込こまれたわけですからね。被ひ害がい者しやなのですよ。私たち兄弟は」


「わかってるわよ。平和な船旅を台無しにしたことは、『カンパニー』を代表してお詫わびします。大変悪うございました」


「誠意がないですね。あーっと……」


「葛城ミミコ」


「そう、ミミコさん。ユニークな名前ですね。それでいてユーモラスです」


「……だったら覚えて下さいませね。ぜひ、この機会に」


「ご心配なく。もう覚えました」


　吸血鬼の青年と人間の少女は、しばらく無言のまま、何か言いたくて仕方がないという顔を見合わせていた。が、結局は何も口にしないまま、ふんと互たがいに視し線せんを逸そらした。


　──まったく……


　とミミコは舌した打うちしたいのを堪こらえた。


　なんて偏へん屈くつな奴やつだろう。さっき浜はま辺べで目があったときは、もっと素す直なおな──まるで少年みたいな目をした人だと思ったのに。これでも吸血鬼を見る目はあったつもりなのだが。


「……まあいいでしょう。望月さん。あたしたち『カンパニー』の吸血鬼に対する基き本ほん姿し勢せいは、さきほど説明した通りです。幸さいわい、あなたが人間に対して不要な害意を持っていないことはわかりました。聞けばフェリーの行き先は特区だったそうですし、せめて、あたしが特区までご案内します。よろしいですね？」


「で、そのまま『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームまで連行するわけですか？」


「……あのですね。あたしとしても立場上、あなたを放ほうり出して戻もどるわけにはいかないんですよ。仕事ですので」


「『カンパニー』の方々が仕事熱心なのは知っていますよ。昨晩ゆうべ船上で嫌いやってほど拝はい見けんしました」


　いまにも倒たおれそうな顔をしている癖くせに、嫌みな口くち振ぶりで嫌みな台詞せりふを吐はく。ミミコはうんざりした。吸血鬼の多くは、人間に対し根強い不信感を抱いだいている。職しよく務む上じよう承しよう知ちの事実であり現げん実じつだったが、それでもときどき嫌になる。


「望月ジローさん。この際さいはっきりさせておきますけど、同じ『カンパニー』の人間とはいえ、あたしは調停員コンプロマイザーです。鎮圧チームの仕事を否ひ定ていする気は毛頭ありませんが、彼らとは立場も考え方も全然違ちがいます。我われ々われは、あなた方『ブラック・ブラッド』と、あたしたち『レッド・ブラッド』の共きよう存ぞんを第一に考えて動いているんです。信用しろとは言いません。ですが、せめてあたしの提てい案あんを冷静に考こう慮りよしてみて下さい。あたしが同行することは、あなた方にとってマイナスではないでしょう。違いますか？」


　少なからぬ忍にん耐たい力りよくを動員しながら、ミミコは嚙かんで含ふくめるように言った。皮肉な態たい度どを崩くずさず耳を傾かたむけていたジローだが、途と中ちゆうで一度片かた方ほうの眉まゆを吊つり上げた。


「……『レッド・ブラッド』？」


「あら。ご存じありませんか？　二つの種族は生命体として平等である、という意味を込めて、あなた方を吸血鬼ブラツク・ブラツドと呼よぶときは、自分たちのことを人レツド・間ブラツドって呼ぶんですよ。まあ、穿うがった見方をすれば単なる呼こ称しようの違いに過すぎないわけですけどね。あたしは気に入ってます。この呼び方」


　ミミコはそのように調停員としての知ち識しきを披ひ露ろうした。気に入っている、というのも噓うそではない。彼女は二つの種族が別の生物だと認にん識しきしている。しかし同時に、意思の疎そ通つうが可か能のうであり、同じように笑い、悲しみ、ときに怒おこることができる以上、根は同じ存在だとも信じているのだ。


「黒い血族に、赤い血族──というわけですか」


　ジローはそうつぶやいて微び笑しようした。冷ややかな感じのする笑えみだったが、嫌な感じはしなかった。


　そのとき、それまで規き則そく正しく響ひびいていたコタロウの寝息が止まった。


　むっくりと上半身を起こし、寝ぼけ眼まなこをぱちぱちさせたあとで、顔をしかめる。


「むあー。口ん中が辛からい～」


　あ、起きた、とミミコは思わず身み構がまえた。小さいとはいえ吸血鬼だ。しかも暴ぼう力りよく的でこそないが、友好的とは言い難がたい連中である。用心に越こしたことはない。


　しかし、そんなミミコの警けい戒かいを余よ所そに、ジローはミミコに向けていたのとはまるで違う、優やさしげな目をコタロウに向けた。


「おはようございます。コタロウ」


「あ、兄者。おはよー」


「体調はどうです？　おかしな感じはしませんか？」


「なんか口の中が塩っ辛いよ──って、あれ？　どうしたの兄者？　ずぶ濡ぬれじゃない」


「ひとのことは言えないでしょう」


「え？　あっ。ほんとだ。なんで……あー！　そうだ。ぼく船から落ちたんだった！　兄者が助けてくれたの？」


「まあ、そうです」


　ジローが頷うなずくと、コタロウは「そっかー」と納なつ得とくした様子でうんうん頷いた。


　それから満面の笑みを浮うかべて、


「兄者。ありがとう！」


　ジローもにっこりと微笑ほほえみを返した。


　ミミコは毒気を抜ぬかれて、二人のやり取りに見入っていた。


　目を覚ました少年は、海水で髪かみがぐしゃぐしゃな有様だというのに、輝かがやかんばかりの美少年だった。とても吸血鬼とは思えない。それどころか、邪じや気きがまるでない微笑みは天使のようだ。


　しかし、もっと驚おどろいたのはジローだった。少年に向ける眼まな差ざしが、驚くほどに柔やわらかである。そこには、浜はま辺べで垣かい間ま見みた、あの澄すんだ瞳ひとみがあった。


　──なんだ。


　とミミコは無む意い識しきのうちに得心していた。


　──やっぱり、そんな目ができるんじゃない。


　なぜか不思議と安心した。おかしなもので、ジローに対して感じていた不ふ快かい感が、気にならなくなっていた。


　ところが……


「ありがとう──だけですか、コタロウ？」


「え？」


　コタロウが笑顔のまま首を傾かしげる。


　ジローは、ふっ、悲しげに目を伏ふせ、唇くちびるの片側だけで笑った。


　右手を持ち上げて人差し指と中指を伸のばし、そのままトンとコタロウの目玉をつつく。


「アイー!?」とコタロウが両目を押おさえてもんどり打った。


「ごめんなさい、もしくは、申し訳わけありませんでした、でしょうが。あの程てい度どの爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされるとは何事ですか。情なさけない」


「あ、あれは不ふ可か抗こう力りよくだよ！」


「口答えするんじゃありません。不可抗力なればこそ、その後の対たい応おうが肝かん要ようなのです」


「そんなの無む茶ちやだよー」


「だから、その端はなから諦あきらめる態たい度どがいけないのだと兄は言っているのです。そんなことで外の世界を生き抜けると思いますか。いい加か減げん心ここ根ろねを入れ替かえなさい。……返事は？」


「ラ、ラジャーだよ、兄者」


　コタロウがぐずりながら返事をする。ジローは腕うでを下ろしたものの、「返事はハイでしょうに。まったくクロウの悪あく影えい響きようが……」とぶつぶつ文もん句くを口にし続けた。


「……えー、と……」


　ミミコは顔を引きつらせた。どう反はん応のうすればいいのかわからない。何しろ、初対面の者を絶ぜつ句くさせるには十分なインパクトの兄弟関係なのだ。


　ミミコが言葉をなくしていると、何度も瞬まばたきを繰くり返しながらコタロウが両目を開けた。涙なみだで潤うるんだマリンブルーの瞳が、目の前に座すわっていた見知らぬ女じよ性せいを映うつす。


　コタロウはきょとんとして、


「兄者？　この人、誰？」


　調停員コンプロマイザーとしての癖くせで、ついついミミコは居い住ずまいを正した。


「初めまして、コタロウ君。あたしは葛城ミミコって言うの。よろしくね」


「ミミコ？　変な名前」


「くっ。このガキ。第一声がそれか……」


　さっきのジローといい、密ひそかに気にしていることをズケズケと言ってくれる。が、ミミコはぐっと堪こらえてビジネス・スマイルに徹てつした。これでもプロなのだ。


「そ、そうね。変わってるでしょ？　あ、そうだ。コタロウ君、さっき口が辛いって言ってたよね。海水を飲んだせいよ。ほら。このあんみつあげるわ。甘あまいわよ」


　そう言って、トロピカル白玉あんみつが盛もられたガラスの器うつわを差し出す。ガキは物で釣つるに限かぎる。実じつ際さい、驚くほど効こう果か的だったようで、


「くれるの？　ほんとに!?　兄者。この人、いい人だよ！」


　と、早さつ速そくスプーンですくい始めた。呆あきれるほど容た易やすい。ジローが苦虫を嚙かみ潰つぶしている様子なのが、一いつ層そう小気味よかった。


「ねえねえ。それで、ミミちゃんはなんでここにいるの？」


　クリームで口の周りを汚よごしながら、コタロウが問いかけた。無む邪じや気きなのか馴なれ馴れしいのか、早くも「ミミちゃん」呼よばわりである。


　ミミコは頰ほおをピクピクさせながら、さてなんと説明しようかと頭の中で思案した。


　すると──


「道案内ですよ、コタロウ。特区まで、彼女に案内してもらうんです」


　ジローが割わり込こんで言った。


　ミミコは驚いてジローに振ふり向いた。彼はそっぽを向いていたが、ちらりと彼女を横目に見て、


「よろしくお願いします」


　と告げた。それからまた、そっぽを向く。


　どうにも素す直なおではない。だが、こちらの提てい案あんを呑のんでくれたようだ。


「そうなの？」


　とコタロウ。ミミコは首しゆ肯こうして、我われ知らず嬉うれしそうな声で言った。


「短い道中だけど、よろしくね。二人とも」
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　実のところ、甘かん味みど処ころに入る前から情けない思いをしていたのは、何もミミコだけではなかった。むしろ、より強い自じ己こ嫌けん悪おを覚えていたのはジローの方だった。


　聖せい域いきで備たくわえてきた力は、海に落ちたことで完全に枯こ渇かつしてしまった。あれほど警けい戒かいを重ねた旅を続けながら、偶ぐう然ぜん巻まき込まれた事じ故こで足あし下もとをすくわれたのである。痛つう恨こんと言っていい大だい失しつ態たいだ。


　今後はもはや、いかなる油ゆ断だんも許ゆるされない。『カンパニー』然しかり。他の血族もまた然り。信じられるのは自分とコタロウだけだった。


　が、そんな情じよう況きようにもかかわらず、甘味処を出たいま、ジローとコタロウは、葛城ミミコなる人間の──それも『カンパニー』に属ぞくする人間の、あとに続いて歩いている。


　当然、迷まよいはあった。


　コタロウがミミコの正体を尋たずねたとき、ジローは無む意い識しきのうちに「道案内だ」と口にしていた。我ながら疑ぎ問もんである。初めは、半ば八つ当たりのように非ひ友ゆう好こう的な態度を取っていたというのに。


　しかし、自問の答えはすぐにでた。


　ミミコが『レッド・ブラッド』という言葉を説明していたとき。あのときの彼女の目が、海岸で助けられたときのことを思い出させたからだ。


　見るもおぞましかったはずの顔から、ミミコは目を背そむけなかった。「任まかせて」と告げたとき、彼女は自分たちの事情など何一つ知らなかったのに、本気ですべて引き受けようとしていた。あのときの彼女が脳のう裏りに浮うかび、つい道案内を任せてしまったのだ。


　甘あまいな、と思う。


　しかし、彼女の提案を受け入れるぐらいなら構かまわないだろう。ミミコの目の輝かがやきには、それぐらいの価か値ちはある。


　──それにしても。


　とジローはミミコとコタロウの後に続きながら、鎌倉の街まち並なみに目をやった。


　すっかり変わり果てた一方で、山さん容ようや仏ぶつ閣かくには変わらぬ面おも影かげが残っている。クロウが見ればどんな顔をするだろう。


　戻もどってきたのだ、とジローは思った。


　とうに捨すてたはずの故こ郷きようだったが、自分は戻ってきた。想そう像ぞうもしないほど長びいた人生の、最後の使命を果たすために。





３







『経けい済ざい特とく別べつ解かい放ほう区』。俗ぞくに『特区』という通つう称しようで呼ばれる、その区く域いきは、横よこ浜はま沖おきに浮かぶ人工島だった。


　終戦直後から埋うめ立てを開始された人工島は、当初、東アジアの経済戦せん略りやく的国こく際さい都市としての役やく割わりを求められていた。しかし、度たび重かさなる政せい治じ家か・企き業ぎよう間の癒ゆ着ちやくが取り沙ざ汰たされ、八十年代後半に入ったころには、国政による開発の九十パーセント以上が頓とん挫ざ。バブルの崩ほう壊かいと共に、大半の地域が事実上放ほう棄きされるに至いたる。また、東南アジアからの経済難なん民みん、密みつ入にゆう国こく者しやが跡を絶たたず、彼らの生活を裏うらで支し援えんするマフィアや、武ぶ器き、麻ま薬やく密売のシンジケートの巣そう窟くつと化す地域さえ現あらわれた。国内に留とどまらず、国際的なバッシングを招まねくことも一度ならずあったほどである。


　さすがに政府も事じ態たいを重く見て改かい善ぜんに乗り出したが、施し行こうされた様々な解かい決けつ案あんも結局は遅おそきに失した。再さい開かい発はつのために用意した二百億おく円えんがすっかり溶とけた一九九五年、政府は、人工島を『経済特別解放区』に指定する。特定地域内における一連の対外開放政せい策さくを謳うたった法案は、外貨に対し、経けい営えい自じ主しゆ権けんの保ほ証しようや土地使用権の付ふ与よ、法ほう人じん税ぜい及および輸ゆ出しゆつ入にゆう税ぜいの減げん免めん、海外送金の保証等の優ゆう遇ぐう措そ置ちを定めるもので、外がい資し企業の積せつ極きよく的てき誘ゆう致ちを目的とした内ない容ようだった。だが、それが国際社会に対する建たて前まえに過すぎないことは、誰だれの目にも明白だった。特区は、日本国領りよう域いき内ないにありながら、経済上の──そして、往おう々おうにして経済以外の面でも──独どく立りつ領として切り捨てられたのだ。


　しかし、そんな九十年代半ばの、特区を巡めぐる閉へい塞そく情況が、あるときを境さかいに一変する。


　事の起こりは、いまから十年前。中国返還を間近に控ひかえた、一九九七年、香港でのことだった。


　人類史上空前の衝しよう撃げきと未み曾ぞ有うの混こん乱らんをもたらしたその事じ件けんは、のちに『九クー龍ロンショック』と呼よばれるようになる。





　吸きゆう血けつ鬼きの存そん在ざいが、公式に確かく認にんされたのだ。


　九龍半島一帯で行われた、大だい虐ぎやく殺さつという最悪の形で。
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「まあ、そのあとの香港聖戦の話はコタロウ君たちには耳が痛いたいでしょうから、割かつ愛あいしておくわね。もし興きよ味うみがあるなら当時のニュース番組とか特番なんかが『カンパニー』のライブラリにあるから、見せてあげる。あーでも、やっぱり見ない方がいいかなあ。一方的なアジテーションばっかりだし。まあ、その話は置いといて、香港の話に戻もどすね。えー、で、さっき言った『九龍ショック』のあと、香港は閉へい鎖さされて外からは完全に隔かく離りされてしまったの。何しろ冗じよう談だん抜ぬきで戦場になっちゃったわけだから。当然世界経済は大だい打だ撃げきを受けたわ。何しろ、当時の香港は東アジアで最大の経済拠きよ点てんだったしね。戦争が終わったあとも復ふつ興こうは難むずかしくて、香港に代わる経済拠点の確かく保ほが世界経済界最大の急きゆう務むになったの。そこで目が付けられたのが特区ってわけ。ほんとは臭くさい物に蓋ふたをするつもりで治ち外がい法ほう権けんみたいな場所にされた訳わけなんだけど、始まりはどうあれ、特区は海外の有力企業にとって理想的な新天地の条じよう件けんを備そなえていたわ。香港を主体としていた大企業の大半は、拠点を特区に移うつし、それに便びん乗じようする格かつ好こうで世界中の資本が投下され始めたの。もちろん、治安はよくなかった。でもそれも最初のうちだけで──何しろ目の前にビッグ・ビジネスが転がり込んできたわけですからね。マフィアやヤクザ屋も抗こう争そうしてる場合じゃなくなったのよ。これまでのような日本政府主しゆ導どうの治安回かい復ふくじゃなく、利り益えき追求のためのより合理的な理由から新しい秩ちつ序じよが築きずかれていき、今日に至るというわけ。こうしているいまも、開発は終わってないの。あらゆる人種、あらゆる資本を貪どん欲よくにのみ込みながら、特区は常つねに成長し続けてるわ。現げん代だい建けん築ちくの粋すいを凝こらした水上の摩ま天てん楼ろう。さしずめ、自由経済の象しよう徴ちようにして、前世紀の混こん沌とんを秘ひめた二十一世紀の魔ま都と、って感じね」


　つらつら続けた解説を気分良くまとめ、ミミコは隣となりを歩くコタロウに首を向けた。


「おわかり？　コタロウ君」


「…………」


　コタロウは口を一文字に結んだまま、額ひたいに汗あせを浮うかべてミミコを見上げていた。平静を装よそおっているが、あからさまに不自然だ。


　ちらっ、と目を逸そらして、


「……わかった」


「ほんとに～？」


「ほ、ほんとに！　特区ってすごいところだったんだね。ぼく全然知らなかったよ！」


　と笑え顔がおで主しゆ張ちようする。ミミコは苦くし笑ようを嚙かみ殺して「そう」とにこやかに頷うなずいた。


　ミミコたちは、すでに横浜まで移い動どうしていた。鎌倉から横浜を経けい由ゆして、石川町駅で下車したところである。直ちよく接せつ特区に入っても良かったのだが、せっかくだから水上都市の全景を見てもらおうと、海側に向かって歩いている途と中ちゆうだ。


　港町だからだろうか、横浜には開放的な空気があった。中でも、いまミミコたちが歩いている元町は外国人居きよ留りゆう地ちに指定された山手の丘の足下であり、洗せん練れんされたブティックやカフェが軒のきを連ねていた。


　緑の多い街まち並なみには堅かた苦くるしさが感じられない。ただ街を歩いているだけでも気持ちが軽くなる。ぽかぽかと過すごしやすい陽気で、道行く人々の表ひよう情じようも明るかった。


　もっとも一番はしゃいでいるのは、他ほかでもないコタロウである。


「きれいなところだねー。特区もこんなにきれいなの？」


「へへー。新しい分、もっと綺き麗れいで都会っぽい所だってあるわよ。旧市街オールド・ヤードにも、落ち着いた建物や公園があるし」


　スラムもあるんだけどね、と口には出さずに説明する。もっとも、ミミコ自身はスラムだって嫌いではない。すべてひっくるめてゴタゴタした感じが肌はだに合っているのだ。コタロウは「へー、へー」と感心しきりである。


「きっと、ミミちゃんもいいとこに住んでるんだよね。いいなー」


　と無む邪じや気きに羨うらやましがる。ミミコは、自分が寝ね起おきする倉庫街のおんぼろアパートを脳のう裏りに描えがき、「あはは……」と口を濁にごらせた。やっぱり、ゴタゴタしてるよりは、スマートなのがいい。済すんだことだが、湘南は本当に惜おしいことをしたと思う。


　それからもコタロウは、休む間もなくミミコに話しかけ、ショーウィンドウや街がい路ろ樹じゆや石いし畳だたみの一つ一つを熱心に見て回った。


　外人の姿すがたも珍めずらしくない場所だが、それでもコタロウは人目を引いていた。老ろう若にやく男なん女によの区別なく、すれ違ちがう人ごとに、わあと宝たから物ものでも見つけたような顔を向けられている。


　実じつ際さい、天使のような容よう貌ぼうの少年が、心の底から楽しげにちょこまか動き回る様子は、見ているだけで幸せな気分になった。立場上、あまり目立って欲ほしくないミミコですら、つい大目に見てしまう。本人は自分が人目を引いているとは気付いていないようで、至いたってのんきである。


　が、彼以上に注目の的となっている人物が、二人の後方にいた。


「兄者っ。楽しみだねー。特区」


　とコタロウが振ふり返る。


　そこには、周囲のホリデーな空間を一人で侵しん食しよくし、暗転させているジローがいた。


　鎌倉で購こう入にゆうした番ばん傘がさを差す赤スーツ、という時点で周りの耳じ目もくを寄よせ集めるには十分だが、頭には変なデザインの帽ぼう子しを被かぶり、顔には日差し除よけにゴーグルを着けているため、怪あやしさ大だい爆ばく発はつである。


　おまけに衣類はいまだ半はん乾がわきで、歩くたびに革かわ靴ぐつがぐちょぐちょ音を立てながら濡ぬれた足あし跡あとを舗ほ道どうに残している。コタロウの方はコインランドリーで服を洗あらい乾かし、銭せん湯とうにも入ってずいぶんさっぱりしていた。しかしジローは、コンビニで買ったシャツ一枚まいになるのも、これ以上水に触ふれるのも拒きよ否ひしたため、海から上がったときのままなのだ。おかげで側そばによると、なんとなく磯いそ臭くさい。


　紙かみ粘ねん土どのような顔色といい、ときおり身を折って咳せき込こむ仕草といい、世の中の善よきこと全ぜん般ぱんを幅はば広ひろく呪のろう、陰いん鬱うつなオーラを醸かもし出しているようであった。


「ねっ。兄者！」


「………………そうですね」


　一ミリグラムも気の入らない声で、ジローは弟に返事した。たまに風が吹ふいて傘が傾かたむくと、日光に当たった手足から布ふ団とんを叩たたいたように、もわんと白はく煙えんが上がっている。最初はその度たびに痛いたみに顔をしかめていたジローも、いまでは一々反はん応のうしようとしない。投げやりであり、自や棄けっぱちであり、哀あわれではあるが、それ以上に鬱うつ陶とうしい。


「……ジローさん。もう少しどうにかなりませんか。目立ちすぎです」


　ミミコは仕方なく立ち止まって苦言を呈ていした。一いち応おう同情もしているのだが、


「お構かまいなく。こちらは気にせず、他人の振りをなさって下さい。そもそも他人ですし」


　と実に可愛かわいくない。


「えっ。何ゆってんのさ。兄者は兄者なんだよ？　他人じゃないもん」


「ふっ。コタロウは優やさしいですね。しかしこれが外の世界の現げん実じつなんですよ。所しよ詮せん、社会に適てき応おうできぬ者は、そうでない者から距きよ離りを置かれる定めなのです。強くなりなさい、コタロウ」


　皮肉っぽく言ってから、ゴホンゴホンと咳をする。「兄者、可か哀わい想そう」と痛ましげな顔をするコタロウの横で、ミミコは苛いら々いらと髪かみをかき乱みだした。


「どうして吸血鬼って連中は、こう……それに比くらべて、コタロウ君は素す直なおないい子ね。これじゃ、どっちがお兄さんだかわかんないわ」


　当てつけじみた褒ほめ言葉だったが、褒められたコタロウは照れたように微笑んだ。


「それにしても、君たち似にてない兄弟よね」


　それは、甘かん味みど処ころでジローに説明されたときから感じていた感想だった。不ぶ躾しつけかと思って口に出さなかったのだが、二人とも良くも悪くも遠えん慮りよがないので、つい聞いてしまったのだ。


　髪や瞳ひとみの色だけではない。そもそも血けつ統とうを同じくする吸血鬼なら、同じ弱点を抱かかえているのが普ふ通つうである。なのに、ジローは海に落ちて死にかけ、いまも太陽光の下で呻うめいている一方、コタロウにはまるで苦しむ様子がなかった。だから、兄弟というのは形の上でのことで、実際は赤の他人なのだろうとミミコは思っていたのだ。


　しかし、コタロウは「違ちがうよ」とミミコの見けん解かいを否ひ定ていした。


「ぼくたち、ほんとの兄弟だよ。他に血族の人いないもん。二人だけの血ち筋すじなんだ」


「へえ。そうなの？　じゃあ実はコタロウ君も太陽とか苦手なの？　お兄ちゃんは単に、堪こらえ性しようのない根こん性じよう無なしなんだ？」


　とジローの抗こう議ぎの視し線せんを意い識しきしつつ、意地悪なことを言った。


　コタロウはもう一度首を横に振ふって否定した。


　それから、誇ほこらしげに胸むねを反らし、


「それはね。ぼくらの闇の母おかあさんが知ち恵えを絞しぼって──」


「コタロウ」


　とジローが静かに、だがきっぱりとした声こわ音ねで弟を遮さえぎった。


「あまりベラベラと身内のことを話すんじゃありません。ミミコさんも、どうかそれぐらいで。弟の言ったのは本当のことですよ。私たちは兄弟で、私は太陽や流れる水に弱く、コタロウはそうではない。ただそれだけのことです」


　たしなめられたコタロウは、少し不満そうに口を尖とがらせた。ミミコも、「ごめんなさい」と無難な返事をする。吸血鬼にとって、己おのれの血統に関かかわる秘ひ密みつはトップシークレットだからだ。


　──意外と訳わけありなんだ。


　とはいえ、特区を訪おとずれる吸血鬼なら、誰しも他人に言えない事じ情じようを抱えているものである。それが特区の平へい穏おんにとって害にならないのなら、調停員コンプロマイザーが出しゃばる必要はない。


　ミミコは気を取り直すとコタロウの手を引き、後ろに貧びん乏ぼう神がみのようなジローを引き連れて先に進んだ。


　三人が目指したのは、元町を抜ぬけた先にある「港の見える丘公園」である。その名の通り港が見み渡わたせる丘の上にあり、観光名所の一つだ。家族連れやカップルが向ける物もの珍めずらしそうな目に挫くじけず、遊歩道を巡りながら展てん望ぼう台だいまで歩いた。


　段だん々だんと視し界かいが広ひろがり、海風が強くなった。横浜の街が一望でき、港こう湾わんが見え、港を横おう断だんするベイブリッジの造ぞう形けい美びが見えてくる。横浜ベイブリッジは世界最大級の斜しや張ちよう橋きようだ。海面上一七五メートルの高さを持つ二本の主しゆ塔とうから、斜ななめに張はったケーブルで支ささえられている。底辺の長い三角形を二個こ並ならべた、シンプルな姿すがたを誇ほこっていた。


　その、右手──


　そこに、水上の摩ま天てん楼ろうは鎮ちん座ざしていた。


「うっわ──」


　コタロウは目と口をまん丸にした。歓かん声せいを上げるのすら忘わすれて、海上に現あらわれた都市に目を奪うばわれた。ジローですら、切れ長の瞳を見開いて、遥はるかな遠望に見入っている。ミミコは、兄弟の驚おどろく様を自じ慢まんげな顔をして眺ながめていた。


　対岸から眺める特区は、現実離ばなれした蜃しん気き楼ろうのようであった。


　限かぎられた土地の中、尖せん塔とうのように乱らん立りつする高こう層そう建けん築ちく物ぶつの群むれ。真新しい壁へき面めんはガラス窓まどに覆おおわれ、晴れ渡る空と白い雲を映うつして、太陽に輝かがやいている。その足あし下もとでは、大小様々なビルや倉庫、工場、植しよく樹じゆ林りんが、所とこ狭ろせましと人工の大地を埋うめていた。半世紀に及およぶ無む秩ちつ序じよな増ぞう設せつの名残なごりだ。海面にも、それらすべての偉い観かんが、鮮あざやかに映されている。


　上空に風が吹ふけば、ビルが映す映えい像ぞうが流れる。そのビル群の狭はざ間まを飛び交かう海鳥たち。出着港を繰くり返す、小型船やタンカーやフェリー。それらのかき立てる、白い航こう跡せき。


　まるでお伽とぎの国のようだ。


　もちろん、ミミコは特区が夢ゆめの国でないことを知っている。特区は、近代史上稀まれに見る、急きゆう激げきな開発が行われた都市である。都市の成長は急速であればあるほど、内側により深い歪ひずみを抱えるものなのだ。


　それでも、特区の景観は人を惹ひき付けて止やまない。実じつ情じようを知るミミコにしても、こうして遠くから都市を眺めていると、自分の住む場所が特別な場所なのだと嚙かみしめることができた。


「すっごーい！」


　数十秒後、ようやく自分の見た光景を理解できたのか、コタロウが大声を出した。


「すごいっ、すごいっ、あれすごいよ、兄者！　うわっ、うわっ」


　と、陽光に輝く金きん髪ぱつを振ふり乱みだして、ぴょんぴょん飛び跳はねた。感動を通り越こして、パニック状じよう態たいである。


「落ち着いて、コタロウ君。ほら。あそこに陸と繫つながってる橋が見えるでしょ？　これからあそこを渡わたって、特区に入るからね。まあ、あれだ。入っちゃえば、どうってことないよ」


　ミミコが指差した先には、ベイブリッジと瓜うり二つの橋が架かかっていた。特区と本土を繫ぐ唯ゆい一いつの陸路、『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』である。名付けた者が意識したかどうかは不明だが、人間の世界と吸きゆう血けつ鬼きの世界の境きよう界かい線せん、昼と夜を繫ぐ特区の正面玄げん関かんだ。


「そっかー。ぼくたち、あの中に入るんだよね」


　コタロウは全身を震ふるわせた。武む者しや震ぶるいをしているらしい。これだけハイになってくれれば、ミミコとしても寄より道をした甲か斐いがあった。


　ミミコは興こう奮ふん覚めやらぬコタロウを促うながし、ジローに声をかけようとした。


　しかし、振り向いてみると、ジローの表情が険けわしい。ゴーグルで目は見えないが、口元に皮肉っぽい自じ嘲ちようが刻きざまれていた。


「ど、どうかしましたか、ジローさん？」


「……どうやら、少し厄やつ介かいな事じ態たいになったようです」


「え？　何か問題が？」


　心当たりが思いつかず、ミミコは不安そうに尋たずねた。ジローはしばらく特区と『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』をにらんでいたが、


「結界が張られています。迂う闊かつでしたね。予想して然しかるべきだった」


「結界？　なんのことですか？　特区にそんなものは──」


　いぶかしがるミミコに、ジローは冷れい徹てつな声で告げた。


「人間には関係のない結界ですよ。吸血鬼にとっても、ほとんどの者は反はん応のうしないはずです。ある特定の血けつ統とうを除のぞいて」


「な、なんです。特定の血統って？」


　ジローは肩かたを竦すくめた。


「『招まねかれないと中に入れない』血統です。普ふ段だんはそうでもないんですが、いざ結界を敷しかれてしまうと反応するんですよね。もとは香港時代、防ぼう衛えい線せんや包ほう囲い陣じんとして確かく立りつされた手法です」


　その話はミミコも知っていた。そして思い出した。『オーダー・コフィン・カンパニー』が設せつ立りつされたとき、『カンパニー』と特区の有力血族が、同意、協力の上で、人工島全ぜん域いきに敷いた結界があったことを。発動されて十年、ただの一度も作用したことがないため、ミミコも入社時の研けん修しゆうで知らされただけだった。


　──でも、だって……


　その結界は、人間、吸血鬼双そう方ほうにとって容よう認にんしがたい、ある血統に対する予よ防ぼう策さくだったはずだ。


　ミミコの脳のう裏りを、その血統に関する知ち識しきが次々と過よぎった。


　吸血鬼に関する伝でん承しようは地方によって様々だが、その中に『吸血鬼に血を吸すわれた人間は、死後、吸血鬼となって甦よみがえる』というものがある。


　だが、多くの伝承がそうであるように、この伝承も事実とは多少異ことなった。人間が吸血鬼に「転化」するのは、吸血鬼に血を吸われた場合ではなく、吸血鬼の血を吸ったときだ。彼らの闇やみの血が混まじったとき、人の血は赤から黒に染そまり、吸血鬼へと生まれ変わる。『ブラック・ブラッド』とは本来、人を闇の生命へと堕だする、吸血鬼の血を指していた言葉なのである。


　しかし、その血統は、伝承が伝える通りの能のう力りよくを持って生まれた。


　場所は香港である。


　彼らは最初の一人──つまり血統の始祖ソース・ブラツドがこの世に生まれ落ちたあと、極きわめて短期間のうちに爆ばく発はつ的てき増ぞう殖しよく力りよくを見せた。当然だろう。吸きゆ血けつ行こう為いは吸血鬼にとり、生せい命めい維い持じの絶ぜつ対たい条じよう件けんである。そして吸血鬼は不老だ。つまり彼らは、ただ生きているだけで際さい限げんなく同族を世に産みだし続けることになる。


　その上、彼らの感かん染せん力りよくは人間のみならず、同族である吸血鬼にまで及およぶほど強力だった。力ある古オールド・血ブラツドが次々に彼らの一員となり、ついに香港は、数千年にわたる人と吸血鬼とのバランスを覆くつがえした。それが『九クー龍ロンショック』の始まりである。彼らこそ、今日の社会状じよう況きようをもたらす直ちよ接くせつの原げん因いんとなった、闇の鬼おに子ごたちなのだ。


　特区は吸血鬼の大都市だ。そこに彼らが一人でも入り込めばどのようなことになるかは、火を見るより明らかだった。彼らの侵しん入にゆうを許ゆるさないこと。それは、『カンパニー』設せつ立りつ当初より定められた至しじ上よう任にん務むなのである。


　だが……


　いま、彼らの侵入を阻そ止しすべく敷しかれた結界が、ジローを退しりぞけるという。


「え、え？……じゃあ……え？」


　頭で理り解かいしつつも、感かん情じようがついてこない。それでもミミコは繫つないでいたコタロウの手を放していた。コタロウが不思議そうにミミコを見上げる。その無心な瞳ひとみが、さっきまでとは違ちがって見える。


「噓うそ……あなたたち、まさか……『九龍の血統クーロン・チヤイルド』!?」


「──いいえ」


「でもっ。だったらなんで!?　あの結界はあいつらを閉しめ出すためのものよ。『招かれないと中に入れない』なんて、他の血統にはない特とく徴ちようだわ！」


「珍めずらしいのは認みとめましょう。でも、彼らだけの特とく質しつというわけではありません。これでも私、由ゆい緒しよ正しい吸血鬼の末まつ裔えいなんですよ。伝承には忠ちゆう実じつなのです」


　緊きん張ちように青ざめたミミコとは対照的に、ジローは軽口を叩たたいてみせた。


　だが、ゴーグルに隠かくされたジローの瞳はうかがえず、口元に笑えみは浮うかんでいない。ミミコは生なま唾つばを呑み、痺しびれたように動けなくなった。


　──連れん絡らく……本部に連絡を。


　ジローたちと接せつ触しよくしたあと、上司にはその旨むねを連絡してある。といっても、携けい帯たいが繫つながらなかったため、メールで報ほう告こくしただけだ。仮かりに二人が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と呼よばれる吸血鬼だとすれば、事じ態たいは一いち職しよく員いんの手に余あまる。


　──けど、連絡したら……


『カンパニー』の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に対する基き本ほん的態度は殲せん滅めつ。例外はまずあり得ない。同族への対たい応おうに神しん経けい質しつな協定血族といえど、相手がかの血統であれば口出ししないだろう。それどころか、普ふ段だん人間を見下し歯し牙がにもかけない古オールド・血ブラツドであろうと、協力を惜おしまないはずだ。


　ジローがどれだけの力を持っているのかは知らないが、いまの彼は半死半生の有様である。もちろん、コタロウも戦力にはならない。兄弟が生き延のびる可か能のう性せいは万に一つもない。


　──いや、でも、そんな同情してる場合じゃ……！


　香港がどのような顚てん末まつを迎むかえたか、ミミコは新人のときから幾いく度ども繰くり返し教え込こまれている。限かぎられた情報しか持たない個こ人じんが、その場の感情で安あん易いな判はん断だんを下していいわけがない。そんなわけがないのだ。しかし……


「ミミちゃん、どうしたの？」


　事態を把は握あくしていないコタロウが尋たずねた。ミミコは答えない。答える言葉が見つからない。代わってジローが「コタロウ」と呼びかけた。


「こちらに来なさい。ミミコさんの道案内はここまでです」


「ええ!?　だって兄者！」


「いいから。彼女を困こまらせるんじゃありません。……ミミコさん。ここでお別れするのが一番のようですね。お互たがい元の立場に戻もどりましょう。どうぞ、ご自分の仕事を果たして下さい。さすがに協力はできませんが、遺い恨こんは残さぬことにしませんか」


「…………」


　ミミコは立ち竦すくんでいた。ジローが苦くし笑ようする。嫌いやみにも見える。しかし、どこか困ったような、柔やわらかい笑みだ。なのに、さっきまでとどこも変わらない微び笑しように、どうしてもさっきまでと同じ反はん応のうを返せない。


「ただし──」


　と、ジローはミミコの答えを待たずに横を向いた。口くち振ぶりが変化し、鉄の冷たさが声に混まじった。


「こちらの方には世話になりました。手出しするなら見み過すごせませんが？」


「……その気はない。私たちの目的はあなただ」


　展てん望ぼう台だいに、新たな人ひと影かげが現あらわれた。ミミコが弾はじかれたように誰すい何かを飛ばす。


「誰だれ!?」


　姿すがたを見せたのは二人の男女だった。この陽気だというのに、女はトレンチコート、男はワークジャケットを着て肌はだの露ろ出しゆつを少なくしている。さすがにジローのように傘かさを差しているわけではないが、二人とも色の濃こいサングラスで目を陽光から守っていた。どちらも、ミミコが仕事でよく知る雰ふん囲い気きを持っていた。


　──吸血鬼！


　ミミコが全身を強こわ張ばらせる。


　ジローに話しかけたのは女の方だった。長身で、無む駄だのない体つきをしている。つややかな長ちよう髪はつを首の後ろでまとめていた。飾かざり気のない装よそおいが、彼女の凜り々りしさを引き立てている。


「昨晩は迷めい惑わくをかけたね」


　と女はジローに告げた。ジローは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「──目標、接触しました」


　部下の報告を受け、バドリックは頷うなずいた。


「よし。始めるぞ」
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「知り合いなのっ？」


「昨日同じ船に乗り合わせました」


「えっ。じゃあ鎮ちん圧あつチームと交戦したってのは……」


　ミミコが後あと退ずさる。『カンパニー』の制せい服ふくを着ている以上、とっくに素す性じようは知られているだろう。彼女たちにしてみれば、ミミコは敵てきの仲間ということになる。


　しかし、女はミミコに関心を払はらわなかった。ジローに親しげな微笑を見せ、


「まずは名乗ろう。私の名はケリー・黄ウオン。あいにく、どの血けつ統とうに連なる者かは自分でもわからない。私の闇やみの親は、私を転化して間もなくあの戦争で大地に還かえったんでね」


「『断絶血統ブラツド・オーフアン』──ってやつですね。その名前、香港の生まれですか」


「まあな」


　と黄は首しゆ肯こうした。


『九クー龍ロンショック』で転化した吸血鬼は、何も『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に属ぞくする者だけではない。『断絶血統ブラツド・オーフアン』とは、本来迎え入れられたはずの血族が失われ、なんの庇ひ護ごもないまま闇社会に放ほうり出された吸血鬼を指す言葉である。その多くは、自らが属する共同体を持たぬまま、昼と夜の隙すき間まを流る浪ろうしている。黄もまさに、そうした流民の一人なのだ。


「とっくに気付いていたとは思うが、話は聞かせてもらった。あなたが『カンパニー』の人間と袂たもとを分かつのなら話は早い。どうだろう。私たちに同行してもらえないかな？」


「ちょっ、ちょっと待って。そんなの──！」


　黄の提てい案あんを聞いたミミコが慌あわてて口を挟はさんだ。


　邪じや魔まされた黄が、ミミコをにらむ。ミミコは恐きよう怖ふに固まったが、黄に敵てき意いはなかった。


　若い調停員コンプロマイザーをからかう口くち振ぶりで、


「未み練れんがましいな『カンパニー』。彼はお前とは別れると言っているんだ。私が声をかけるのは勝手だろう？」


「だ、だからって、ですね」


「ふむ。なら、一いつ緒しよに来るか？　その場合は捕ほ虜りよ扱あつかいということになるが」


「それは……その……」


　ミミコは言い淀よどんだ。視し線せんを黄に向け、連れの男に向け、ジローに向けて、また黄に戻す。


　脂あぶ汗らあせが滲にじんでいた。


　ただの吸血鬼が相手なら、この手の交こう渉しようは調停員コンプロマイザーとして腕うでの見せ所である。だが、いまこの場で交渉テーブルに着いているのは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』かもしれない吸血鬼であり、鎮圧チームがすでに干かん戈かを交えた吸血鬼なのだ。


　双そう方ほうに関する確たしかな情じよう報ほうは何もない。与えられた情況だけで判はん断だんし、取るべき態たい度どを決めねばならない。おまけに、事情が事情だけに、誤あやまった選せん択たくは許ゆるされない。もししくじれば、事は政せい治じ的問題にまで発はつ展てんするだろう。胃に穴あなが開きそうである。


「……兄者、なんだか大人気だね」


　周りから置いてけぼりのコタロウが、薄うすっぺらだが素す直なおな感想を口にした。


「あまり嬉うれしくはありませんけどね」


「手紙でクロウに自じ慢まんできるんじゃない？」


「自慢？　腹はらを抱かかえて笑われるのがオチです」


　ジローは憮ぶ然ぜんとしてぼやいた。黄に向かい、ゴーグル越ごしでもそうとわかるほど面めん倒どう臭くさそうな視し線せんを投げる。


「話を聞いていたのなら、ご存ぞんじでしょう。私、不本意ながら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の疑ぎ惑わくをかけられていますよ？　香港生まれの方が、そんな者と手を組む気ですか？」


「関係ない」


「とんでもない。奴やつらと手を組んでみなさい。世界中の血族を敵てきに回すことになります」


「そうではない」


　と黄は微笑した。


「私はあなたを招まねきたいと言ってるんだ。あなたが、あの血統であるなら、それはそれとして受け入れよう。どの血統に連なる者であるにせよ、あなたなら信用できる。少なくとも話が通じる」


　黄の口からもれたのは、驚おどろくほど好意的な言葉だった。ジローは眉まゆをひそめた。


「またずいぶん買われたもんですね。勘かん違ちがいしてませんか？　昨さく晩ばんは別に、あなた方を助けたわけじゃないんですよ」


「わかってる。あなたは、あなたの考えで筋すじを通しただけなんだろう？　つまりあなたは、たとえ相手が対吸血鬼戦装そう備びに身を固めた戦闘部隊であろうとも、通すべき筋は通す人物ということだ」


　そう言って黄は姿し勢せいを正した。太陽に目を細めながらも、サングラスを取って、ジローに目を向ける。


「我らは流浪の血族。もとより血統など気にはしない。来てくれ。我われ々われにはあなたの力が必要だ。そして、我々もあなたが必要としているものを提てい供きようできる」


「……何を？」


「仲間さ」


　その瞬しゆん間かん、黄は誇ほこらしげに胸むねを張はった。


　ジローがわずかに身じろぎする。ミミコは焦あせって、しかし何もできずにいた。


　黄の物もの腰ごしは自然で、余よ計けいな気負いがなかった。自分と相手の立場や利害、それらに対する見けん解かいを率そつ直ちよくに述のべた上で、双方にとって有ゆう益えきな協力関係を提てい示じし、求めている。本来なら、調停員コンプロマイザーたるミミコこそが取らねばならない態たい度どである。


「仲間、ねえ……」


　ジローが満まん更ざらでもない様子であごに手を当てた。ふと、コタロウに顔を向け、


「どうします、コタロウ？　あのお姉さんと一緒に行きます？」


「……！」


　ミミコがビクリと身体からだを竦すくませた。


　んー、とコタロウは綺き麗れいな形の眉まゆを眉み間けんに寄よせた。なんの他意も持たない目で、真まっ直すぐに黄を見る。


　黄は表情を緩ゆるめた。腰を屈かがめて目線を合わせながら、


「私たちの仲間には、あんたより小さい女の子がいる。きっと友達になれるよ」


　と優やさしく言った。


　コタロウはじっと黄を眺ながめていた。それから不意に、振ふり返ってミミコを見た。


　──あ。


　ミミコの心しん臓ぞうが大きく跳はねた。


「あ、あの……」


　とっさに口を開ける。だが、言うべき言葉が見つからない。


　ミミコは無む能のうな調停員コンプロマイザーではない。むしろ、彼女の年ねん齢れいからは想そう像ぞうできないほど経けい験けんを積んでいる。しかし、それはあくまで『カンパニー』の調停員としてだ。彼女が口にする言葉や彼女が持ちかける提案は、『カンパニー』の調停員としての言葉であり提てい案あんだった。いざその枠わくを超こえたとき、葛城ミミコという十七の少女が、吸血鬼ブラツク・ブラツドに対し自信を持って示しめせる言葉など持っていない。


「その……」


　結局ミミコは目を逸そらしてうつむいた。


「決まりだな」


　と黄が肩かたを竦すくめた。ミミコは唇くちびるを嚙かむことさえできず、黙だまったままうつむいていた。


「では場所を変えよう。どうやら、あなたは日光に弱いようだ。とりあえず仲間と合流して──」


　黄が話しながらジローに近づこうとした。それを、連れの男が腕うでをつかんで止めた。


「曾ツアン？」


「……まさかと思ったが……黄。こいつの正体がわかったぜ。こいつ、『同族殺し』だ」


「なんだとっ」


　黄が目を見開いた。ジローが、ぴくっと眉まゆを吊つり上げた。


　ミミコは耳みみ慣なれない言葉に伏ふせていた顔を上げた。


　──『同族殺し』──って、吸血鬼を殺したってこと？


　一方黄はその名を知っているらしい。「そうなのかっ？」とジローに尋たずねた。


　ジローは返答しなかった。黄はそれを肯こう定ていと取ったのか、興こう奮ふんを顕あらわにした。


「驚おどろいた。あんたの噂うわさは傭よう兵へい時代にさんざん聞いたよ。願ってもない戦力だ。これで──」


　曾の腕を振り解ほどいて黄がジローに駆かけ寄ろうとする。


　そのとき、ジローがハッと視し線せんを上げた。


「伏ふせなさいっ」


「なに？」


　次の瞬間、バッと黄の右みぎ肩かたが弾はじけた。噴ふき上がる血が空中に尾おを引き、ばしゃっと石いし畳だたみの上に散った。
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　啞あ然ぜんとするミミコとコタロウを余よ所そに、ジローと曾が動いた。ジローはコタロウをつかみ、ついでミミコを抱かかえる。曾は撃うたれて倒たおれた黄を担かつぐ。そして、それぞれ柵さくを跳とび越こえ、手近な植え込こみに飛び込んだ。後を追うように、立て続けに石畳が砕はじけた。


「な、なんなの、いまのっ？」


「狙そ撃げきされました」


「狙撃ぃ!?」


「遠えん距きよ離りから心しん臓ぞうを狙ねらったのでしょう。よく致ち命めい傷しようを避さけましたが、おそらくは銀ぎん製せいの銃じゆう弾だん。すぐには回かい復ふくできますまい」


「そんなっ。いったい誰が……あっ」


　言いかけて、ミミコは理解した。銀製の弾丸。しかも遠距離からの狙撃。そんな真ま似ねができるのは、対吸血鬼戦のタスク・フォースである鎮ちん圧あつチーム以外にあり得ない。


　ジローは植え込みの陰かげに隠かくれながら周囲をうかがった。ミミコも辺りを見回す。気が付けば、他の通行人の姿すがたが消えていた。周囲一帯を封ふう鎖さしたのだ。ということは、さっきの狙撃だけでは済すまない。おそらく、鎮圧チームによる包囲が完かん了りようしているはずだ。


「まさか日中町中でここまでやるとはね。『カンパニー』も強気じゃないですか」


　ジローがつぶやいた。その苦い口調を聞いて、ミミコは彼の台詞せりふを思い出した。


　──『で、そのまま『カンパニー』の鎮圧チームまで連行するわけですか？』


　そうではない。ミミコは思わずジローの腕うでにしがみついた。


「違ちがうっ。あたしは知らなかったの！」


　必死で言った。それだけ、疑うたがわれて当然の情じよう況きようだったのだ。


　ところがジローは、さも当然といった調子でさらりと答えた。


「わかってますよ。そんなの」


「で、でも」


「これでも百年生きてるんです。あなたが何も企たくらんでなかったことぐらいわかります」


「ひゃ、百年!?」


　それでは古オールド・血ブラツドに近いではないか。ミミコは啞然としてジローを見直した。ごわごわする赤いスーツに、変な帽ぼう子しにゴーグルに番ばん傘がさ。見えない。とてもそうは見えない。しかし、あの二人組は彼のことを知っていたのだ。それも、何やら有名人らしきことを口にしていなかったか？


　いや、いまはそれどころじゃない。


「と、とにかく、信用してくれるなら、ここはあたしに任まかせて。鎮圧チームの人間に話しをつけてみるわ。調停員コンプロマイザーの口くち利ききがあれば、彼らも無む茶ちやなことは──」


「いや、残念ながら無理でしょう。彼らはおそらく、私たちをつけてきたのです。当然、側そばにあなたがいることも承しよう知ちの上でしかけてきたことになります」


「つけたって。でも、あたし、今日は朝から単たん独どくで」


「見つかったのは、ここに来てからですよ。まあ、目立ってましたからね」


　指し摘てきされ、「うっ」とミミコは言葉をつまらせた。ジローが注目を浴びていたのはもちろん、ミミコ自身、コタロウと一いつ緒しよになってはしゃいでいたのだ。吸血鬼を連れた調停員としてどうかなあ、とは思ったのだが、結局思っただけだった。


　青くなったり赤くなったりするミミコを見て、ジローは苦くし笑ようを浮うかべた。


「正直言いますと、打算もあったんです。鎮圧チームが網あみを張はっていることは予想していました。彼らと接せつ触しよくしたとき、あなたがいてくれた方が話がつけやすかろうとね。他の心当たりもあったんですが、そっちの方は昨さく晩ばん以来、急速に信用がおけなくなってますので……いや、そもそも今回に始まったことでもありません。迂う闊かつに信用した私に落ち度がありました。不覚です。落とし前は付けねばなりますまいね」


　と、なぜか急に不ふ機き嫌げんそうな顔になる。


「なんにせよ少し面めん倒どうなことになりました。──コタロウ」


「なに？」


「残念ですが、お前を連れて強行突とつ破ぱする気力がありません。兄はこれから囮おとりになって彼らを引きつけます。その間に一人で包囲を突破するのです。できますね？」


「……えーと、ごめん。できないかも」


　えへへ、と誤ご魔ま化かすように笑う。ジローはため息を落とした。


「あ、あたしが──」


　とっさに口から出ていた。ジローとコタロウがミミコに目を向ける。


　──あたしが一緒に行くから。


　そう言おうと思った。しかし言えない。立場がミミコを縛しばる。


　ジローは、自分は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではないと言った。本当に百年生きているなら、確たしかに違ちがうだろう。あの血けつ統とうが現あらわれたのは十年前が最初だ。


　だが、それはジロー本人が口にしたことである。真実である保ほ証しようはどこにもない。それに、この攻こう撃げきだ。冷静になって考えれば、いくら鎮圧チームといえど、白昼堂どう々どう吸血鬼狩がりを始めるなど通つう常じようでは考えられない。彼らがこのような強行に出る理由など限かぎられている。そして、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の駆く逐ちくほど、その理由にぴたりと当てはまるものはない。


　──あたしが、一緒に……


　言えない。やはり、言うわけにはいかない。


　ミミコの顔色を見たコタロウが、「ミミちゃん？」と心配そうな声をかける。ジローもじっとミミコを見つめていたが、


「ありがとうございます」


「……え？」


「いま飛び出して『吸血鬼はここにいます』なんて叫さけばれると困こまってしまいますからね。本当なら、そうすべきでしょうに、同どう情じようしていただいて申し訳わけない」


「そっ。あたしはそんな──！」


「まあ、私たちはすぐに退たい散さんしますから。鎮ちん圧あつチームの皆みなさんには、包み隠かくさずお話しなさい。いいですね」


「…………」


　ミミコは絶ぜつ句くする。ジローの台詞せりふは皮肉にも取れたが、その口調にはミミコの立場への気き遣づかいがあった。ミミコの葛かつ藤とうを見み抜ぬいた上で、馬ば鹿かなことはお止よしなさい、と忠ちゆう告こくしているのだ。


「えー。やっぱりミミちゃんとは別れちゃうのー」


「まだぶつくさ言いますか、この子は。いいからさっさと行きなさい」


　ジローが弟の額ひたいに、ぐりぐりと拳こぶしを当てる。コタロウは、「わかった、わかったよ！」と、頰ほおを膨ふくらませながら、こそこそ植え込みから出ようとした。


「──コタロウ」


「ん、なに、兄者？」


「気を付けて行きなさい」


　コタロウはきょとんとし、それから満面に笑えみを浮うかべた。


「うんっ」


　元気よく頷うなずき──そのままミミコに振ふり返る。眩まぶしいほどの笑顔が、ミミコの瞳ひとみに飛び込んでくる。


「ミミちゃんも、またね！」


　そして、危あぶなっかしい足取りで植え込みを出た。


　ミミコは、隠れん坊ぼうをするように遠ざかる小さな背せ中なかを、強い葛藤の中で見送った。


　そのとき、遠くから銃じゆう声せいが聞こえてきた。


　ミミコは息を呑のんだ。コタロウも聞こえたのだろう。のんきそうだった足取りが、慌あわてて駆かけ足になった。


　──これで、いいの？


　自らに問いかけると、答えは同時に三つ返ってきた。


　いい、と答える声。よくない、と答える声。


　しかし、一番大きな声は、仕方ない、という声だった。その声は、ミミコが想そう像ぞうもしていなかったほど、彼女を深く傷きずつけた。


　──あたしは……


　自分はこんなとき、仕方がないからと言って納なつ得とくするような人間だったのか？


　我われ知らず涙なみだぐむミミコに、背はい後ごから声がかかる。


「そんな顔しないで下さい。あなたには本当に感かん謝しやしていますから」


「……ジローさんっ。あたしは──」


　振り返り、息を呑んだ。さっきまでそこにいたジローの姿すがたがなかったのだ。


　彼も行ってしまった。


「そんな……」


　再ふたたび銃声が響ひびく。その数も次し第だいに増ふえ始めた。そして、徐じよ々じよにではあるが、一いつか所しよに固まりつつある。


　──これで……


「これで、いいの？」


　植え込みの中に独ひとり残り、ミミコは悔くやしさに奥歯を嚙かんだ。
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「あー、これはいけませんねえ。ちょっとのんびりし過すぎましたか」


　番ばん傘がさを翻ひるがえし、ジローは公園の木こ陰かげから木陰へと移い動どうしていた。


　一いち応おう、敵てきを引きつけたあとは自身も逃にげ切るつもりでいた。しかし、思っていた以上に体力の低下は激はげしく、対して鎮圧チームの動きは周しゆう到とうだった。昨夜はそうでもなかったが、二度目となる今回は彼らも相そう応おうの準じゆん備びと覚かく悟ごで臨のぞんでいるらしい。動きに迷まよいがない。


「いたぞっ」


　と声が聞こえたかと思うと、ジローの隠れていた植え込みに銃じゆう弾だんが撃うち込まれる。


「……案外優ゆう秀しゆうな方々です」


　目め眩くらましに番傘を放ほうり投げると、たちまち蜂はちの巣すと化した。一いつ瞬しゆん途と絶だえた火線の隙すきを突ついて陰から飛び出す。身を低くして一気に走り抜ぬけようとする。が……


「ぐあっ。しまった」


　傘をなくしたジローは、すぐに直ちよく射しや日光を浴びて白はく煙えんを噴ふき上げ始めた。格かつ好こうの目印である。というか、痛いたい。


「イタタタッ。に、日本の日差しって、こんなに強かったですか!?」


　再び銃弾が飛んできた。さっきとは違ちがう方向からだ。


　躱かわしきれず、二、三発当たった。銀の弾丸ではなかったが、それでも肉が裂さけて血が飛び散った。


　本調子なら気にも留とめない傷が、いまは酷ひどく堪こたえる。おまけに太陽の下とあっては、回かい復ふくに時間がかかる。まったく踏ふんだり蹴けったりだ。


　が、それにしても……


　──やりたい放題、やってくれるじゃありませんか。


　ジローの唇くちびるに冷れい笑しようが浮かんだ。その唇から、鋭するどい牙きばがのぞいた。


　手はあった。


　こんな様ではあるが、ジローが本気で挑いどむつもりなら、逃げ切ることはもちろん、逆ぎやく襲しゆうに転じることもできる。そして、彼は自分が打って出たとして、負けるとは思わなかった。実じつ際さい、その気になれば彼らを一人残らず皆みな殺ごろしにすることも十分可か能のうなのだ。


　ただ、そのためには、彼は一つ禁きん忌きを破やぶらねばならない。


　それは避さけたかった。


「……まあ、無む益えきな殺せつ生しようなんか、後味が悪いだけですしねえ」


　そしてまた、ジローは現げん時じ点てんで『カンパニー』と正面切って敵対するつもりはなかった。


　鎮ちん圧あつチームのやり方はどうにも気にくわないが、彼らが『カンパニー』のすべてではない。本来の『カンパニー』は「人間と吸血鬼の共きよう存ぞん」のために活動する組そ織しきなのだ。


　昨日の夜は、その情じよう報ほうも当てにはならないかと思った。だが、いまはそうは思わない。何しろ、ミミコのようなお人好しを社員として雇やとっているような組織だ。だったら、少しは信じてみてもいい。


　ということで、反はん撃げきの案は却きや下つかした。かといって、このまま投とう降こうするのは癪しやくに障さわる。格好も悪い。


「よし。せめて逃げられる限かぎり逃げてやりますか。そうそう簡かん単たんに捕つかまったのでは、我わが血けつ統とうの名折れ」


　などと、半分以上嫌いやがらせ気分で決定する。すると、方ほう針しんが決まった直後、前方から戦せん闘とう服ふく姿の鎮圧チーム隊員が二人現あらわれた。待ち構かまえていたらしい。即そく座ざに銃じゆうを構え、迫せまるジローに向かって発はつ砲ぽうした。


「なんのっ」


　とジローは力を振ふり絞しぼって跳ちよう躍やくした。赤いスーツが高々と宙ちゆうに舞まい、二人の頭上を飛び越こえる。


　しかし、その先──二人の後ろの着地点については、確かく認にんしなかった。


　そこには、ちょろちょろと涼すずしげに水を噴ふき上げる噴ふん水すいがあった。


「げ」


　ジローが鎮圧チームに捕ほ縛ばくされたのは、それから五分後のことだった。
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　一方、兄が噴水を踏ふんづけて七しち転てん八ばつ倒とうしているころ、コタロウは運良く包ほう囲い網もうの外に出ていた。ジローの陽動が最さい大だい限げんの効こう果かを発はつ揮きしたおかげであるが、もともと隠かくれん坊ぼうは得意な方なのだ。


　ただ、いったん包囲から抜け出して安全になると、途と端たんに緊きん張ちよう感が弛ゆるんで道草し出すのがコタロウの悪い所である。横浜の街は誘ゆう惑わくが多い。しかも彼にしてみれば、ようやくまともに歩く異国の地だ。街角の花か壇だんに見とれてみたり、土産物屋みやげものやの店頭で物もの欲ほしげに指をくわえたり、洋食屋の窓まどの外で涎よだれを垂たらしてみたりと、町歩きを堪たん能のうしていた。


　途と中ちゆう、道みち端ばたに見かけた猫ねこを追いかけて裏うら通どおりに入り込こんだ。追つい跡せき劇げきと格かく闘とうの末、猫を抱かかえ上げたとき、


「やや」


　と、ようやく我われに返る始末である。お手本のような迷まい子ごだった。


「あれー、ここどこ？」


　きょろきょろと辺りを見回すが、いまいる位置はまるでわからない。隙すきを突ついて猫が地面に飛び降おり、懸けん命めいに走り去った。コタロウは慌あわててあとを追いかけようとしたが、自分が置かれた情じよう況きようを思い出して、なんとか思いとどまった。


「……そう言えば兄者、逃にげたあとどうするのか、何も言ってなかったっけ」


　だったら猫を追いかけてもいいのではないだろうか。内なる声はそうささやいたが、


「う、駄だ目め駄目。いまは遊んでる場合じゃないんだから」


　と誘ゆう惑わくを振り切った。さんざん遊んだあとでなければ、子こ供どもらしい健けな気げさと受け取れていたかもしれない。


　ともあれ、さあどうしよう、とコタロウは腕うでを組んだ。


　コタロウは兄の強さを信じている。だから、大人しく待っていれば、いずれ兄の方から自分のことを見つけてくれるだろうと思っていた。一時的にはぐれたぐらいで、おたおた慌てたりはしなかった。


　ただ、気になることもあった。


「いまお昼だもんなー」


　晴天を見上げて、うーん、と難むずかしい顔をする。


　兄はめっぽう強い。しかし、太陽の光にはてんで弱い。おまけに海に落ちたとかで、今日は朝から絶ぜつ不ふ調ちようのようだった。フェリーでは余よ裕ゆう綽しやく々しやくに見えた兄も、今回は悪者に捕つかまってしまうかもしれない。


「そうなったら、今度はぼくが兄者を助けないといけない」


　そう決意して拳こぶしを握にぎり締しめる。


　どうやって助けるとか、どこにいるかわからないといったムツカシイことは後回しだが、少なくともその心意気に偽いつわりはなかった。多少意地悪で、多少でなく厳きびしいが、大好きな兄である。ピンチであれば駆けつけるのが、弟の務つとめというものだ。


　それにはまず、兄の現状を知らねばならない。しかし、どうすればそれを知ることができるのか、具体的なやり方がわからない。


「……うーん」


　コタロウは腕を組んで知ち恵えを絞った。


　そんなとき、


「よお。お前は無事だったみてえだな」


「えっ」


　後ろを向くと、さっきの二人組の男の方が立っていた。曾だ。肩かたには意い識しきのない黄が担かつがれている。銀ぎん製せいの銃じゆう弾だんによる狙そ撃げきだったため、肩の傷きずからはまだ血が滲にじみ出ていた。


「うわっ。痛いたそう……お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「死にはしねえさ。それよりお前一人か？　兄あに貴きと『カンパニー』の女はどうした？」


「別々に逃げたんだよ。ミミちゃんとはお別れしてきた」


「……じゃあ、お前一人なのか？」


「うん」


　コタロウは素す直なおに頷うなずく。


　曾は目を細めた。値ね踏ぶみするようにコタロウの全身を見つめた。


「……逃がす手はねえか……」


　ぼそりとつぶやき、


「だったら俺おれと来な。仲間の所まで連れてってやる」


「ほんと？　あ、でもぼく……」


「なんだ？　兄貴が心配か？　なら、なおさら一いつ緒しよに来い。いざってときは俺たちも手を貸かしてやる」


　曾の言葉に、コタロウは顔を明るくした。


「いいの？」


「ああ。黄こいつはお前の兄貴がいたく気に入ったようだしな。俺も……前から興きよ味うみがあったんだ。お前の兄貴にも、お前自身にもな」


　そう言って、曾はニヤリと笑った。「ぼくに？」とコタロウが驚おどろく。


　そこへ、


「……あたしも同行していいかしら」


　硬い響ひびきの声がした。「ミミちゃん！」と、現あらわれたミミコを見て、コタロウが嬉うれしそうに叫さけんだ。


　曾は意外な顔をして、彼女を眺ながめた。


「……捕ほ虜りよ扱あつかいだぜ、『カンパニー』？」


「わかってるわ」


　曾の台詞せりふに、ミミコは吹ふっ切れた感のある面おも持もちで頷いた。


　曾は牙きばを剝むき出しにし、吸血鬼ならではの荒あら々あらしい笑えみを浮うかべた。


「上等だ。では二人とも案内してやろう。我われら流る浪ろうの血族へ」









　　三章　九龍の血統クーロン・チヤイルド










１







　モチヅキ──という名前が発音しにくかったらしい。


　彼女はなんども、モチヅキ、モチヅキ、と口にしていたが、いまにも舌したを嚙かみそうな喋しやべり方しかできなかった。自分でもその発音が気に入らないらしい。そのうち、口をへの字にして、へそを曲げてしまった。


　普ふ段だんはジローと呼よぶのだから、それで良さそうなものだ。しかし、どうしてもフルネームで呼べるようになりたいという。へそを曲げたあとも、ジローの見ていないところで練習を重ねていた。


　あるとき、モチヅキというのはジローの母国でどういう意味なのかを尋たずねてきた。


　ジローが説明すると、彼女は満面を輝かがやかせた。


　望月フルムーン！


　いたく気に入ったらしく、それからはいままで以上に熱心に練習するようになった。


　ただ、彼女には言わずにいたが、ジローは、彼女がたどたどしく「モチヅキ」と口にするのが好きだった。


　モチヅキ・ジロー、と自分を呼ぶときの彼女。そのはにかむ様子が、ひどくおかしく、くすぐったく思った。





　倫ロン敦ドン。


　深い霧きりと石の古都。


　雲の上の月光は朧おぼろで、ガス灯の明かりも夜の闇やみを虐しいたげない。世界はまだ無知と伝でん承しようの中にあり、幸福な微睡まどろみから目覚めていなかった。


　海軍士官として赴ふ任にんした異い国こくには、彼の人生を決定づける出会いが待っていた。


　ジローがまだ人だった時間。彼女がまだ側そばにいた時間。未来が幻げん惑わくの彼方かなたに、無む限げんの広がりを持っていた時間。永えい遠えんに続くと信じていた時間。


　誰だれに語ることがなくとも、脈みやく々みやくと受け継つがれる血が覚えている。


　そんな時間。
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　横浜に点てん在ざいする、『カンパニー』名めい義ぎのビル。その一室。


　部屋の中には、幸せそうな寝ね息いきが響ひびいていた。


　寝息の主は部屋の中央。椅い子すに座すわった状じよう態たいで両手両足を縛しばられていた。不自由な態たい勢せいとは思えないほど、ぐっすりと熟じゆく睡すいしている。


「……起きろ」


「……スカー」


「……起きろ、吸血鬼ブラツク・ブラツドっ」


「……ううん。ですから『ジロー』でいいと……ああほら、また舌を嚙んだ……むにゃ」


「…………」


　ジローが幸せそうに、むにゃむにゃ笑う。


　バドリックは褐かつ色しよくの頰ほおを引きつらせた。「記き録ろくしますか？」と傍かたわらの部下が尋ねたので、彼は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。尋じん問もん前の寝言で口を割わる吸血鬼というのも珍めずらしい。


「……ジロー、ね。ふん。元は日本人か。まあいい。起きろ、ジローとやら。少しは己おのれの置かれた状じよう況きように対する緊きん迫ぱく感を持ったらどうだ」


「スカー」


「……いいか。お前はいま我われ々われの捕ほ虜りよだ。どれほど力を持っているかは知らんが、そうそう簡かん単たんに逃にがしはせん。我々は決死の覚かく悟ごを抱いだき、多大なリスクを背せ負おった上で、事に臨のぞんでいるのだ」


「クコー」


「……たとえお前がどのような企たくらみを抱いていようと、我々は必ずやそれを阻そ止しするだろう。たとえこの身が吸血鬼どもの凶きよう刃じんに倒たおれようと、我ら鎮圧チーム一同、一丸となって第二の『九クー龍ロンショック』を阻止し──」


「……ムニュ？　あ、こら、いけませんてば昨日吸すわせてあげたばかりじゃ……ああもう困こまった人ですねえふふふ……」


「…………」


　バドリックはしばらく肩かたを震ふるわせていたが、部下に向き直り「水を寄よこせ」と告げた。


　差し出されたペットボトルのキャップを捻ひねり、ミネラルウォーターの中身をジローの頭上にじょぼじょぼ注ぐ。


　ぼしゅっ、と白はく煙えんが噴ふき上がり、「ひぃやー」とジローは尻尾しつぽに火が点ついた野の良ら猫ねこの如ごとく身み悶もだえした。


「な、何事ですか！　はっ、ここは!?　あ、鎮圧チーム！……と、そうそう思い出しました。そういえば私、捕つかまりましたっけ。お早うございます、皆みなさん。ときにいま何時ですか？」


「……午後六時十分。じきに日にち没ぼつだ」


「じゃあまだ日没前ってことじゃないですか。あーもう。捕虜に対する扱あつかいがなってませんねえ。睡すい眠みんを妨ぼう害がいするなんて。それも二晩ばん続けて」


　ブルブルと頭を振ってジローが水を飛ばす。滴しずくが一滴てき頰に付着し、とうとうバドリックは声を荒あらげた。


「いい加か減げんにせんかっ。捕虜の分ぶん際ざいで昼間っからぐーすか寝やがって！」


「これはまた、なんと常じよ識うしきを欠いた発言でしょう。吸血鬼が昼間寝るのは自然の摂せつ理りというもの。仮かりにも対吸血鬼戦の専せん門もん家かとは思えません」


「情じよう況きようを把は握あくしろと言ってるんだ！　俺たちは古オールド・血ブラツドも一目置く『カンパニー』鎮圧チームだぞ。なんだ、そのリラックス・ムードは!?　仮にも吸血鬼が俺たちに身み柄がらを拘こう束そくされて、よくものうのうと寝てられるなっ、ええ!?」


「大した度ど胸きようでしょう？　これはきっと、名のある吸血鬼に違ちがいありませんよ。あだや疎おろそかには扱えない」


「自分で言うな、腐れ吸血鬼フアツキン・サツカーっ」


「ふぁっきん・さっかあ」


　下品な物言いに、ジローがショックを受けた素そ振ぶりをする。しかしあまりにわざとらしい表情が、かえってバドリックの神しん経けいを逆さか撫なでした。


　彼の後ろでは、隊長代理の尋問を見守っていた部下二名が、不安そうに顔を見合わせている。彼らの隊長代理は優ゆう秀しゆうな指し揮き官かんだが、この手のやり取りは慣なれていない。良くも悪くも直ちよく情じよう径けい行こうな人物なのだ。


　部下の心配を知ってか知らずか、「とにかく」とバドリックは咳せき払ばらいして仕切り直した。


「お前がいつでも逃げ出せるつもりで余よ裕ゆうを持っているなら、認にん識しきを改めることだな。すでにお前が流水や太陽光が苦手なことはわかっている。聖せい書しよ、十じゆう字じ架かの類たぐいに弱いこともな。ああそう、ニンニクもだ。すでに、この部屋はもちろん、建物全体がそれら抗吸血鬼材ＡＢＢＭで封ふう印いんされている。お前が逃げることは、不ふ可か能のうと知れ」


　ふふん、と鼻を鳴らしながらバドリックが告げた。必要以上に嫌いやみな口振りなのは、昨晩恥はじをかかされた意い趣しゆ返がえしをしているらしい。ジローは憮ぶ然ぜんとし、「わかってますよ」と答えた。


　吸血鬼は血けつ統とうによって弱点が異ことなるため、目標個こ体たいの抗吸血鬼材アンチ・ブラツク・ブラツド・マテリアルを把握するのは、対吸血鬼戦の基き本ほんである。公園で捕ほ縛ばくされたあと、彼は会話を交かわす暇ひまさえ与あたえられず、その場でさんざん実験されたのだ。


「まあ、こちらとしても、まさか用意したすべての　抗吸血鬼材ＡＢＢＭに反はん応のうするとは思わなかったがな。そんな劣れつ等とう血統など聞いたこともない」


「ふん。拷ごう問もんまがいのことをしておいて。人じん権けん侵しん害がいも甚はなはだしい。明らかな国こく際さい法ほう違い反はんです」


「ハッハッハ。吸血鬼ブラツク・ブラツドに人権が適てき用ようされるとは寡か聞ぶんにして知らないな。ちなみに国際法では吸血鬼は血統の別なく、見つけ次し第だい杭くい打うちの刑けいだ」


「嫌な時代になったものです。愛あいと浪ろ漫まんに満ちていた、ゴシック・ホラーが懐なつかしい」


「そんなもの、今日きよう日び観みてるのは一部の好サ事イ家コだけだ。あの事じ件けん以来な──」


　最後の一言を口にしたとき、バドリックの口調が変化した。ジローはそれを敏びん感かんに見み極きわめ、それ以上の憎にくまれ口を引っ込こめた。


「……もう一度確かく認にんする。貴き様さまはあの難なん民みんどもと無関係だと言い張はるのだな」


「その通りです」


「連中のことは何も知らない、と」


「捕まったときに言った通りですよ。彼らはいわゆる『断絶血統ブラツド・オーフアン』の一いち団だんで、リーダーらしき女じよ性せいの名前は、ケリー・黄ウオン。行く当てもないのに『カンパニー』に追い回される、可か哀わい想そうな方々です。同情を禁きんじ得ません」


「連中の計画も、潜せん伏ぷく場所も、人数も、装そう備びも……」


「知りません。そもそも昨晩居い合あわせただけの相手に、ぺらぺら喋しやべる内ない容ようですか」


「……構こう成せい員いん各自の詳くわしい血統も」


「だから知りませんてば。噓うそなんかつきませんよ。その必要がない」


　ジローとバドリックは無言のまま互たがいの目をにらみ合った。


　ジローのゴーグルは外されているが、バドリックを始め、鎮ちん圧あつチームの目には半はん透とう明めいのバイザーがかけられている。吸血鬼の中には視し線せんによって人間に催さい眠みんをかけることができる者がいる。バイザーはその対たい策さくだ。


「……ならなぜ、連中はお前に接せつ触しよくし、あまつさえ仲間に引き込もうとした」


「ああ、惜おしいことをしましたよ。あっちについて行けば、こんな所で監かん禁きんされて、むさ苦しい男から尋じん問もんされることもなかったでしょうに」


「ふざけるなっ。連中のことを知らんとしても、自分の素す性じようなら言えるだろう」


「それも話したはずですよ。田舎いなかから出てきた吸血鬼だと。実は私たちも『断絶血統ブラツド・オーフアン』でしてね。いまや血族は弟だけです」


　ジローが澄すまして答えた。少なくとも噓はついていない。


　バドリックはじっと仏ぶつ頂ちよう面づらを向けていたが、


「その、弟の行方ゆくえ。知りたくはないか」


　スッ、とジローの顔から表ひよう情じようが消えた。


「警けい告こくしておきましょう」


　と、それまでの軽口が信じられないほど酷こく薄はくな声で言う。


「弟に危き害がいが加えられれば、たとえ離はなれていても私は察知できます。決してあれに手を出さないように」


「出せばどうすると？　その様で？」


「私は出すなと言っている」


　ぞっとする声だった。


　バイザーを装そう着ちやくしているにもかかわらず、バドリックは居い竦すくみ、本能的に目を逸そらした。


　拘こう束そくは絶ぜつ対たい。抵てい抗こうは不可能。そう確信していながら、背せ筋すじが凍こおり付く思いをした。相手の状じよう態たいがどうあれ、吸血鬼と同じ部屋にいる恐きよう怖ふ。人という生物の本能を、直ちよく接せつ刺し激げきする恐怖感を感じた。


　部下たちも同じ恐怖を感じたらしい。二人の部下は思わず構かまえていたサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けていた。バドリックは手を挙げて二人を制せい止しした。


「……その警告は俺おれたちではなく、連中に言ってやるんだな」


「なんですって？」


「お前の弟は連中に接触した。一いつ緒しよにいた調停員コンプロマイザーも同行している」


「ミミコさんが？」


　思わぬ情報にジローは耳を疑うたがった。


「どうしてまた……私たちは別れたんですよ？」


「知るかっ。聞きたいのはこちらの方だ。確たしかに、今回の作戦に関しては、調停部には話を通す時間がなかった。とはいえ、調停員コンプロマイザーにあるまじき背はい反はん行こう為いだ。連中に現げん場ばを引っかき回されるのは慣なれっこだが、今回ばかりはスタンド・プレーで済すむ問題ではないっ」


　とバドリックが苦々しく唸うなった。最後の台詞せりふはジローに向けたものではなく、愚ぐ痴ちに近かった。


「二人の場所は？　黄さんの仲間の所ですか？」


「ああ。さっき、ようやく場所が割われた。中ちゆう華か街がいだ。これから攻こう撃げきをしかける。お前を起こしたのは、最後に少しでも情報を得るためだ。まあ、役には立たなかったようだが」


　攻撃と聞いて、ジローは顔色を変えた。


「あの二人は──！」


「わかっている。お前の弟も拘束はするが無用な危害は加えん。調停員コンプロマイザーの小こむ娘すめにしろ、阿あ呆ほうでも同どう僚りように違ちがいはないからな。俺たちの目的は、あくまで連中だ」


　バドリックは感情を殺しながらも、はっきりと確かく約やくした。だがジローは納なつ得とくしなかった。


「……わかりません。『カンパニー』が素性の知れない血族を特区に入れたがらないことは聞きました。にしても、市街戦も辞じさないとは……騒さわぎを大きくしては本ほん末まつ転てん倒とうでしょう？　『カンパニー』は人と吸きゆう血けつ鬼きの共きよう存ぞんのための組そ織しきではなかったのですか？　協定を結んだ吸血鬼たちの反はん応のうも解げせません。特区に居い着ついた血族は、同じ吸血鬼が難なん民みんとなって助けを求めるのを、黙だまって見み捨すてているのですか？」


　ジローの質しつ問もんに、バドリックは即そく答とうしなかった。目を閉とじ、言うべきか否いなかを迷まよって身体からだを横に向けた。


　しばらく沈ちん黙もくが続いた。だが、やがてバドリックは壁かべに向かったまま喋りだした。


「……特区はすでに多くの難民を抱かかえている。これ以上の吸血鬼を受け入れる態たい勢せいがないことは事実だ。密みつ入にゆう国こくを図はかる吸血鬼は、発見次し第だい拘束し、区外へ追いやる。これは、鎮圧チームの通つう常じよう業ぎよう務むだ」


「だからといって……」


「そう。だからといって納なつ得とくする者ばかりではない。協定血族からの抗こう議ぎも再さい三さん受けている。『カンパニー』内部でも反対者は少なくない。調停部など、その最たるものだ。……ふん。吸血鬼どもと馴なれ合えば、情じようも移うつるんだろうさ。打だ開かい策さくもないくせに、難民の救きゆう援えんばかりを訴うつたえやがる」


　バドリックは吐はき捨すてるように説明した。しかし、彼の横顔は、厳きびしい自じ戒かいめいたものを感じさせた。


　彼は、調停部を含ふくめた特区全体の事情を理り解かいしているのだ。己おのれの現場だけでなく、他た部ぶ署しよで真しん剣けんに仕事に取り組む者たちの立場や感情。それらを弁わきまえているゆえの自戒である。調停員コンプロマイザーの手出しを罵ののしりながら、ミミコの安全は守るという。その態度も、彼なりの自戒の表れだろう。


　ジローにも彼の心情は汲み取れた。だから、余よ計けいにわからなくなった。


「ならば、どうして？　少し話しただけですが、彼女たちは、その境きよう遇ぐうからは信じられないほど人間に対して敵てき意いが少ない。おそらく、こちらが門戸を開けば、極きわめて協力的な態度を示しめすでしょう。受け入れる余地は、本当にないのですか？」


　バドリックはむっつりと黙だまった。それから苦々しく口を開け、


「ある。条じよう件けん付つきなら、おそらく可能だ」


「なら」


「連中の中に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が混まじっている」


　ジローは呆ぼう然ぜんとした。


「冗じよう談だんでしょう？」とつぶやく。しかし、バドリックの目を見れば、それが噓うそや冗談でないことはわかった。鳥とり肌はだが立った。


「確かなんですかっ。その情じよう報ほうは！」


「間違いない。奴やつらはここを目指す前、カンボジアのある地ち域いきにいた。そこで一人、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が確かく認にんされた。元はただの農民だ。転化して三日。奴らの置きみやげさ」


「……そんな……」


「こっちの業ぎよう界かいじゃ震しん撼かんが走ったぜ。始末するまでに死者二十五名。うち十八名はプノンペンから駆かけつけた政せい府ふ軍ぐん対吸血鬼部隊の隊員だ。いま、うちの人間が現地に飛んでるが、どうやら当地での二次感かん染せん者しや数はゼロ。はっきり言って奇き跡せきに等しい。あそこは『九クー龍ロンショック』以い降こう、対吸血鬼部隊の育成を徹てつ底ていしてきた。だからこその奇跡だ」


　いつしかバドリックの声はささやきのように掠かすれていた。顔には紛まぎれもない焦しよう燥そうがある。彼は対吸血鬼戦のプロである。だからこそ実感しているのだろう。現げん状じようがいかに危き険けんな状態にあるかを。


「奴ら全員が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは思えない。もしそうなら、とっくに破は滅めつだ。だが、一定期間以上接せつ触しよくしていたからには、全員そうだ、と判はん断だんせざるを得ん。よほどの確信がない以上は、一人残らず殲せん滅めつする」


　再考余地のない結けつ論ろんだった。ジローですら口を挟はさめなかった。彼もまた、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が持つ危険性は熟じゆく知ちしている。身をもって。


「月の出までもう時間がない。今こん晩ばんは満月だ。奴らが満月で最大級の力を発はつ揮きする血けつ統とうなのは知っているだろう。あらためて尋たずねる。他に知っていることはないんだなっ」


「……ない」


　ジローの答えに、バドリックはようやく頷うなずいた。そして、時間がない、という言葉通り、踵きびすを返して部屋を出ようとする。


「待って下さい！　私も同行しますっ」


　ジローが叫さけんだ。バドリックは呆あきれ顔で振ふり返った。


「貴き様さまの手など借りん。これは人間の力で解決する事じ件けんだ」


「お願いします。満月の夜、奴らの力が増ますのは本当のことです。どれだけ生きたかなど問題ではない。その場で転化させても、脅きよう威いになる。もし最初の一人を討うちもらせば、昼間見たあなた方の装そう備びと人数では対たい処しよできないっ」


「……だからこその奇き襲しゆうだ。人間を甘あまく見るなよ、吸血鬼ブラツク・ブラツド」


　捨すて台詞ぜりふを残し、バドリックは部屋を出た。


　残されたジローは、ガリ、と嚙かみ砕くだくかのように牙きばを鳴らした。





　部屋を出たバドリックを待ち構えていた男がいた。紫むらさき色いろの髪かみの優やさ男おとこ。査さ察さつ部ぶの赤井リンスケだ。


「……やってくれたわね」


「なんのことだ？」


「昼間の公園よ。上じよう層そう部ぶはカンカンだわ。横浜市に政せい府ふにマスコミ。口止めだけでも、えらい散さん財ざい。しかも成果なし。どう言い訳わけするつもり？」


　薄うす笑わらいを浮うかべるリンスケを見て、それまで抑おさえていたバドリックが爆ばく発はつした。


　胸むな元もとをつかみ、壁かべに押おし付ける。慌あわてた部下が止めようとしたが、


「うるせえ！」


　と一いつ喝かつされて動きを止めた。


「……乱らん暴ぼうじゃない」


「聞けっ、リンスケっ。お前に現場まで下りてこいとは言わん。お前の仕事を軽んずるつもりもない。だがな。これだけは言わせてもらうぞ。上層部の機き嫌げんなんぞクソ食らえだ。お偉えら方がたどもに言っとけ。クソどもの始末はしてやる。クソまみれになろうと、きっちりと始末する。それが俺たちの仕事だ。だから、クソが臭くさいなら、鼻ぐらいテメエでつまめ。ガタガタ吐ぬかすようなら鼻の穴あなに詰つめてやる」


　獣けものじみた目でにらみながら、バドリックは一息に吐はき捨てた。


　わかっているのだ。


　上層部の立場は痛いたいほどわかっている。


　世間は吸きゆう血けつ鬼きの存そん在ざいを認みとめない。鼻先の人工島に人の血を吸すう化け物がうようよいる事実を、そんな馬ば鹿かなと認めない。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が一人牙を剝むくだけで、香港の地じ獄ごくへ自分たちが放ほうり込こまれることを、その可か能のう性せいを、どうせ平気だろうと高を括くくって認めない。


　だから『カンパニー』は存在する。彼らが想そう像ぞうすることすら拒こばむ可能性を、現実のものとしないために存在する。上層部は、そんな世間の気楽な世界像と、薄はく氷ひようの上の現実の間で、ろくな支し援えんもないまま組そ織しきの舵かじを取らねばならないのだ。それがどれほど困こん難なんなことか、バドリックはわかっている。


　だが、それでもときどき我が慢まんならないときがあった。


　何に対して我慢ならないのか。それすらわからないまま憤いきどおりに耐たえられなくなるときが。


　殺気すら感じさせるバドリックに、リンスケは平然としていた。両目は冷れい徹てつに細めたまま、唇くちびるだけでニマッと気味の悪い笑みを浮かべる。


「バドちゃん。げっひーん」


「……ちっ」


　舌した打うちしてバドリックはリンスケを放した。リンスケとは長いつき合いになる。だが、いまだにこの男の本ほん性しようを見み抜ぬくことはできていない。


「……これから打って出る」


「応おう援えん待ったら？　協定血族にかけあってるから、超ちよう強い古オールド・血ブラツドが参戦するわよ」


「これは俺たちの問題だ！」


「そんなこだわらなくても。香港じゃ、人間は吸血鬼と一いつ緒しよになって戦ったわよ」


　それは事実だ。バドリックはあの聖せい戦せんには参加していないが、当時行われた吸血鬼との共同作戦は知っていた。


　彼らの多くは身命を投げ打って戦い、終戦の後、助けた人間の手で闇やみに追いやられた。決して表おも沙てざ汰たになることのない、しかし確たしかに行われ、香港を開放に導みちびいた作戦である。


　お伽とぎ噺ばなしだ、とバドリックは思う。追い詰められた絶ぜつ望ぼうの中、種族の壁を越こえて一いつ瞬しゆんだけ実現した寓ぐう話わ。歴史の裏うらに埋うもれ往ゆく定めの、過か去この夢ゆめ物もの語がたりである。


　いまの特区は違ちがう。ここにあるのはクソッたれな現実だけだ。


　バドリックは頭かぶりを振ふって、歩き出した。


「……時が惜おしい。俺たちが駄だ目めなら……あとは任まかせる」


「悲ひ壮そうねえ。あ、そうそう。昼間捕つかまえた吸血鬼。会えるかしら？」


　リンスケの申し出に、バドリックが足を止めた。


　怪け訝げんな目を向け、


「査察部が吸血鬼になんの用だ？」


「野や暮ぼな用」


　と、持っていた細長いジュラルミン・ケースを見せる。バドリックがいよいよ困こん惑わくするのを見て、


「査察部うちもいろいろあんのよ」


　リンスケの口は笑っているが、瞳ひとみは曖あい昧まいな感情を映うつし、読むことができない。気にはなったが、時間がなかった。


「手て荒あらな真ま似ねはするな」


「あら、意外。吸血鬼嫌ぎらいのバドちゃんが」


「奴やつに抵てい抗こうの意い志しはない。発言はともかく、行動は極きわめて理性的だ。本来なら、俺たちじゃなく、諜ちよう報ほう部ぶが相手する類たぐいの吸血鬼だ」


　バドリックが述のべたのは、彼の正直な所感だ。彼は昼間、ジローが包ほう囲い網もうを攻こう撃げきせず、囮おとりになって弟を逃にがしたことを見抜いていた。捕ほ縛ばくの際さいも、その気になれば抵抗できただろうと気付いている。昨晩の件けんにしろ、介かい入にゆうはしても敵てき意いは見せなかった。これまでの経いき緯さつの中で数々の妨ぼう害がいに遭あいながら、ジローが人間に牙きばを剝いたことは一度もないのである。これは、力を持つ吸血鬼にしては、異い例れいなほど友好的な態たい度どといえた。


「それに、いまは弱っているようだが、奴が強力な吸血鬼である事実に変わりはない。フェリーでの奴を忘れんことだ」


「らしいわね。聞いた？　彼、あのあと海に飛び込んだそうよ。陸まで辿たどり着いてぐったりしてるところを、例の調停員コンプロマイザーに拾われたとか」


　リンスケの情じよう報ほうを聞いて、バドリックは「ハッ」と小馬鹿にするように笑った。


「デマだ。奴が流水に弱いことは確かく認にんした。もし海に落ちたなら生きているはずがない」


　吸血鬼という存在は、その血で成り立っている。特とく殊しゆな能力も弱点も、すべては血に因よっているのだ。流水に弱いという血けつ統とうであるなら、その弱点は絶対である。


「頑がん張ばって泳いだのかもよ？」


「だとすれば、古オールド・血ブラツドや始祖ソース・ブラツドどころの話じゃない。奴は本物の化け物か──」


　もしくは、お伽噺だ──とバドリックは胸むねの中で吐はき捨すてた。


　そして、それ以上はリンスケなど一いつ顧こだにせず、部下を招しよう集しゆうすべく足早に廊ろう下かを去った。


　あとに続こうとした部下が、「すみませんでした」と去り際に謝あやまる。リンスケは鷹おう揚ような態度で手を振り、彼らを隊長代理のあとに続かせた。


「……思い詰めちゃってまあ」


　バドリックを見送り、リンスケはニマリと微び笑しようした。


「ま、こっちはこっちでやらせてもらいましょうか。ごめんなさいね、バドちゃん。悪いようにはしないから、さ」





２







「でね。翼つばさを引っ張ぱって、ここに息を吹ふき込んで……ほらできた。鶴つる」


　目の前で一枚まいの紙が折り鶴に変わる様子を、少女は息を詰めて見守っていた。


「……ツゥルゥ？」


「鶴よ。つ、る。広カン東トン語だと『ホカ』だっけ？　『ホッカ』？　共通語なら鶴ホイなんだけどな」


「ロシア語だと 鶴ジウラーブリ って言うんだよ」


「いや、コタロウ君。さすがにロシア語はわかんないでしょ。チャンは」


　ミミコとコタロウの会話に、少女──チャンはきょとんとする。それからぐっと顔を近づけ、小さな拳こぶしを突き出して人差し指を立てた。


「もうひとつワン・モア」


「あ、なんだ。英語わかるんじゃ──って、ええ？　まだ欲ほしいの？」


　ミミコが尋たずねると、チャンはコクコクと頷うなずいた。これ以上ないほど真しん剣けんな眼まな差ざしだ。


　ミミコは卓たく上じように並ならぶ、色とりどりの折紙を眺ながめた。ヤッコに兜かぶとに帆ほ掛かけ船に風船。金きん銭せんのかからない遊びは得意とするミミコだが、さすがにそろそろネタ切れである。


「コタロウ君、何か知ってる？」


「紙飛行機なら折れるよ。兄者に習った」


　と今度はコタロウが紙飛行機を折る。すると、チャンは紙飛行機がことのほか気に入ったようで、部屋を横切る折紙を追って、笑いながら走り回った。尊そん敬けいの眼差しを向けられ、コタロウも得意満面である。
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　ミミコたちはいま横浜中ちゆう華か街がいにいた。閉へい店てん中の料理店、その二階である。


　部屋には朱しゆ塗ぬりの円卓がいくつかあるが、どのテーブルの上にも逆さかさまになった椅い子すが載っている。建物は古く、竹たけ製せいの間仕切りや壁かべの掛かけ軸じくにも修しゆう繕ぜんの跡あとが見られる。ただ、住じゆう居きよも兼かねているため広さは十分にあった。黄の死んだ戦友のツテだそうだ。難民たちは現在、この店に潜せん伏ぷくしていた。


「驚おどろいたね」


　と階かい段だんを上がり、黄が顔を見せた。手にした盆ぼんには茶ちや碗わんと急きゆう須すが載っている。離はなれていても温かな烏ウー龍ロン茶ちやの香かおりがした。


　チャンが、「黄ウオン姐おねえ々ちやん！」と黄に駆かけ寄よってしがみつく。黄は、茶をこぼさぬよう頭上に上げながら、おかしそうにミミコを見た。


「人見知りする子なんだが……またずいぶん懐なついたもんだな。さすがは調停員コンプロマイザー。どんな手て管くだを使ったんだ？」


「手管って、まあその……」


「折紙！」


　と元気よくコタロウが叫さけんで二つ目の紙飛行機を飛ばす。黄にしがみついていたチャンがまた目を輝かがやかせて紙飛行機を追いかけた。ところが、コタロウが手元を狂くるわせたらしい。紙飛行機は開いていた窓まどをくぐり、中庭の空へと飛び出してしまった。


「あー」


　チャンが慌あわてて階段を駆け下りていく。コタロウは「ありゃ」と頭を搔かいていたが、


「ほら。ついてってあげなさいよ」


　とミミコに促うながされると、了りよう解かいして階段に走った。


「あ、ぼくのお茶残しといてねっ。全部飲んじゃ駄だ目めだよ！」


「わかってるわよ。変な心配しないの」


　ミミコが呆あきれながらコタロウを見送る。黄は苦くし笑ようして、彼女の座すわる円卓に着いた。


　──う。ちょっと緊きん張ちようするかも。


　ミミコは自分が硬くなっていることを自覚した。しかし、調停員コンプロマイザーである。吸血鬼との会話を恐おそれていては始まらない。


「怪け我がはいいんですか？」


「ああ。ちょいと血を頂いただいて来たんでね」


　黄は茶碗に茶を注ぎながら、ぬっと自分の牙を見せた。ミミコが硬こう直ちよくすると、声を出して笑う。


「そう深しん刻こくな顔をするな。昼間から酔よってた男がいたんで、ちょっと眠ねむってもらっただけだ。いまごろ道みち端ばたで目を覚まして、反省しているだろうさ」


　旨うまくはなかったがね、と黄は平然と言った。


「人を襲おそってるんですね。やっぱり……」


「あいにくと血けつ液えきパックなんて高こう価かな物は、私たちには手が出せない。これでも普ふ段だんは我慢してるんだ。怪我をしたときぐらいは大目に見て欲しいね」


　黄は茶碗をミミコに差し出した。ミミコが礼を言って受け取る。


「特区じゃ吸血は御ご法はつ度とかい？」


「……いいえ。黙もく認にんされてます。人体に害を与あたえないというのが絶ぜつ対たい条じよ件うけんですけど」


「だったら、なぜ彼には吸すわせなかった？」


「へ？」


「望月ジローさ。気の毒に。見るからにボロボロだったじゃないか。血を吸えば回かい復ふくしていたはずだ」


「ええっ!?……い、いやっ。そんなっ……あたしはだって！」


　そんなことは考えてもみなかった。しどろもどろのミミコに、黄は怪け訝げんな目を向けた。


「血を吸われるのが恥はずかしいのか？　珍めずらしいな。嫌けん悪お感を抱いだいてるならともかく」


「だ、だって嚙かまれるんですよ？」


　──つまり、口で……


　真っ赤になるミミコと対照的に、黄は平然としていた。


「いいじゃないか。見返りに、極ごく上じようの快かい感かんが得られる。セックスなんかより、ずっと手軽だと思うが？」


「そ、そそ、そうかもしれませんけどですね」


　血を吸われる行こう為いには激はげしい快感が伴ともなっている。性的快感に近いもので、肉体的影えい響きようは少ないが、精せい神しん的中毒性があった。なまじ、血を吸われても吸血鬼にならないと知っている『カンパニー』職しよく員いんの中には、その快感に溺おぼれる者も少なくないほどだ。


「だから、『カンパニー』の……特に、吸血鬼と接せつする機会の多い調停員コンプロマイザーは、吸血鬼に血を吸わせることを固く禁きんじられているんです」


「なんだ。つまらない」


「そ、それに、あなただって聞いてたんでしょ？　ジローさんは例の……」


「ああ」


　と黄は納なつ得とくして烏龍茶に口を付けた。


「彼は違ちがうよ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』じゃない」


「……ジローさんのこと、何か知ってるんですね？　確たしか『同族殺し』って」


「噂うわさでな」


　短く答えただけで、黄はそれ以上話そうとしない。ミミコはなんとか詳くわしいことを聞き出そうとしたが、黄は意地の悪い笑えみを浮うかべるばかりで、教えようとはしなかった。


「でも、あんただって話ぐらい聞いてるはずだぜ。この世界じゃ有名だ」


　そう言えば、ジロー自身、自分は由ゆい緒しよ正しい血けつ統とうの末まつ裔えいだと言っていた。あのときは深く考えなかったが、有名な血統だったのだろうか？


　ミミコがそう尋ねると、黄は曖あい昧まいな態度で否ひ定ていした。


「確かに彼の血統は珍しいものだそうだが、有名なのは、あくまで彼個こ人じんさ」


「……昔、何かとんでもないことをやらかしたとか？」


　ミミコは茶碗を持ち上げながら、上うわ目め遣づかいに恐おそる恐る尋ねた。『同族殺し』とは聞かない名だが、ずいぶん不ふ吉きつな響ひびきである。


　黄も、そんなミミコの予感を見抜いたのか、


「間違っちゃいないね」


　と思わせぶりな口振りで答えた。


「もし、あんたが事前に血を吸わせてれば、彼は昼間の包囲など悠ゆう々ゆう突とつ破ぱできたはずだ」


「まさか。あのジローさんが？」


「現に、昨夜の彼は、奴らを圧あつ倒とうしていた」


「悪いですけど、すぐには信じられません。鎮ちん圧あつチームは世界でも屈くつ指しの対吸きゆう血けつ鬼き部隊ですよ？」


　ミミコは複ふく雑ざつな愛あい想そ笑わらいで応おうじたが、黄は自分の意見を否定されても、「そのうちわかるさ」と涼すずしい顔をしていた。どうやら、これ以上は何も喋しやべらないつもりのようだ。


　ミミコは話題を変えることにした。実は、こちらの方がもっと気になっていたのだ。


「……黄さん」


「なんだ？　真ま面じ目めな顔して」


「昼間、公園で言いましたよね。ジローさんがあの血統だとしても、受け入れるって」


「言ったな」


「本心ですか」


「本心だ」


　ミミコは黄をにらんだ。黄もミミコをにらみ返した。彼女は本気だ。


「……危き険けんな考えです」


「そうかもしれんな」


「『カンパニー』は彼らを容よう認にんしていません。うちだけじゃない。どの血族も、彼らに関してだけは、絶対に認みとめないでしょう。そして、その判はん断だんは正しいんです。彼らの感かん染せん力はご存じですよね？　彼らは血を吸うだけで人を転化し、吸血鬼を同じ血統に染そめます。その存そん在ざいを見み逃のがせば、冗じよう談だんじゃなく世の中が破は滅めつします」


「……理り屈くつはわかる」


「だったら──」


　言いかけたミミコを、黄は片手を上げて黙だまらせた。遠い目をして、茶ちや碗わんを掲かかげる。


「『断絶血統ブラツド・オーフアン』ってのは惨みじめなものでね。自分の力で生きていける奴やつならいいが、そうでない者は他の血族に従したがって保ほ護ご下かに入るしかない。境きよう遇ぐうは悲ひ惨さんだ。それでも受け入れてくれればマシな方で、たいていはさんざん扱こき使われたあげくに放り出される。国じゃ、いくつもの血族を転々として回った。そしてとうとう、どこにも居い場ば所しよがなくなった。だから特区を目指したんだ。楽な旅じゃなかった。ここに辿たどり着くまでに、理由も告げず、二人が離れていったよ。行く当てなんかないくせに」


　黄は淡たん々たんと語った。起き伏ふくを欠いた言葉の中に、隠かくしきれぬ怒いかりと悲しみが滲にじんでいる。


　目を閉とじ、開いて、黄はさらに続ける。


「結局同じだ。吸血鬼も人も。人が吸血鬼を恐れ虐しいたげるように、吸血鬼も『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を恐れ虐げる。私たちとあの血統の者は、その連れん鎖さの最さい下か層そうにいる仲間なのさ。誰だれからも見み捨すてられている。同類だ」


　最後は、疲つかれと自じ嘲ちようで、黄は締しめくくった。


　この店に来て、ミミコは彼女たちの内ない情じようを知ることができた。彼女たちの数はおよそ二十名。半数は銃じゆう器きで武ぶ装そうした男だが、残り半数は老人や女子こ供どもだ。全員吸血鬼とはいえ、血統もまちまち。『断絶血統ブラツド・オーフアン』からなる寄せ集めの集しゆう団だんだった。


　そんな集団を率ひきいてきた黄の台詞せりふである。そこには『カンパニー』のマニュアルでは量ることのできない重みがあった。


　しかし、ミミコは言った。


「いいえ、違います」


「……なんだと」


　黄の声に狂きよう暴ぼうな響ひびきが混まじった。だが、ミミコは怯ひるまなかった。思わず牙きばを剝むく彼女と、真っ正面から向き合った。


「あの血統が生まれて十年。もし一人でも生き残りがいたなら、世界の半数は奴らの仲間入りをしていておかしくありません。でも実際は違う。そして、いまもまだ、あの血統は途と絶だえていない。なぜだと思いますか？」


「それは……」


　意表をつく質しつ問もんだった。黄は言葉を濁にごした。考えたことがなかったのだ。


　ミミコは黄を真まっ直すぐに見つめて言った。


「血を吸った相手を殺しているからです」


「……！」


「血を吸った者──つまり、転化した自分の血族を、自ら手にかけているんです。彼らは。あなたたちと同じではありません。同じじゃ、ない」


　強い口調で言った。黄が気まずい様子で横を向く。ミミコも力みが失せ、疲れたように顔を伏せた。


　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが続いた。


　すでに日は傾かたむいている。中庭に面した窓からも、赤い夕日が差し込こんでいた。


　直じきに日が暮くれる。吸血鬼の時間が始まるのだ。


「……教えて下さい。ジローさんたち、本当に違うんですか？」


　ぽつり、とミミコがうつむいたまま尋ねた。


「違う」


「でも。特区の結界に反はん応のうするって……あれは『招まねかれないと中に入れない』吸血鬼にしか反応しません。そんな吸血鬼、あの血統以外にはいない」


「……ところが世の中にはこういう力を持つ血統も存在するんだ。『血を吸った相手の性質を身に付ける』って血統がな」


　──性質？


　ミミコが顔を上げた。黄はうっすらと笑った。


「そう。幾いく多たの能力。強さ。耐たい性せい。そして星の数ほどの弱点を、な」


「じゃ、じゃあ！」


　ミミコは椅い子すを蹴け立たてて立ち上がった。確かに、それならジローとコタロウがあれほど違う性質を持っていることも頷うなずける。


　だが……


「あ、でも待って！　もしジローさんがあの血統の血を吸って同じ能力を身に付けたなら、血を吸った相手を同族にする力も持ってるんじゃ……」


　円えん卓たくに手をつき、身を乗り出して尋ねると、黄は真ま面じ目めな態たい度どで「わからん」と答えた。


「だが、私はいまのあんたの話を聞いて、それはないと確かく信しんが持てた」


「なぜですっ？」


「あの男が、血を吸った相手を殺して、今日まで生き延のびてきたと思うか？」


　問われたミミコは、ぐっ、と卓上で拳こぶしを握にぎり締めた。


　あの偏へん屈くつな男。


　頑がん固こでへそ曲がりで嫌いやみったらしく、鬱うつ陶とうしいほど愚ぐ痴ちが多い。


　しかし、厳きびしい態度の合間に弟を見つめる眼まな差ざしは優やさしかった。わかりやすい照れ隠かくしなど、見ていて、おやおや、と苦くし笑ようしたくなるときがあった。


　そして、初めて会った人間の少女を信用し、その信用が裏うら切ぎられそうになったときでさえ、相手の立場を気き遣づかっていた。


　地味めなミミコの特とく徴ちようは、つぶらな瞳ひとみとアヒル口。


　そのアヒル口がしっかと引き結ばれ、瞳に強い意い志しの光が宿るのを、黄は眩まぶしそうな顔で眺ながめていた。


「私からもひとつ聞かせてくれ」


「な、なんでしょう？」


「なぜ私たちについてきた」


　ストレートに聞かれ、ミミコは「あー」と照れくさそうに視し線せんを漂ただよわせた。


「そんな深い意味はないんですけど……最後まで面めん倒どう見たかったんです。調停員コンプロマイザーですから。未み熟じゆく者ものですけど」


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』かもしれないのに？」


　黄は重ねて尋ねた。ミミコは立ったまましばらく迷まよっていたが、


　──まあいいか。


　と、椅子に座り直した。


「……あたしも『カンパニー』の他に、行く場所がないんです。……孤こ児じですから」


　黄が驚いて目を広げた。ミミコは膝ひざの上に手を置いて、もじもじしながら言う。


「誰だれからも見捨てられるのって、嫌ですもんね」


　それきり会話が途と絶だえた。


　なんだかわざとらしいなあ、とミミコは自分で思った。これでは孤児同士の寄り合いだ。同情を買うために適てき当とうなことを言っているようではないか。


　噓うそではないのだが、都合が良すぎて信じてもらえないかもしれない。ミミコは恐る恐る、黄の反応をうかがった。


　黄は黙ってうつむいていた。肩かたが震ふるえている。笑っているのだ。


「あ、あれ？　黄さん？　わざとらしいかもしれませんけど、ほんとなんですよ？　特区じゃ身寄りのない子は別に珍めずらしくないっていうか──」


　ミミコが弁べん明めいすると、黄はいよいよ笑いを深めた。ようやく顔を上げたときには、目め尻じりに涙なみだすら浮かんでいた。


「クククっ……調停員コンプロマイザーというのは、みんなあんたみたいなのか？」


　と、まだ笑いが止まらない様子で尋ねた。さすがに少しムッとして、


「あんたみたいって、どんなですか」


　とミミコが聞き返した。黄は答えず、再ふたたび──今度は声に出して笑った。


　そして、さんざん笑ったあと、こう言った。


「決めた。なあ、あんた──ミミコだったな。ミミコのパイプで『カンパニー』に話を通してもらえないか」


　──え？


「そ、それって！」


　ミミコは思わず声を高くした。黄は頷き、笑いの残ざん滓しを消すと、スッと背せ筋すじを伸のばし、姿し勢せいを正した。


「私たちは『カンパニー』に身を預あずける。どうにか特区入りを検けん討とうしてみてくれ。もし私たちに生きる場所を与あたえてくれるのなら、私はどんな条じよう件けんでも呑むし、どんな指し示じにも従したがう。どうか……どうか、私たちを見捨てずにやってくれ」


　そう言って、黄は深々と頭を下げた。


　胸が熱くなった。


「はい」


　とミミコは力強く頷いた。
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　中庭は菜園になっていた。


　白菜やジャガイモ、ニンジンなどが植えられている。少しだが三つ葉や菜の花もあった。すべて野生化しており、中には店の外がい壁へきや離はなれへ続く渡わたり廊ろう下かにまで繁はん殖しよくしている物もあった。


　公園で見た花か壇だんも悪くないが、コタロウはこちらの方が好ましかった。遊んで楽しいのは、こういう庭だ。


「チャンー？」


　見晴らしの悪い中庭を、コタロウは隅すみ々ずみまで探さがし回った。しかし、紙飛行機を追って飛び出した少女は、どこにも見当たらなかった。


「ひょっとして外に飛んでっちゃったかなあ」


　金きん髪ぱつをぽりぽり搔かいて、コタロウは表に出ようとした。が、微かすかな声を聞いて足を止めた。


　声がしたのは離れと食料庫の間。裏庭へ通じる狭せまい道の奥おくからだった。


「チャン？」


　コタロウは壁かべに挟まれた通路の前に立った。


　すでに日は傾かたむいている。通路の中は暗い。


　しかし、小さな人ひと影かげがよたよたと歩いてくるのがわかった。胸に、コタロウの折った紙飛行機を大切そうに抱かかえている。


「あ、チャン。よかった。紙飛行機見つかった──」


　コタロウの声が途中で途切れた。


　チャンの様子がおかしかった。足あし下もとが覚おぼ束つかなく、瞳ひとみが虚うつろである。まるで酔よっぱらったときのクロウみたいだ、とコタロウは思った。しかし、あのときはやたらおかしく思った動きに、いまは胸の奥が搔かきむしられる。そんな動き、ちょこまか走り回っていた元気なチャンには似に合あわない。


　チャンはいまにも倒たおれそうなほどふらつきながら中庭に歩いてきた。虚ろだった目がコタロウに焦しよう点てんを合わせた。


「コタロ……哥々お兄ちやん……」


　嬉うれしそうに笑う。熱っぽい顔。弛ゆるんだ唇くちびる。口の端はしには涎よだれが垂たれている。


　チャンはコタロウの前で崩くずれるように体たい勢せいを崩した。コタロウは慌あわててチャンを抱だき留とめた。


　胸の中に倒れ込む、自分より幼おさない少女。


　その襟えり元もとが赤く汚よごれていた。


　首くび筋すじに生々しい傷きず跡あとが残っていた。


　嚙かみ傷だ。


「……チャン？　きみ……」


　コタロウは混こん乱らんする。ぐいっとチャンがコタロウの胸むな元もとをつかむ。外見からは想そう像ぞうできない力だった。チャンは縋すがるようにコタロウを見上げ、大きく口を開けた。


　茜あかね色の斜しや陽ようを受けて、小さな牙きばが鈍にぶい光を反はん射しやする。


「止よせ」


　通路の奥から声が届とどき、チャンはぴたりと動きを止めた。表情が消えている。まるで人形だ。


「ほんとに、チャンは食いしん坊ぼうだ。恐おそれ多いぜ。そいつは、お前がおやつ替がわりにしていい血じゃあない」


　曾ツアンだった。


　影の落ちた通路に立ち、両目を爛らん々らんと輝かがやかせていた。


「もてるじゃないか、坊ぼう主ず。兄あに貴きといい、羨うらやましいことだ」


　曾はコタロウに話しかけた。コタロウは痺しびれたように動けなかった。まだ頭の中に靄もやがかかっている。目の前の出来事に理り解かいがついてこない。だって自分はチャンを連れに来たのだ。これからミミコの所に戻って、お茶を飲むのだから……


「そう狼狽うろたえんなよ。心配はいらねえ。チャンは仲間だ。もう殺しやしねえ。もうそんな必要はねえんだ」


　一方的に言って、近づいてくる。コタロウは、動かないチャンを抱えたまま、じりじりと後ろに下がった。曾が中庭に出た。落陽に、彼の姿が赤く染そまる。紅こう茶ちやのような赤。だが、胸元だけ色が違った。大きな染しみができていた。


　血の染みだ。チャンの襟元を汚す染みと、同じ色をしていた。


　曾が空を見上げた。その顔に歓かん喜きを浮かべ、言う。


「見ろ。もうすぐ月が出る。みんなで騒さわごうぜ。そしてハッピーになろう」


　コタロウが慄りつ然ぜんと立ち尽つくす眼がん前ぜんで、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は酷こく薄はくな笑みを口元に刻きざんだ。


　鋭するどい牙ののぞく、禍まが々まがしい笑みを。
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　バドリックが退たい出しゆつしたのち、ジローは椅い子すに縛しばられたまま顔を伏ふせ、押おし黙だまっていた。


　部屋全体に張はり詰つめた緊きん張ちよう感がある。見張りに残っていた二人の隊員は、気が気でない様子で捕ほ虜りよを横目にうかがっていた。


　彼らは昨晩の出動に参加している。あのとき見た黒い棺ひつぎと、そこから歩み出た赤い吸血鬼の姿すがたは、彼らの脳のう裏りに焼き付いていた。抵てい抗こうが不可能と頭で理解していても、とうてい落ち着くことはできなかった。


　だから、リンスケが入ってきたときは、どちらも救われたような表情を見せた。


「ちょっとこいつと話があるの。席外してくれないかしら？」


　バドリックの許きよ可かは受けているという。査さ察さつ部ぶがなぜという隊長代理と同じ疑ぎ問もんは持ったが、結局いそいそと部屋を出て行った。


「さーて」


　リンスケはニヤニヤしながら、拘こう束そくされたジローの前に立った。


　ジローがうつむいたまま、ギロリと闖ちん入にゆう者を見上げた。


　催さい眠みんはおろか、それだけでにらみ殺されそうな殺気立った眼光である。だが、リンスケは、見張り役から渡されたバイザーをかけようともせず、ふう、と軽いため息をつくだけだった。


　リンスケは持ち込こんだジュラルミン・ケースを床ゆかに置いた。


　そして、おもむろに、パンと柏かしわ手でを打った。


「ごっめーん！　ジローちゃん。いやあ、メンゴメンゴ。ほんとメンゴ。リンスケ、超ちよう反省してます。色々急なフソクのジタイってやつが重なっちゃってさー。もう、この数日寝ねてないんだから、お肌はだが荒あれて困こまっちゃうー。てへ」


　ぺろっと舌したを出す。


　ジローの眼光が剣けん呑のんさを倍加させた。それも、刻こく一いつ刻こくと火を噴ふくような苛か烈れつさに成長している。


　リンスケの安っぽい笑顔が、ひくひくと引きつった。


「……ありゃー。ジローちゃんご立りつ腹ぷく？」


「殺シヤーツ……」


「いやん。物ぶつ騒そうね。そりゃ手て違ちがいはあったけどさぁ。私とぉ、ジローちゃんのぉ、仲じゃ、な、い、のっ？　ちゅっ」


「我天向發誓ゴー・フエン・チン・フアツ・サイ。我ゴー・、殺シヤーツ、称・ネイ……」


「あ、あらあら。吸血鬼が神様に誓ちかうなんて、ジローちゃんたらお洒落しやれー」


　合わせた両手を顔の横で擦こすり合わせながら、リンスケはぎこちない笑顔を崩くずさなかった。どうやら怒いかり心頭に発しているらしい。気を抜ぬけば、マジ殺やられる。


「まあちょっと聞いてよ。ジローちゃんから旅の手配を頼たのまれたときは、何事もなかったのよ。カンボジアの一いつ報ぽうが入ったときには、もう手て遅おくれで……いやだって、ジローちゃんたら携けい帯たい持ってないじゃない？　そりゃ連れん絡らくのつけようもないってもんでしょ？　あ、別にジローちゃんが悪いなんて言ってないわよ。タイミングの問題ってゆーか、コミュニケーションの難むずかしさってゆーか──これでもさんざん手を尽くしたんだから」


　えへ、えへ、とリンスケは徹てつ底てい的に下した手てに出た。十年ぶりの再さい会かいとはいえ、その程てい度どの年月では吸きゆう血けつ鬼きは精せい神しん的に成長しない。扱あつかい方は心得ている。


　聖せい域いきから出て、特区まで。今回の旅を手配したのは、リンスケなのである。


　二人が知り合ったのは、十年前の香ホン港コンだった。当時のリンスケは暗黒街の下っ端ぱで、手配屋や情報屋まがいのことをして暮くらしていた。巻まき込こまれる形ではあるが、あの聖戦にもジローと共に参戦している。いわば、かつての戦友なのだ。その再会にしては、どうにもみっともないが。


「……貴き様さまが手配した船に、『断絶血統ブラツド・オーフアン』の難なん民みんが同乗していたわけは？」


「ちょっとした偶ぐう然ぜん」


「……その船に、貴様の所しよ属ぞくする『カンパニー』が奇き襲しゆうをかけたわけは？」


「不幸な偶然」


「……一連の騒動に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が関かかわっていたわけは？」


「信じられない偶然」


　ジローが力を抜いて、ため息をついた。


「……やはり殺すしかありませんか」


「ノンノン！　ジローちゃんっ。短気は損そん気きよ。急がば回れ。旅の恥はじはかき捨て」


「教えて差し上げましょう。ロシア暗黒街に古くから伝わる極絶殺法、クルミ砕くだき生き人形の湖Ｋカー・ Ｇゲー・ Ｂベーバージョン改」


「ま、また偉えらく気合いが入った割わりにデタラメなネーミングね──って、いやほんとに頼むわよ、ジローちゃんっ。このとーりっ。ねっ、ねっ？」


　リンスケは土ど下げ座ざまでして、ぺこぺこ謝あやまった。卑ひ屈くつな笑顔が実にしっくりと似に合あう。


　ジローはなお憤ふん怒ぬの形相をしていたが、やがて落ち着きを取り戻もどした。


　剣呑な目つきはそのままに、


「……いますぐ出られますね」


「なんとかするわ」


「月は？」


「まだ。でも、もう月の出までいくらもない」


　ジローは頷うなずいた。


　そして、


「例の物は？」


　リンスケはニヤリと笑った。床に置いたジュラルミン・ケースを倒たおし、暗あん証しよう番号を叩たたき込んで鍵かぎを開ける。


　細長い直方体のケース。その中には、ワイン色の布ぬのが敷しき詰つめられ、鞘さやに収おさまった一ひと振ふりの日本刀が入れられていた。聖域を出るときクロウに説明していた通り、別ルートで運び入れた、彼の得え物ものである。


「お願いね。うちの若わかいのが先行してるけど、危あぶなっかしくって」


「……先ほどの男ですか」


「正せい義ぎ感が強いのはいーんだけど、なにぶん不器用でさ。神父からよろしく言われてんのよ。私これでも、チームの失点探さぐってる査察部の人間なんだけどねえ」


　神父らしいっちゃらしいけど、とリンスケは腕うでを胸に抱きつつ、頰ほおに人差し指を当てた。


　何気ないリンスケの台詞せりふに、ジローは眉まゆを吊つり上げた。


「神父ですって？　いるんですか、特区に？」


「いまは留る守す。何を隠かくそう、鎮圧チームの隊長って、神父がやってんのよ。彼だけじゃない。陣内先生じんないセンセも、龍りゆうの大先生センセもいるんだから」


　悪いた戯ずらっぽくリンスケが告げた。ジローは口を曲げ、複ふく雑ざつな表情をした。


「……他にもいるんじゃないでしょうね。ウォーロック家とか、ウォーロック家とか、ウォーロック家とか……」


「香港時代の顔ぶれは、大まか揃そろってるんじゃない？」


「……来る場所を間違えました」


　ジローはげっそりと渋じゆう面めんを浮かべた。


　が、


　キッ、とジローが相そう貌ぼうを引き締しめ、黒い瞳ひとみを光らせた。


　ぞわり、と周囲の空間が乱みだれる。リンスケが慌あわてて後ろに下がった。すると、ケースに収まっていた日本刀が、空中に浮き上がった。力場思念ハイド・ハンドだ。


　軽々と宙に浮いた刀は、次の瞬しゆん間かんジローの元に飛んだ。


　シャッと小気味よい音を立てて刃やいばが鞘走る。かと思うと、空中に銀色の軌き跡せきを描えがき、再び鞘に収まる。


　ジローの手足を縛しばっていた縄なわ──銀ぎん製せいの繊せん維いが織おり込まれた縄が切せつ断だんされ、床ゆかに落ちた。


　ジローが立ち上がった。日本刀が、まるで意い志しを持っているかのような誇ほこらしげな動きで、主の側に飛び寄った。それを、右手でつかみ取る。


　カチャン、と刃が鳴った。


　リンスケは感かん慨がい深ぶかそうに頷いた。


「やっぱ、その方が似合うわね。あなた」


「言いたいことは多々ありますが、事じ態たいは一いつ刻こくを争います。まずは、過か去この亡ぼう霊れいにケリを付けましょう」


　低い、だが凜りんとした凄すご味みのある声でジローが言った。「ええ」とリンスケが不ふ敵てきに笑う。


「案内するわ。そして……お帰りなさい。『銀ぎん刀とう』の超先生センセ」
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　烏ウー龍ロン茶ちやは、冷めてしまった。





　湯気の消えた急きゆう須すを見つめ、ミミコは首を傾かしげながらため息をついた。


「……おっかしいわねー。何やってんのかしら、コタロウ君」


「チャンと遊んでるんだろう。あの子は夢む中ちゆうになると、すぐ言いつけを忘わすれるから」


　黄が目を細めて中庭を見やった。その仕草を見るだけでも、彼女がチャンをいかに可愛かわいがっているかがわかる。


「……失礼ですけど、お子さん……じゃないですよね？」


「そう見えるかい？」


「少し」


　遠えん慮りよしながら正直に告げると、黄は「そうか」と嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「似たようなものだが違う。あの子の両親を傭よう兵へい時代に助けたことがあってね。私の正体を知っても態度を変えない変わり者で、こちらも色々世話になった。それが、愛まな娘むすめが大病を患わずらったとき、私のもとを頼たよってきた。この子を頼たのむ、と」


「じゃあ？」


「ああ。あの子を転化したのは私だ。私にとってはただ一人の血族さ。もっとも、それがあの子にとって良かったかどうか……」


　黄は両りよう肘ひじを円卓に置いて肩をすぼめた。ひとまとめにした黒くろ髪かみが肩から流れる。そうしていると、彼女が吸血鬼という以前に、一人の女じよ性せいであることが知れる。


「……チャンが幸せになれるかどうかは、これから次し第だいだと思いますよ」


「……うん。私も、そう思うことにしている」


　黄はそう言ったが、見る限かぎり後こう悔かいの方が強いようだ。命を助けた、というよりは、吸血鬼にしてしまった、という罪つみの意い識しきが拭ぬぐえないのだろう。


　そこでミミコは思いつき、あえて明るい口調で言った。


「あれですね。特区で暮くらし始めたら、子育てが大変」


「こ、子育て!?」


「そうですよ。いくら吸血鬼が成長しないにしても、人間社会に紛まぎれて生きる以上、教育は絶ぜつ対たい不ふ可か欠けつです。とすれば、チャンの教育をするのは黄さん以外いないじゃないですか。いまや、名実共に保ほ護ご者しやなんでしょ？」


「し、しかし私は、子育てなんて一度も……」


　目を白黒させる黄に、ミミコは、にししとアヒル口を広げながら、


「似合うと思いますよ。お母さん役」


「私が……母に……」


　黄は凜り々りしい美び貌ぼうを赤く染そめ、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　そして、ミミコが見守る前で、ゆっくりと破は顔がんする。


「……そうか。そうだな。チャンと二人。あそこでなら、そういう生き方もあるかもしれないな」


　そう言って、表通りに面する窓まどへ、遠い視し線せんを投げた。特区のある方向だ。そろそろ日が落ちる。街は人工の明かりで身を飾かざり、昼とは違うもう一つの顔をのぞかせ始めているころだろう。


　と、黄が表情を翳かげらせた。ミミコが気付き、


「どうかしました？」


「……通りから人の気配が消えた」


「ああ」


　そう言えばそうだ。窓から聞こえていた雑ざつ音おんが、いつの間にか消えている。夕暮れとはいえ、ここは中ちゆう華か街がいである。むしろ、中華料理を楽しみに来る人々で、これからの方がにぎわうはずだ。


　ミミコは不ふ審しんに思いつつ、外の様子を確たしかめようと席を立った。黄は感情を殺して外の気配を探さぐっていた。が、ミミコが窓に近寄るより早く、顔色を変えて、ガタリと椅い子すを鳴らした。


「まさか──！」


　閃せん光こうが弾はじけたのは、その直後だった。


　穏おだやかな夕日が差し込こんでいた窓。その窓から、斜陽を押おし退のける強い光が、横よこ殴なぐりに照らされた。サーチライトの直ちよく射しやに似た光に、ミミコは覚えがあった。


「太ラ陽イ灯ト!?」


　黄が舌した打うちして行動に移うつった。一挙動で階かい段だんまで飛び、手すりをつかむ。


「待って！　黄さんっ！」


　ミミコが叫さけんだときには、黄の長い黒髪が階段の下に消えたところだった。間かん髪はつを容いれず爆ばく発はつ音と銃じゆう声せい。それに悲鳴。正面ドアが蹴け破やぶられたに違いない。


　心しん臓ぞうが凍こおり付いた。何が起きたかは明白だ。鎮ちん圧あつチームが襲しゆう撃げきをしかけたのだ。


「あいつらっ！」


　──せっかく……せっかく何もかも上う手まくいくところを……！


　ミミコは髪を搔かきむしった。怒いかりで目の前が暗くなる。鎮圧チームに対し、本気で殺意を覚えた。


　だが、上司の──日ひ頃ごろは嫌いやみとしか聞こえない口うるさい忠ちゆう告こくが、ここに来てミミコの激げき発はつを諌いさめる。


　誰だれかを恨うらむようでは、調停員コンプロマイザーは務つとまらない、と。


「くそおっ！」


　ミミコは怒りと泣き言をのみ込んで、黄のあとを追った。


　──絶対に、おかしい！


　鎮圧チームが取った今回の一連の行動は、明らかに度を越こしていた。理由があるはずだ。その理由を明らかにするまでは、このような無法、断だんじて許ゆるさない。


　ミミコは階段に駆け寄った。とたんに強きよう烈れつな臭しゆう気きが襲ってきた。ニンニク臭だ。吸血鬼の中には、このにおいを苦手とする血けつ統とうが多い。人間には不ふ快かいと感じるレベルに抑おさえられているが、彼らにすれば行動不能に陥おちいる臭気だろう。


　一いつ瞬しゆん怯ひるみつつ階段の中に飛び込む。一階の食堂は、黄おう褐かつ色しよくに着色されたガーリック・ガスが充じゆう満まんしていた。その中に機敏に動く人ひと影かげがある。腰こしを屈かがめ、互たがいに連れん携けいを取りながら、遅ち滞たいなく前進している。手にしたサブマシンガンがときおり銃　火ノズル・フラツシユを閃ひらめかせると、充満したガスに遮さえぎられ、赤くて丸い光を灯ともした。


　鎮圧チームだ。太陽灯が灯ってまだ一分と経たっていないというのに、すでに一階は制せい圧あつされていた。隊員たちは現在中庭に通じる扉とびらへ向かっていた。攻撃を受けた吸血鬼たちは、奥おくへ奥へと逃にげ込んだのだろう。


「止め……っ」


　ミミコは怒ど鳴なろうとしてガスを一いつ杯ぱいに吸すい込んだ。嗅きゆう覚かくが縮ちぢみ上がった。人体に無害とはいえ、嘔おう吐と感が胃を突つき上げる。


　ミミコは咳せき込んだ。それを聞きつけ、鎮圧チームの隊員の一人が彼女へと銃口を掲かかげた。結局発はつ砲ぽうはされなかったが、避よけようとした彼女は階段から足を踏ふみ外した。そのまま階段を転げ落ちた。


　一階の床まで落ちたミミコは、痛いたみに目を閉とじ、悲鳴を嚙かみ殺した。


「どうしたっ？」


「例の調停員コンプロマイザーだ」


　隊員たちの話し声が聞こえた。くぐもっているのは、ガスマスクを付けているからだ。一人が近づき、怪け我がの有う無むを尋たずねてきた。


　ミミコはうっすらと目を開けた。


　黄褐色の視し界かいに、鎮圧チームの戦せん闘とう服ふくが身を屈かがめてのぞき込んでいるのが映うつる。だが、ミミコの目は、すぐ側で横たわる女性に釘くぎ付づけになった。


　見覚えがあった。難なん民みんの一人だ。新聞紙を正方形に切っていたミミコに、折紙を買ってきてくれた。『カンパニー』の人間と聞いて敵てき意いを浮うかべていた顔が、チャンに折ってやるんだと聞いた途と端たんに、ほっとしたように柔やわらかくなったのを覚えている。


　いま彼女の瞳ひとみは何も映さぬまま天てん井じように向けられていた。胸の中央に無む惨ざんな銃じゆう創そうがある。思わず伸のばしたミミコの手が触ふれると、そのまま灰はいになって床に崩くずれた。


「……！」


　頭の奥で何かが爆発した。


　差し伸べられていた隊員の手を払はらいのけ、全力で飛び起きる。転落の痛いたみなど吹き飛んでいた。予期せぬ反はん応のうに戸と惑まどう隊員の隙すきを突き、取り押おさえようとする腕うでをかいくぐって中庭へ飛び出した。


　外に出るとガスが薄うすまり、肺はいに澄すんだ空気が入ってくる。だが、吸い込んだ空気には、嗅かぎ慣なれない焦こげ臭くささが混まじっていた。


　中庭の菜園は、まさに軍ぐん靴かに踏みにじられつつあった。


　漆しつ喰くいの壁かべには斜ななめに走る銃創が連なり、土と野菜は血に汚よごれていた。所々、主あるじを失った衣類が落ちている。四方を壁に囲まれた中庭を、罵ば声せい、怒声、悲鳴、そして銃声が飛び交かっていた。


　ミミコが映像の中でしか見たことのない光景。


　吸きゆう血けつ鬼き狩がりの光景だった。


　身体中からだじゆうの血の気が引いたように手足が冷たくなり、次の瞬間、それがすべて逆ぎやく流りゆうして頭が熱くなった。意い識しきする間もなく、全身で大声を張り上げていた。





「止やめなさいっ！」
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　信じられないことに、その瞬間、銃火が途絶えた。


「何をしているの！　これはいったい何!?　彼女たちの身み柄がらは調停部が預あずかりますっ。いますぐ戦闘を中止しなさいっ」


　中庭に展てん開かいした鎮ちん圧あつチームの隊員たち。食料庫に追い込まれ、分ぶ厚あつい扉越しに応戦する吸血鬼たち。両陣じん営えいの視線が、ミミコに集中した。どの顔も汗あせと硝しよう煙えんにまみれていたが、浮かんでいるのは判はんで捺おしたような同じ表情だ。呆あつ気けにとられていた。


　ミミコの髪はぼさぼさに乱みだれ、身にした『カンパニー』の制せい服ふくもあちこちに綻ほころびができている。スカートは太ももまでまくれ上がり、肘ひじや膝ひざは擦すり剝むいて血が滲にじんでいる。


　それでも、彼女が仁に王おう立だちになり、両目を吊つり上げて戦場を睥へい睨げいする様は、無視することが難むずかしい迫はく力りよくがあった。


　だが、ミミコが奥に踏み入ろうとしたとき、彼女の腕を力ちから任まかせにつかんだ者がいた。


「馬ば鹿かか貴き様さまらっ。続けんか！」


　ミミコの叫さけび声に勝まさるとも劣おとらない、腹はらに響ひびく胴どう間ま声ごえがした。弾はじかれたように銃撃戦が再開された。


「なっ!?」


　髪を乱して振り返ると、褐色の肌の男がバイザー越ごしにミミコをねめつけていた。全身から、沸ふつ騰とうしそうな怒気が噴ふん出しゆつしている。話したことはないが、それが誰かは知っていた。現在隊長代理として鎮圧チームの指し揮きを執とっているバドリック・セリバンだ。


「この大馬鹿者っ！　いったいどういうつもりだっ。自分が何をしているか、わかっているのか！」


　吹き飛ばされそうなほどの大だい喝かつだった。


　が、ミミコは怯ひるむどころか、


「それはこっちの台詞せりふよ！」


　嚙かみ付く勢いきおいで唾つばを飛ばした。


「こんなの一方的な虐ぎやく殺さつじゃないっ。あなた正気なのっ？　これが『カンパニー』のやること!?」


「一いつ介かいの調停員コンプロマイザーが口を挟はさむことではないっ。この作戦はシンガポール協定に則のつとったものだ。そもそも鎮圧チームの決定は諜ちよう報ほう部の意向に優ゆう先せんする！」


「それを言うなら、あなたたちの行こう為いは『カンパニー』の規き定ていを逸いつ脱だつしているとしか思えません！」


　バドリックの胸むなぐらをつかみ、「なぜですかっ!?」と疑問を叩き付けた。


「どうしてこんなことをっ？　こんなの間違ってるっ。あなただって『カンパニー』の人間でしょ!?」


　そのときのミミコにはいかなる打算もなかった。ただ純じゆん粋すいに怒りと疑問をぶつけていた。


　混じりけのない──しかも善ぜん意いからなる感情の爆ばく発はつを黙もく殺さつできるほど、バドリックは非ひ情じようではなかった。彼が神父に及およばぬ所以ゆえんだ。


「……事情は、あとで説明するっ」


　苦く渋じゆうの滲にじむ顔で、唸うなるように吐はき捨すてた。


　納なつ得とくがいかない。到とう底てい承しよう伏ふくできない。


　しかし同時に、ミミコは悟さとった。彼女が何を言っても、バドリックは作戦を遂すい行こうするだろう。彼の目。彼の態度。すべてが告げている。これほどの強行、相当の覚かく悟ごがなければ、実行に移うつせることではない。


　ミミコはバドリックを振ふり払はらって、吸血鬼たちがいる食料庫に走ろうとした。しかしバドリックは手を放さない。ミミコは怒おこって、彼の手に嚙かみ付いた。あまりの行動に、バドリックも啞あ然ぜんとする。しかし、痛いたみを感じたようではなかった。鎮圧チームへの二次感かん染せんは、もっとも恐れるところである。隊員は全身を防ぼう刃じん性せいの強いアンダーウェアで覆おおっているのだ。


「ちくしょう、放せ！　放して！」


　歯で嚙み、爪つめを立て、拳こぶしを叩たたき付けて、ミミコは狂くるったように腕を外そうとした。バドリックは頑がんとして、力を緩ゆるめなかった。だが、怒鳴りつけることもできなかった。まだ二十歳に満たない少女が、恥も外聞もなく、難民たちのためにのどを嗄からしているのだ。怒声をぶつけることなどできない。


「……もういい、ミミコ」


　恐ろしく落ち着いた声がした。


　ミミコが、いつの間にか涙なみだぐんでいた目を背はい後ごに向ける。


　食料庫の中から、武ぶ器きを捨て、両手を上げた黄が出てきた。銃撃を受けたのだろう。太陽灯の光を四方から浴びる彼女は、全身血に染まっていた。トレンチコートは見る影かげもない。だが、彼女はわずかに微笑んでさえいた。


「もういい」


　と黄は繰くり返した。


「もう十分だ」


「黄さん！」


「私たちは降こう伏ふくする。これ以上抵てい抗こうする意い志しはない。どんな目に遭あってもいいから、仲間の命だけは助けて欲ほしい」


　声には緊きん張ちようが滲んでいた。だが、卑ひ屈くつなところはどこにもない。黄は胸を張り、己おのれの運命を人間たちに預あずけようとしている。


　バドリックは一いつ瞬しゆんだけ奥おく歯ばを嚙んでから叫んだ。


「撃うて！」


「なっ!?」


　愕がく然ぜんとしてミミコがバドリックを見上げる。


　しかし、隊員たちは銃じゆう口こうを向けたまま、引き金を引けずに硬こう直ちよくしていた。バドリックがもう一度発はつ砲ぽう命令を出しても、やはり自分から撃ち出せる者はいなかった。ミミコは、そのときになってようやく、彼らの顔にバドリックと同じ苦く悩のうが刻きざまれていることに気がついた。


　彼らの主要任にん務むは、その名の通り「鎮ちん圧あつ」である。過か酷こくな訓練をこなし、優すぐれた技ぎ術じゆつを身に付けているのは、社会の秩ちつ序じよを乱みだす吸血鬼を「鎮圧」するためなのだ。「殲せん滅めつ」するためではない。


　たとえ相手が吸血鬼であっても、丸まる腰ごしで両手を上げる女性目がけて発砲することが、鎮圧チームの隊員としてではなく、一人の人間としてできなかったのだ。


　部下たちの胸きよう中ちゆうは、バドリックにも手に取るようにわかるらしい。顔面を怒いかりに染そめたが、それ以上発砲を促うながさなかった。代わりに、自ら手にしていたサブマシンガンの照しよう準じゆんを黄に合わせた。


「止やめて！」


　ミミコがサブマシンガンに飛びかかり、銃口を自分の身体からだで覆おおった。「馬ば鹿か者ものっ」とバドリックが加か減げんを忘わすれた勢いでミミコを殴なぐりつけた。彼女は一メートル以上殴り飛ばされて、地面に落ちた。


　頭をぶつけ、視し界かいがぐらりと揺ゆれるのを感じた。その歪ゆがんだ視界の中で、バドリックがサブマシンガンを両手に構かまえるのが見えた。


　わからなかった。何もかもがわからなかった。


「どうして!?」


　金切り声を上げて叫んだ。


　その、全身全ぜん霊れいの問いかけは、バドリックの胸に突つき刺ささった。彼は反はん射しや的に叫び返していた。


「奴やつらの中に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がいるんだ！」


「──！」


　ミミコの身体を驚きよう愕がくが貫つらぬいた。


　啞然としたのは両手を上げていた黄も同様だ。


「噓うそだ！」


「噓ではないっ！　貴様らが潜せん伏ぷくしていた農村から、感かん染せん者が出たっ」


「馬鹿なっ。私たちはただの『断絶血統ブラツド・オーフアン』の集まりだ！」


「なればこそっ、その中に紛まぎれても判はん別べつはつくまいっ。違ちがうか!?」


「わ、わからないはずがないだろ!?　国を出てから、ずっと一いつ緒しよに行動していたんだぞ？　血を吸すった者を転化するなんて性せい質しつを持っていれば、わからないはずがない！」


「ここに来るまで、いなくなった者が一人もいないと!?」


「当たり前……」


　黄の反はん論ろんが途と切ぎれた。その美び貌ぼうが絶ぜつ望ぼうで青ざめる。ミミコもハッと息を止めた。彼女との会話の断だん片ぺんが、頭の中で再さい生せいされた。


　──『楽な旅じゃなかった。ここに辿たどり着くまでに、理由も告げず、二人が離はなれていったよ』


　──『血を吸すった相手を殺しているからです』


「噓……」


　ミミコの唇くちびるが勝手に動いて言葉をもらす。


　黄が言葉を失ったのを確かく認にんした瞬間、バドリックの態たい度どから迷まよいが消えた。彼は引き金を引いた。


　銃口が火を噴ふく。吸血鬼を殺さつ傷しようするためにのみ製せい造ぞうされた銀頭弾シルバーチツプが、旋条ライフリングによって螺ら旋せん状じように回転しながら飛び出した。照準はぴたりと黄の心しん臓ぞうに合わされていた。飛ひ弾だんは吸い込こまれるように、彼女に襲おそいかかった。


　だが──


　その銃弾は着弾しなかった。


　初め、ミミコやバドリック、そして撃たれた黄は、何が起きたのかわからず、きょとんとした。


　そして気がついた。銃弾が空中に停止しているのだ。


「力場思念ハイド・ハンド──！」


　バドリックが叫んだ。そんな彼を嘲あざけるように、ケラケラという哄こう笑しようが、頭上から降ふってきた。


　食料庫の屋根の上。その場にいた人間と吸きゆう血けつ鬼きは、一人残らず顔を上げた。


　すでに落らく陽ようは地平に接せつし、空は茜あかね色から深い群ぐん青じように変わっていた。雲はなく、星がいくつか見える。


　ダークブルーの夕空を背はい景けいに、瓦かわ葺らぶきの屋根の上に、一人の男が腰こしを下ろしていた。男は、仰のけ反ぞるようにして高らかに笑っていた。ただ笑っているだけだというのに、全身に悪お寒かんが走った。


「全面降伏ってのは不ふ甲が斐いないぜ、黄。国を出るときのガッツはどうした？　いいから、こいつら血祭りに上げてやろうじゃないか。心配しなくても負けやしねえ」


　男は笑いながら、彼のリーダーに請うけ負う。


「この俺おれがついてる」


「曾……お前……」


　黄が脱だつ力りよくして膝ひざをついた。彼女の姿すがたを見て、曾は「おいおい」と苦くし笑ようした。


「しゃきっとしろよ、大たい将しよう。見てらんねえな」


「お前……お前、本当に……」


　掠かすれ声の黄に、曾は両腕を広げ、肩かたを竦すくめた。


「嬉うれしかったぜ。お前が昼間、俺の血統でも迎むかえ入れるって言ったときはよ。何せ嫌きらわれ者でね。優やさしさに飢うえてるんだ」


　曾がニッと笑う。剝むき出しの牙きばを見せつけるかのように。


　バドリックが警けい告こくなしに引き金を引いた。フルオートに切り替かえられたサブマシンガンが立て続けに銀シル頭バー弾チツプを弾き出した。彼の指し示じを受けるより先に、他の隊員たちも銃火を集中させた。


　だが、撃たれた弾丸は全弾空中で軌き道どうを逸そらされた。夕空に弾丸が曲線を描き、跳ちよう弾だんによって曾の周囲の瓦が踊おどるように破は砕さいされていく。曾は馬鹿にして鼻を鳴らし、悠ゆう然ぜんと立ち上がった。


　屋根の上から西の空を望み、


「けっ。ようやく沈しずんだか」


　憎にく々にくしくつぶやくと、今度は満足そうににやつきながら東の空に向き直った。


　生まれたての夜空。そこには、円を描えがいた金色の天体が浮かんでいる。


　満月だ。


「始めるぜっ」


　曾が告げると、食料庫の中から悲鳴が湧わき上がった。ただの悲鳴ではない。恐きよう怖ふと驚きよう愕がくがない交まぜになった、断だん末まつ魔まの如ごとき叫さけび声だ。それも、一つや二つではなかった。


「まさかっ」


　バドリックが痛つう恨こんの声をもらした。黄は膝ひざをついた姿し勢せいで、闇やみに閉とざされた食料庫の入り口を見つめた。ガタガタと全身が震ふるえだした。


　ミミコが我われに返り、立ち上がる。


「コタロウ君っ？　コタロウ君は!?」


　ミミコの呼よび声に、黄がビクリと反はん応のうした。「チャン！」と悲ひ痛つうな叫び声で呼ぶ。


　食料庫の悲鳴は、呆あつ気けないほどすぐに止やんだ。


　そして、彼女の呼び声に答えるように、ひょこりと小さな少女が顔をのぞかせた。幼おさない顔に浮かぶ、あどけない表情。だが、彼女は頭から浴びたように、大量の血に濡ぬれていた。


「……チャン」


　黄が弱々しく言った。


　その直後、半開きだった食料庫の扉が、内側から吹ふき飛ばされた。中から、飢えた獣けものと化した吸血鬼たちが、雪崩なだれのように飛び出してきた。


　目は爛らん々らんと光り、牙を剝き出しにし、全身に血を浴びている。人間性と呼べるものは、完全に失うせていた。


「撃うてぇ！」


　鎮ちん圧あつチームたちが発はつ砲ぽうした。だが、吸血鬼たちはさっきまでに倍する速度で動き、一瞬にして間合いを詰つめていた。銃弾に片かた腕うでを吹き飛ばされながら迫せまり、隊員をつかむと軽々と放ほうり投げる。繰くり出した拳こぶしが壁かべを砕くだき、刃は物もののように伸のびた爪つめが、アンダーウェアに包まれた肉体を易やす々やすと切り裂さいていく。


　巻まき起こる悲鳴と怒声。だがその立場が入れ替わった。戦局が一瞬にして覆くつがえされた。


「落ち着けっ。フォーメーションを乱みだすな！」


　バドリックが指し示じを飛ばすが、ほとんど効こう果かがない。彼自身、肉にく薄はくする何人もの吸血鬼へ必死の形相で銃弾を叩たたき込んでいた。


　全員が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染まっていた。彼らは転化した直後でも、驚きよう異い的な力を誇ほこる。


　しかも──


「くそっ。こいつら全員操あやつられてやがる！」


「操るなんて人聞きが悪い。解かい放ほうしてやってるのさ」


　催さい眠みんによって理性が奪うばわれているのだ。だから、自らが傷きずつくことを省かえりみようとしない。


　チームの中では善ぜん戦せんを続けていたバドリックだったが、敵てきの攻こう勢せいを受けて、ついには弾丸を撃ち尽つくした。弾倉を交換マガジン・チエンジする暇ひまはない。腰こしのホルスターから拳けん銃じゆうを抜きはなったところで、敵の蹴けりを躱かわしきれず左腕でガードした。


　ガードした腕が嫌いやな音を立てて折れる。バドリックは悲鳴を嚙み殺して拳銃を撃ったが、近距きよ離りでありながら一発も当てられなかった。敵は一度距離を置き、次の攻撃の隙すきをうかがう。それを避よける力も退しりぞける力も、バドリックにはもはやない。


「あっ……あっ」


　ミミコはほとんど自失した状じよう態たいで、目の前の阿あ鼻び叫きよう喚かんを見つめていた。


　バドリックがあれほど強きよう行こうだったわけがわかる。彼はまさに、こうなることを恐おそれていたのだ。


　そんなミミコの前にも、吸血鬼が一人立ちはだかった。


「ひっ」


　と、しゃくり上げるような悲鳴がもれる。なんの武ぶ装そうもしていないミミコを見て、吸血鬼は残ざん虐ぎやくな笑みをもらした。ゆっくりと、見せつけるように口を開ける。血と唾だ液えきの滴したたる牙が顕あらわになり、口こう腔こうがあぎとと化した。


　そのときだった。


　中庭を照らしていた太陽灯。それがほとんど同時に、爆ばく発はつするように破は壊かいされた。


　血けつ臭しゆうの漂ただよう空間が、夜の薄うす闇やみに包まれた。吸血鬼たちの光る眼がん孔こうが、闇の中に浮かび上がった。そのいくつもの目が残らず困惑を浮かべ、異変の原げん因いんを求めて周囲に視線を飛ばした。


「上だ！」


　曾が叫んだ。


　ミミコに襲いかかろうとしていた吸血鬼を含ふくめ、三人の吸血鬼が曾の叫びに応じて高々と飛び上がった。同時に、料理店の屋根を飛び越え、一つの人ひと影かげが矢のように中庭に飛び込んできた。


　四つの影が空中で交こう錯さくする。


　月光の下に、涼すずやかさすら感じさせる銀色の軌き跡せきが閃ひらめいた。


　そして、影たちが落下する。


　両断された三人の吸血鬼が、重たい音を立てて地面に落ちた。落ちた後は悲鳴すらもらさず、形を失って灰はいと化した。


　わずかに遅おくれて、最後の一人が降こう下かする。


　左手で帽ぼう子しを押おさえ、右手に銀色の刃を持ち、屈かがみ込むように着地。


　着衣の裾すそが、翼つばさを畳たたむように翻ひるがえって舞まい降りた。


　辺りが水を打ったように静まった。


　一人無事に着地した人影は、ゆっくりと両足で立ち上がった。赤い帽子に赤いスーツ。右手に携たずさえたのは、銀色に輝かがやく抜き身の日本刀。彼は無言で、屋根の上の曾をにらみつけた。


「お出ましか」


　と、曾が。


「お前……！」


　と、バドリックが呻うめく。


　最後にミミコが叫んだ。


「ジローさん！」


　ジローはどの声にも反はん応のうを示さなかった。









　　四章　満月の兄弟
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　始まりのときも、終わりのときも、彼女は辛つらそうにして、


　ごめんなさい──


　とジローに告げた。


　謝あやまることなんかないのに。


　ジローはいまでも思っている。謝ることなんかない。これは彼自身が選んだことだ。そしてジローは自らの選択に、いまも変わらぬ誇ほこりを抱いだき続けていた。


　あなたは優やさしすぎるから、と彼女は言う。ジローは首を振ふって否ひ定ていする。優しいからではない。こうすることが、自分にとって幸せなのだ、と。


　最期の瞬しゆん間かん。ジローは彼女の身体からだを強く強く抱だきしめていた。


　強く強く抱きしめながら、白く柔やわらかな首くび筋すじに、牙きばを立てていた。


　彼女は血を吸すわれながら、ジローの頭を搔き抱いた。愛いとおしそうに何度も何度も、彼の黒くろ髪かみに指を潜もぐらせた。


　仰あお向むけに倒たおれる彼女は、


　月が見えるわ──


　とジローに言った。


　それからもう一度ジローの首に手を回し、ぎゅっときつく抱きかかえた。


　でも、わたしのはこっち──


　嬉しそうに、得意そうに、そして甘あまく、ささやいた。


　わたしのフルムーン──
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　香ホン港コン。


　止まることなく流れる、水と人の新都。


　発はつ展てんと繁はん栄えいが過か去このものとなって久ひさしく、最新の技ぎ術じゆつと流行も、惰だ性せいと退たい廃はいに虚きよ飾しよくを施ほどこすばかりだった。人々は失われた未来の代だい価かに、刹せつ那なの快感と人造の栄光を求め、時間を費やしていた。


　導みちびかれるように訪おとずれた都市で、彼は世界を揺ゆるがす災さい禍かに取り込まれた。そして二人の関係は、次の段だん階かいへと否いや応おうなく進んだ。


　もっと先のことだと、ジローは思っていた。もう少し先であって欲ほしいと、彼女は願っていた。しかし、そうはならなかった。古きが駆く逐ちくされ、世の摂せつ理りが急速に再さい構こう築ちくされる時代。長きにわたり秘ひ匿とくされ続けた闇もまた、新たな在あり方を世界に問おうとしていた。


　本当はどうでもいいのだ。


　人間も、吸血鬼も、勝手に生きればいい。好きに死のうと構わない。


　自分はただ、彼女との約束を守るために。


　もう一度だけ、彼女に褒ほめてもらうために、剣けんを取る。





　この血に懸かけて。
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　ジローの参入は、戦場に再ふたたび静せい寂じやくをもたらした。


　まずは状じよう況きようを把は握あく。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』による一次汚お染せん。感染個こ体たいは十二体で、うち三体は接せつ敵てき時じに斬きり捨てた。残る九体は全員視経侵攻アイ・レイドにより感染源げんの支し配はい下かにある。


　鎮ちん圧あつチームは死者ゼロ、負ふ傷しよう者しや七、うち六名まではすでに行動不ふ能のう。残る一名も重傷で戦力としては役に立たない。バックアップをのぞけば、現げん在ざい戦闘に加わっているのは負傷したバドリックを含ふくめてわずか五名。


　ミミコは無事。この場においてもっとも無力な存そん在ざいだというのに、運の強い子だ。まずは一安心。黄ウオンの姿すがたも見える。ショック状態なのは仲間の運命を思えば無理からぬことだった。同情はするが戦力としては数えられない。


　そして屋根の上。


　感染源の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が腰に手を当てて値ね踏ぶみするようにジローを見下ろしている。


　名は確たしか、曾。


「……やりましたね」


「やったがどうした」


　曾が平然と答えた。わずかに揶や揄ゆする響ひびきがある。だが目は真剣だ。こちらの実力を量る目つきだった。そういえば、自分を『同族殺し』と見抜いたのは、この男だった。つまりは香港時代を知っている、ということか。


「貴き様さま……どうやってここに!?　残した部下はどうした！」


　バドリックが叫んだ。ジローは一いち瞥べつして答える。


「眠ねむってもらいました。ご心配なく。いまごろは起きてるはずです」


「馬ば鹿かなっ。バイザー越ごしに催さい眠みんをかけたとでも言うつもりか!?　そもそもあの封ふう印いんをどうやって──」


「手引きした者がいたりして」


　答えたのはジローではなかった。料理店から顔をのぞかせたリンスケは、呆ぼう然ぜんとするバドリックに軽い調子で片かた手てを振ふった。


「リンスケ……貴様どういうつもり……っ」


「話はあとあと。いまそれどころじゃないでしょうが」


　叫び返して出入り口から頭を引っ込こめる。中庭に出る気は毛頭ないらしい。


「ジローさんっ」


　と今度はミミコが声を上げた。


「コタロウ君がいないのっ。ひょっとするとあいつらに……」


「……わかっています。まだ大だい丈じよう夫ぶ」


　コタロウの姿がないことは、無む論ろん気付いている。ここに飛び込むと同時に最優ゆう先せんで確認済ずみだ。


　だが、この近くにいることは間違いない。ジローは弟の気配をすぐ側に感じていた。吸きゆう血けつ鬼きが一か所に密みつ集しゆうしているため正確な場所が把握できないのだ。


　──やはりまだ回かい復ふくにはほど遠い……


　極めて厳きびしい状況だった。


　だが、それは何も今回が初めてではない。そして、今回を最後にするつもりもない。


　ジローはぐっと銀色の刀を握にぎり締しめた。


　曾に向かって言う。


「弟はどうしましたか」


「安心しろ。手出しはしてねえ」


「いまどこに？」


「直接聞き出してみろよ。ほら」


　曾の両目が怪あやしく閃ひらめいた。直後、平へい衡こう感覚が失われ、立ちくらみに似にた視し野や狭きよう窄さくがジローを襲おそった。視経侵攻アイ・レイドだ。


　ジローが奥おく歯ばを嚙かみしめる。侵しん入にゆうを許ゆるした五感を一時的に切り離はなし、意識を己おのれの体内に集中。血の流れ、脈動のリズムに精せい神しんを合わせて、確固たる自じ我がを意識する。内面を固めたのち、外界へ。視覚が戻ったとき、ジローは地面に片膝をついていた。


　思わず舌した打うちをする。こうもあっさりと侵攻を許すとは。


　わずかに遅おくれて回復した聴ちよう覚かくが、


「ジローさん！」


　と呼ぶミミコの声を捉とらえた。彼女の目には、ジローが貧ひん血けつでふらついたように映うつったのだろう。


「なんだなんだ、おい。戦やうる前から死にかけてんじゃねえか」


　仕し掛かけた曾が呆あきれてもらした。一瞬の侵攻でジローのコンディションを知ったのだ。


　深部への侵攻ができずとも、肉体反はん射しやレベルでの操そう作さは可能だ。わずか半瞬とはいえ、曾がその気ならジローは自分で自分に斬きりかかっていた。そうしなかったのは、曾がジローを警けい戒かいしていたがゆえだ。


「ちっ。期待外れだぜ。あんたまさか、マジに海に落ちたのかよ？」


「…………」


　ジローは返事をしない。それを肯こう定ていと取り、曾はわざとらしく空を仰あおいでみせた。


「カーッ。それで生きてるってのは驚おどろきだが……なんともはや。『同族殺し』も形かた無なしだな？」


　曾の台詞せりふを、ジローは淡たん々たんと黙もく殺さつしていた。しかし、何気なく口にされた言葉に、バドリックが反応を見せる。


「『同族殺し』？」


　彼の目がジローに向かった。そして彼の持つ日本刀を凝ぎよう視しし、弾かれたように驚きよう愕がくを浮かべた。


「銀の日本刀……貴様まさか『銀ぎん刀とう』っ？　あの『銀刀』なのか!?」


　隊長代理の驚愕は、一瞬で隊員たちの間に伝でん播ぱした。


　彼らだけではない。背はい後ごでミミコが息を呑む気配が、やけにはっきりと感じ取れた。『同族殺し』と言われてピンとこなくても、もう一つの呼び名は彼女も知っていたようだ。


　──やれやれ。


　とジローは内心ため息をついた。


　十年といえば人間にとっては、決して短くない時間だと思っていたが……どうやら自分の悪名は、いまだ廃すたれていないらしい。ジローはちらりと己の愛刀──彼自身の二つ名の由来となった銀の刀に視線を落とした。


　これもまた、ジローが抱かかえるべき過か去この一つなのだろう。


「さすが、聖せい戦せんの英えい雄ゆう殿どの。人間どもには受けがいい」


「減へらず口はよろしい。弟はどこです」


「ふむ……人ひと質じちに、とも思ってたんだが、その様なら必要ねえか」


　曾は独どく白はくすると、足下の瓦かわら屋や根ねを蹴けり飛ばした。破は片へんが放射状に吹き飛ばされる。すると、屋根に開いた穴あなから何かが飛び出してきて曾の隣となりに並ならんだ。


　血まみれのチャンだ。瞳ひとみは虚うつろで、彼女がまだ曾の支配下にいるのがわかる。


　そして、もう一人。彼女に両腕で抱えられ、ジタバタと暴あばれているのは──


「コタロウ君！」


　コタロウは腕を後ろ手に回した状態で、鎖くさりで縛しばられていた。口にもくつわを嚙まされ、声を出せなくされている。自由になる頭と足を、必死に振ふり回していたが、ミミコの声を聞くとぴたりと止まった。


「ンンーッ！」


　中庭の情景を見下ろしてくぐもった声を上げた。


「ほらよ。感動のご対面──」


　曾がコタロウとチャンを横目に眺ながめ、再びジローに視線を戻す。


　しかし、そのときすでにジローの姿は中庭になく、主あるじを失った帽ぼう子しだけが、ひらりと空中に漂ただよっていた。


　眼がん前ぜん。


　瞬時に間合いを詰めたジローが、横よこ薙なぎの一いつ閃せんを繰くり出していた。月光を浴びて、銀刀が鈍にぶく輝いた。


　曾の顔面が凍こおり付いた。避よけられない。曾は全力で身体からだを捻ひねった。その動作が終わりきる前に、彼の左肘から先が夜空に跳はね飛んだ。


「ガアッ」


　曾の凶きよう相そうが歪ゆがむ。屋根の上に倒たおれる。受け身を取ったときには、銀刀の切っ先は翻ひるがえっていた。ジローの踏ふみ込み。迅はやい。風を巻き、ヒュッと音がする。


「チャン！」


　曾の命令にチャンが即そく応おうした。二人の間にチャンが割わり込み、抱えていたコタロウを盾たてにする。


「もがーっ」とコタロウの青い瞳がまん丸になった。だが、その手は読んでいた。ジローは微み塵じんも揺ゆるがず剣先の軌き道どうを修しゆう正せい。硬こう直ちよくするコタロウを避け、チャンの首くび筋すじへと銀刀を叩たたき込む。


「やめてぇ！」


　黄が絶ぜつ叫きようした。ジローは聞き流す。この手の修しゆ羅ら場ばは吐はき気がするほど潜くぐっている。銀刀を握にぎる手は、わずかたりとも容よう赦しやしない。


　が、曾の負ふ傷しようで支配力が弱っていたのか、彼女の声を聞き、一瞬チャンの目に意い志しの光が戻もどった。


　何もわかっていない目が、ぽかんとしたように無心にジローを見つめた。


　──くっ。


　ジローが刃を止めた。直後、全身に衝しよう撃げきを受けて、屋根から吹き飛ばされる。力場思念ハイド・ハンドだ。手足が痺しびれる。まともにくらった。


「っうっ！」


　ジローが背せ中なかから中庭に落下した。ミミコが慌あわてて駆かけ寄よったが、すぐには立ち上がることすらできない。曾も、全力を叩き付けたのだ。


「野や郎ろう！　やってくれるじゃねえかっ」


　曾が左腕を抱えながら吐き捨てた。出血が酷ひどい。にもかかわらず、彼の戦意は高こう揚ようしているようだった。先刻さつきまでの気取った余よ裕ゆうは消え去り、両目がギラギラと不気味な輝きを発していた。


「ああくそ、イテえっ。畜生デイウツ、上等だ。予定通りゲームを始めようじゃないか」


　曾の双そう眸ぼうが十字に光った。


　すると、それまで尻しり込ごみして見守っていた吸血鬼たちが、一人、また一人と曾と同じように両目を燃もえ上がらせていった。催さい眠みんの度合いを高めたのだ。いまや彼らは、全員曾と同じ表情を浮かべている。


「ゲーム？　なんのつもりです」


　ジローが立ち上がりながら尋たずねた。手を貸かそうとするミミコを振ふり払はらい、背はい後ごに下がるよう指し示じを出す。吸血鬼たちは臨りん戦せん態たい勢せいに入った。いつ襲おそってきてもおかしくない。


　ジローの質問に、曾は態度で答えた。残った右腕でチャンからコタロウをひったくり、


「簡かん単たんさ。勝負しようって話よ」


　曾は暴あばれ回るコタロウを脇わきに抱かかえた。


　吸血鬼たちの半数が、一いつ斉せいに屋根の上へと飛び上がった。一いつ糸し乱みだれぬ動きは、完全に曾の支配下に置かれた証しよう拠こだ。チャンの表情からも、一瞬垣かい間ま見みせた自じ意い識しきは跡あと形かたもなく消えている。


「逃にげる気ですかっ」


「ここじゃつまらん。場所を変える」


　曾はコタロウを抱えたまま首を巡めぐらせた。東の方。海のある方角だ。その海の上には、いままさに夜を迎むかえて活気づく都市がある。


「せっかく目と鼻の先に最高のステージがあるんだ。長年夢ゆめに見たステージがな」


「特区に入る気ですか!?」


「させるか！」


　ジローの叫び声に銃声が重なった。バドリックが屋根の上へ発はつ砲ぽうしたのだ。


　しかし弾丸はまたしても力場思念ハイド・ハンドに阻はばまれた。


　バドリックの攻こう撃げきが合図であったかのように、中庭に残った吸血鬼たちが、鎮ちん圧あつチームに牙きばを剝むいた。その数五体。数の上ではこちらが有利だが、すぐに片付く相手ではない。


　一方、残る四体は次々に中庭から表通りへと飛び去り始めた。その中にはチャンもいる。


　最後に残った曾は、飛び去る前にジローを振り返った。ジローは追い縋すがろうとするが、吸血鬼が前に立ち塞ふさがる。即そく座ざに斬きり捨てようとしたものの、未み熟じゆくにも焦しよう燥そうが剣筋を鈍らせていた。吸血鬼たちも、己おのれの身を省かえりみない攻撃から行く手を阻む動きへと変わっていた。


「おーおー手こずってるな。先に行くが、退たい屈くつさせんなよ」


「待ちなさいっ！　行っても無む駄だですっ。特区は結界に守られている。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、招まねかれない限かぎり中には入れません！」


　その台詞せりふを聞き、曾は会心の笑みを浮かべた。


「俺たちはもう招かれてる」


　と、ジローの後ろのミミコへ嘲ちよう笑しようを向ける。


「見み捨すてないんだもんな？　調停員コンプロマイザー」


　ジローが肩かた越ごしに振り返った。背後に立っていたミミコは蒼そう白はくになっていた。『断絶血統ブラツド・オーフアン』の事情を聞き、黄たちを招くと口約を与あたえたに違いない。


「じゃな」


　と曾が背を向ける。


「コタロウっ！」


　ジローは弟の名を叫んだ。兄の呼び声にコタロウが必死に首を向けようとする。


　だが、月光に煌きらめく金きん髪ぱつは、あっという間に屋根の向こうに消えた。


　──おのれっ。


　ジローの双そう眸ぼうが火を噴ふいた。正対していた吸血鬼が、瞬間的視経侵攻アイ・レイドで動きを奪うばわれ、真っ二つになる。


　だが、彼が灰はいと化した瞬間、鎮圧チームの相手をしていた一人がジローの前に躍おどり出た。あくまでジローだけは通さないつもりだ。


　ジローは血を吐くような唸うなり声を上げた。
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　制せい圧あつに要した時間は二分弱。三体をジローが斬きり捨て、二体を鎮圧チームが撃うち殺した。


　新たな負ふ傷しよう者しやは一人も出なかった。だが、失われた二分は、あまりに大きい。特にジローは性せい急きゆうさを求めるあまり、力を出し尽つくしていた。肩かたで息をし、瞳は朦もう朧ろうとなっている。その姿すがたは、昼間日光に弱っていた以上に、彼の消しよう耗もうが激はげしいことを物語っていた。


　それでもジローは、最後の一人を斬り倒すと、間髪を容いれず店に飛び込こみ、表通りへ駆け出した。


　ミミコが慌あわてて彼のあとを追う。本来なら追いつけるはずもなかったが、ジローは店内でよろめき膝ひざをついていた。銀刀を床ゆかに刺し、もたれかかるようにして辛かろうじて立っている。


「ジローさん、無む茶ちやよっ。そんな状態で追いつけるはずないわ」


　ミミコは、ジローの両肩をつかんで、彼を支ささえた。ジローが振り向く。顔には血の気が一いつ切さいなく、乱みだれた黒髪が額ひたいにかかっていた。


「……放してください」


「馬鹿！　自分の状態ぐらいわかってんでしょ？」


「よくわかっています。こんな所で休んでいる場合ではない」


　ジローは減へらず口を返したが、その表情は虚うつろだ。


　ミミコは唇くちびるを嚙かんだ。


　──この人が、『銀刀』……


『カンパニー』に関かかわる者で、『銀刀』の名を知らぬ者は皆かい無むだろう。


　銀はあらゆる吸きゆう血けつ鬼きにとって弱点となる万ばん能のうの抗吸血鬼材アンチ・ブラツク・ブラツド・マテリアルだ。銃じゆう創そうすら数秒で治ち癒ゆする吸血鬼が、銀による攻こう撃げきには、その驚異的回かい復ふく力を及およぼすことができない。それだけでなく、接せつ触しよくしていれば彼らの人間離れした膂りよ力りよくや催さい眠みん効こう果かのある視線すら封ふうじ込めることができる。吸血鬼の能力は、その血けつ液えき──ブラック・ブラッドに依い存ぞんするものだが、銀は黒い血の力を駆く逐ちくするのである。


　そのため、吸血鬼のほとんどは、同族と戦う際さいにも銀を用いない。銀が敵てきの血を断たつばかりでなく、己の血をも断ちかねない諸もろ刃はの剣となるためである。


　その数少ない例外が、彼だ。


　──そして、これが……


　ミミコはジローが杖つえ替がわりにする刀を見つめた。資し料りようでしか見たことのない武ぶ器きが、目の前で鈍にぶく光っている。


　鍛きたえ上げられた業わざ物ものに、銀のコーティングが施ほどこされた日本刀。日本刀の価か値ちなどわからないミミコだったが、その彼女が見ても、無ぶ骨こつと評ひようするよりない刀だった。博物館のガラスケースに収おさめられているような、美術品としての刀とは対極にある。すべての装飾が排はいされた、実用一点張りの──まさに「人を斬きる」という目的に添そうことだけを考えて作られた道具だ。


　同じ加工をされた武器──主にナイフ類──は、現在でも世界中の対吸血鬼部隊で使用されている。対吸血鬼用装そう備びとしてはポピュラーな物だ。だが、この日本刀だけは、それら同様の効果を持つ物とは異ことなる曰いわくを持っていた。


　この日本刀が鍛えられたのは、かの香港聖戦の折りなのである。


　銀が吸血鬼にとって脅きよう威いとなる事実は、戦争勃ぼつ発ぱつの初期段だん階かいで知れ渡わたっていた。そのため香港ではあらゆる銀が搔かき集められ、吸血鬼を狩かるための武器に用いられるようになった。


　だが、そのほとんどは、簡かん易いな構こう造ぞうの初期銀シル頭バー弾チツプに使用された。人間を圧あつ倒とうする身体能力を持つ吸血鬼に対し、刃物などの直接的な攻撃は有効とはいえない。銀の量が限られていた戦争初期、吸血鬼に対たい抗こうする最さい適てきの手段として──それとて高速で動く吸血鬼が相手では相当困こん難なんだったが──銃に代わる武器は製造される余よ裕ゆうがなかったのである。


　しかし、そんな中、のちに『銀刀』と呼ばれる対吸血鬼用の刀は造つくり上げられた。


　しかも、その刀を振るったのは、人間ではなく敵の同族、吸血鬼だった。


　いかなる公式記録も口を閉とざし語ろうとしない、香港戦争が持つもう一つの側面。それは、人間と吸血鬼が史上初めて組そ織しき的に手を携たずさえて参加した戦争という面だ。参戦した吸血鬼たちは目覚ましい活かつ躍やくを遂とげた。彼らの協力がなければ人間が戦争に勝利することはなかっただろう。


　そして、参戦した吸血鬼の中でもっとも重要な役やく割わりを果たしたのは、名だたる古オールド・血ブラツドでも、大血族より派は遣けんされた有力者でもなく、『銀刀』を用いた、ある吸血鬼だったのである。


　己にとっても猛もう毒どくたり得うる銀の刃やいばを振るい、爆ばく発はつ的に増ぞう殖しよくする『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を片かた端はしから斬きり捨すてた剣けん鬼き。


　その鬼気迫せまる雄ゆう姿しは、たとえ記録が口を閉ざそうとも、多くの人々の脳のう裏りに消しがたい鮮せん烈れつな印象を残していた。戦争が終わった後も、闇やみの社会においてささやき続けられた。


　彼の名を知る者は少ない。


　ゆえに、彼は彼が愛用した刀の銘めいで呼ばれるようになった。


　それが、『銀刀』──同族殺しと忌いみ嫌きらわれる一方、香港聖戦における英えい雄ゆうの一角として知られる吸血鬼である。


「……どうして黙だまってたんですか」


　とミミコはジローに尋たずねた。


「言っても信じなかったでしょう。こいつがなければ」


　ジローは杖替わりにしている愛刀を示しながら、ほとんど意地で皮肉っぽく肩かたを竦すくめた。


「それにね。こいつには色々としがらみがついて回ってるんですよ。いずれ必要になるとはわかっていましたが、せめて少しの間だけでも遠ざけてみたいと思ったのです」


　ぼそぼそとつぶやいたあとで、「いや、失敗でした。おかげでこの様です」と自じ嘲ちようする。自らに対する冷たい怒いかりの混まじる、心の底からの自嘲だった。


　ミミコはなぜだか胸むねが締しめ付けられる気がした。


　特区を目指す者は、誰だれしもが問題を抱かかえている。行き場のない難なん民みんであろうとも、忘れられゆく英雄であろうとも、それは同じなのだ。


「……お喋しやべりが過ぎました。放して下さいミミコさん。私は行かねばならない。あなたにだってわかるでしょ？」


　ジローはミミコに顔を向け、あらゆる感情を殺した上に笑顔を作った。


「出来は悪くとも、あれは弟で、私はあれの兄なんです」


「…………」


　ミミコは表情を固化させた。


　──無理か……


　ジローを止める言葉は何も思いつかなかった。止めることが正しいとも思えなかった。


　──でも……


　ミミコはジローの様子を冷静に観察した。彼が『銀刀』その人かどうか、まだ信じられたわけではない。しかし、たとえ本人だとしても、いまのジローは衰すい弱じやくの極みにある。このまま行かせても結果は見えている。


　──なら。


　ミミコにできることは一つだけだ。


「行かせてあげて」


　不意にかけられた声に、ミミコが驚おどろいて後ろを振り返る。そこには、ジローを連れてきた優やさ男おとこがいた。確たしか、バドリックが「リンスケ」と呼んでいた男だ。見たことはないが『カンパニー』の人間らしく、むやみやたらと飾かざり付けられた制せい服ふくを着ている。あの乱らん戦せんの中、いまのいままで隠かくれていたのか、怪け我がはもちろん、汗あせ一つかいていない。


「どうせ止めたって聞きやしないんでしょ？　私の足バイク貸かすわ。いまならそっちの方が速い」


　そう言って指先でキーを回した。ミミコは驚いてリンスケに尋ねる。


「知り合いなんですか？」


「昔のね」


　リンスケはしなを作ってウィンクを飛ばした。ふざけた態度だが、目は真剣だ。だからミミコは彼の言うことを信用した。


「一いち応おう、途と中ちゆうの道には交通規き制せいかけるよう要よう請せいしたけど、全部は間に合ってないわよ。ぶっちぎって行きなさい」


「……手配屋ぶりは健けん在ざいですね」


「見直した？」


「検けん討とうします」


　ジローは立ち上がり、キーを受け取ろうと手を伸のばした。


「待って」


「ミミコさん。もう時間が……」


「仮かりに追いつけて、どうするの？　いまのジローさんがあいつら五人に勝てる？」


　ジローは答えない。虚うつろな目を剣けん呑のんに据すわらせて、ミミコを無視している。


「ジローさんっ」


　とミミコはジローの腕うでをつかんで強ごう引いんに顔を合わせた。ジローが殺していた感情が、抑おさえきれず噴ふき出してきた。


「放せ。口出しは無用だ」


　ミミコが見る前で初めて、ジローが怒ど気きを顕あらわにした。色いろ濃こい疲ひ労ろうに屈くつしない、曲げることのない瞳ひとみ。ミミコが浜辺で見た瞳と根を同じくする、純じゆん粋すいな瞳だった。


　ミミコはその黒い瞳をのぞき込むようにして言った。


「私の血を吸すって行きなさい」


「──！」


　ジローの目が見開かれる。「ちょ、ちょっと」と聞いていたリンスケまで浮うき足立った。


「調あ停な員たが、そりゃ拙まずいでしょ。クビになるわよ」


　ミミコは真剣な顔で、


「内ない緒しよにして」


「くっ。直球ね。これでも私、査さ察さつ部ぶなんだけどなあ……まあいいけどさ」


　リンスケは呆あきれた素そ振ぶりでしかめ面つらをしたが、そのわりにはあっさりと承しよう諾だくした。これで、彼自身もバレればクビが確定だ。


「……いいんですか？」


　とジローが確かく認にんした。声がわずかに震ふるえている。


「お節せつ介かい？」


「いえ。願ってもない申し出です。ですが、忘れてませんか？　私はあの結界に反応する吸血鬼なんですよ？」


　ジローが唇を歪ゆがめた。この期ごに及およんでなお、自嘲をやめようとしない。


　──むか。


　とした瞬しゆん間かん、考えるより先にミミコの張はり手がジローの頰ほおを打っていた。芸術的に決まった。


　ジローが言葉を失い、リンスケがあんぐりと大口を開ける。


「コタロウ君助けるんでしょ！　ほらっ！」


　ミミコは制服のジャケットを脱ぬぎ捨すてた。ブラウスのボタンを外し、襟えり元もとを大きくはだける。肩に掛かかる髪かみを持ち上げて、うなじをジローの目に晒さらす。


　ミミコの肌はだを見た瞬間、衝しよう動どう的な欲よく望ぼうがジローの瞳に湧わき上がったのがわかった。


　恐こわくなって思わず目を閉とじた。ジローはミミコに触ふれようとしない。外気に晒された肌に、鳥肌が立つのがわかった。


　目を閉じていると、ついさっき見た吸血鬼たちの姿が甦よみがえってくる。自分まであんな風になるかもしれない恐きよう怖ふが──それよりもっと原始的な、血を吸われることへの恐怖が否いや応おうなく増ぞう加かしていく。


「は、早くしなさいよ！」


　怒鳴ったつもりの声が掠かすれている。ぎゅっと目ま蓋ぶたに力が入る。


　──どうか膝ひざが震ふるえてるのがバレませんように……


　ジローの荒あら々あらしい息まで聞こえる気がした。彼の指先が服に触ふれたとき、ミミコは思わず飛び上がりそうになり、そんな自分を叱しかりつけた。


　ところがジローの指はミミコのブラウスをつかむと、優やさしく襟元を直した。「なっ!?」とミミコが目を開ける。


「ジローさん！　あたしは──」


　しかし、ジローはミミコの肌を覆おおうと、今度は彼女の右手を両手で取った。


　カフスボタンを外して、素す早ばやく──しかしこれ以上ないほど繊せん細さいな手つきで袖そでを捲めくる。手のひらを上に向け、手首を指で優しくさする。


　そしてジローはミミコが目を丸くする前で、跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた。まるで貴き族ぞくが令れい嬢じようの手に口づけするような、優ゆう美びで洗せん練れんされた仕草。手首にジローの吐と息いきがかかる。ミミコの背せ筋すじを電流が流れる。


　唇が触ふれた。


　──あ。


　と思った瞬間、小さな痛いたみと共に、硬かたく鋭えい利りな牙きばがミミコの皮ひ膚ふの下へと侵しん入にゆうした。


　そして、それはやってきた。


「うひっ？」


　とミミコは身体からだを痙けい攣れんさせ、おかしな声をもらした。


　血が吸われている。


　身体から血が抜かれ、ジローの口に飲み込こまれていく。それが驚くほどクリアに理り解かいできる。


　これまで味わったことのない感覚だった。身体が溶とけていくような錯さつ覚かく。思考が分解するような奇き妙みような感覚。力の芯しんが抜けていく。


「あっ、あっ……」


　引きつけのような声が勝手にこぼれていた。五感がぐにゃりと歪ゆがみ、酒に酔よったようになる。だが不快感はまるでない。これまで閉じていた器官が開き、そこから世界を眺ながめているような不思議な感覚だ。


　普ふ段だんミミコは、「自分」というものと自分の「肉体」とを同一視していなかった。なんとなく、「自分」とは魂たましいのような目に見えないものであって、肉体の影えい響きようは受けても、本質的な意味で「自分」と「肉体」は別の物だと、漠ばく然ぜんと思っていた。


　それが変化した。


　いまミミコは自分の身体と同一化していた。意識が肉体と一体化していた。髪かみの毛から爪つめの先まで、細さい胞ぼうの一つ一つ、血の一いつ滴てき一滴がミミコであり、その総そう体たいが自分だった。そして流れている。脈打っている。ミミコの意識が血と重なっていた。ミミコレツド・ブラツドが己の身体を循じゆん環かんし、息づいていた。熱い。目め眩まいがする。なんか気持ちいい。というか、すごくいい。ものすごく、いい。


　──溶けちゃう……


　そして、溶けたミミコがジローに吸い込まれていく。


　──あたし、食べられてる……


　ジローの体内に入ったミミコは、そこで己とは別のものと出会った。古く、深く、仄ほの暗ぐらい脈動。自分とは反対の属ぞく性せいを持つ生命いのち。黒い血。


　いま、その黒い血は弱っていた。だが、新しく瑞みず々みずしいミミコが溶け込むや否や、


　ドクン


　と大きく脈打った。


　脈動は止まらない。まるで目が覚めたかのようだ。


　ドクンッ


　ドクンッ


　と太たい鼓こを鳴らすように強まっていく。ミミコはその確たしかなパルスに身を任まかせる。自分がその鼓動と一体化するに任せる。やがて、自分がその一いつ拍ぱく一拍を奏かなでている気がしてくる。いや、本当に奏でている。止まらない。止めようなんてとんでもない。


　ドクン、ドクン


　ドクドクドクドク……


　心が高まっていく。信じられないほど高く、強く。ミミコレツド・ブラツドが暴あばれ出す。ジローブラツク・ブラツドと、自じ我がの境さかいさえ乗り越こえて行く。歌い出したくなる。いや、すでに歌っている。これは歌だ。生命の歌。もっと強く。もっと大きく。まだ足りない。まだ満足できない。もっと。もっともっと、ずっとたくさん……もっとあたしを吸っ……


「もっと……もっと……もっ──あっ」


　突とつ然ぜん肩を揺ゆすぶられ、ミミコのトランス状態が解とけた。


　──……へ？　あ？　え？


　消失した五感がまだまともに働かない。自分がどこにいるのかがつかめない。


　ぼんやりと分解された視界に、自分の顔が映うつる。呆あきれたようにこちらを見ている。


　──あれ？　なんであたしがそっちにいるの？


　ゆっくりと脈動が遠ざかり、ミミコは瞳をぱちくりとした。


　ジローだ。ジローが呆れ顔で自分を見ている。しかし、そこにいるのは自分としか思えない。ミミコは混こん乱らんする。不安のない混乱。きょとんとし、なんだかおかしく、楽しく思ってしまう意い識しきの混こん濁だく。


「……ジローさん？」


「そうです。私がわかりますね」


「わかるけど……なんで？　何これ？　あたし、あなたの中にいる」


「共鳴現象です。ミミコさん。あなた、血を吸われるのはこれが初めてですね？」


　ジローが苦くし笑ようして尋たずねた。ミミコはてらいなく、こくんと頷うなずく。ジローの苦笑が一いつ層そう深まった。コタロウみたいだな、と感想を浮かべる。それがわかった。


「落ち着いて、まずは自分の足で立って下さい。それから深しん呼こ吸きゆうです」


　言われる通りにした。それが、こういうときの一いつ般ぱん的対たい処しよだ、と、これもジローの考えていることがわかった。いや、これはジローの思考だろうか？　なんだか自分の思考みたいな気がする。しかし、こんな対処法、ミミコは知らなかったはずだ。


「……なに？　何これ？　ジローさん、あたし……」


「私の考えがなんとなくわかるんでしょう？　それが共鳴現象です。私の中にいるあなたの血が、あなたの中の血と共鳴しているんですよ」


「そ、そんな……」


　段々頭がはっきりしてきた。情じよう況きようがのみ込めるにつれ、新しん鮮せんな驚きが胸に満ちる。


　──それって……ええ!?


「か、考えがわかる!?　そんな馬ば鹿かな……いやでも確かに……」


「ミミコさん」


「は、はいっ」


「口。涎よだれ」


「え──きゃあ」


　見ればあごまで涎が伝っている。一体どんな顔をしていたのだろう。今いま更さらながら頭に血が上った。だが、そのおかげで完全に正気に戻った。


　──待って……待って……共鳴？　考えがわかるって……


　そこでミミコはある可か能のう性せいに気付き騒そう然ぜんとなった。


「ま、まさかジローさん！　あたしの頭の中も……」


「ふっふっふ」


「ぎゃー！　返せ！　いますぐあたしの血返しなさいっ。さもなきゃ吐はけ！　全部吐き出せ！」


「冗じよう談だんです。血を吸ったのは私。私の血が混じってもないのに、あなたの考えなんか読めませんよ」


　ジローは笑って、ミミコを支ささえていた手を放した。ミミコは一瞬ぐらついたが、すぐに自分の足で立った。五感もすっかり元に戻っている。


　なのに……


　──噓うそ。ジローさんの中にいる。いるのがわかる。


　ミミコは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


「まあそう驚かないで下さい。共鳴現象は一時的なものです。すぐにその感覚はなくなりますから」


　とジローはミミコを安心させるように言った。


　そのときようやく、ミミコはジローの調子が変わっていることに気がついた。


　マジマジと見返す──までもなく理り解かいできる。ジローの全身に精せい気きが満ちていた。黒い瞳は力を取り戻し、何気ない動作に自信が漲みなぎっている。


　ミミコが気付いたことを、ジローも察した。微び笑しようし、「ありがとうございます」と礼を告げた。


「心から感かん謝しやします、ミミコさん。あなたには大きな借りができた」


　その言葉に噓うそがないことを、ミミコは誰だれよりもはっきりと感じ取ることができた。


　嬉うれしかった。思わず顔がほころびそうになった。


　だが、喜ぶのは早すぎる。


「じゃあ？」


「ええ。弟を取り戻もどしてきます」


　きっぱりと断だん言げんした。その確信に満ちた決意が、共鳴作用でミミコにもダイレクトに伝わる。自分の所感は間違っていなかった。偏へん屈くつな口ばかり叩たたく癖くせに、ジローの中はこんなにも澄すんでいる。


「私も、行かせてくれ」


　ミミコが振ふり返る──よりずっと早く。そもそも声がかけられるより先にジローは声の主を察知し、それが誰かミミコにもわかっていた。


「黄さん……」


「頼たのむ」


　黄は傷きずついた身体からだを引きずるようにして店に入り、ジローとミミコに頭を下げた。


「その傷では無理です。それにあなたの仲間はもう……」


「わかっている！　だが……それでも仲間だ。最後まで……見み届とどけなければ……」


　黄の美び貌ぼうがくしゃりと歪ゆがんだ。


　ジローは態たい度どを変えない。しかしミミコには、彼の胸きよう中ちゆうに深い哀あわれみと同情──大切な者を失うことへの共感が溢あふれるのがわかった。ジローはそれだけの情感を抱かかえた上で、眉まゆ一つ動かさず黄の懇こん願がんを断ことわっている。彼はいつも、捻ひねくれた態度の裏うらに、どのような思いを抱えていたのだろう。ミミコは想そう像ぞうせずにいられなかった。


　そこに、新たな人物が近寄ってきた。険けわしい表情のバドリックだ。右手にサブマシンガンを提さげ、折れた左ひだり腕うでを庇かばいながら歩いて来る。確固とした足取りが、いまだ戦意が健在であることを雄ゆう弁べんに語っていた。


　店の中の面々を見回すと、


「リンスケ」


　と、ミミコが血を吸われている間、口出しせずにいた優やさ男おとこに声をかけた。


「キーを貸かせ」


「え。ちょっとバドちゃん、あなたその怪け我がでまだ追つい撃げきする気？」


「俺おれではない。その女に渡わたしてやれ」


　バドリックの言葉に、全員が驚きを見せた。


「バドちゃん……いいの？」


「さっきの会話から判断するに、その女はやつらに染そまっていないだろう。ならば、その女の扱あつかいは、交こう渉しようを受け持った調停員コンプロマイザーのものだ」


「あたし？　あたしが同行するんですか？」


　ミミコがバドリックを見つめる。彼は一瞬だけ目を合わせて、余よ所そを向いた。


「ミミコ、頼む」


　と黄がミミコに縋すがる。


　ミミコは黄とバドリックを交こう互ごに見た。ミミコは調停員コンプロマイザーだ。吸血鬼戦の現場に立ったのは、さっきが初めてである。戦せん闘とう訓練など受けたこともない。


　しかし、後ろに立つジローの存そん在ざい感が、ミミコにわずかな躊ちゆう躇ちよを乗り越えさせた。


「わかりました」


　と答えてリンスケからキーを受け取る。


　バドリックもまたサブマシンガンを黄に渡した。


「いま謝しや罪ざいするつもりはない。すべては決着がついてからだ」


　黄は一瞬鋭するどい眼がん光こうを向けた。そして無言でサブマシンガンを受け取り、コッキングハンドルを引いて初しよ弾だんを装そう塡てんした。


　それから、バドリックはジローの前に立った。


「『銀刀』……なんだな？」


　ジローは答えをはぐらかすように肩かたを竦すくめた。だが、右手に光る刃は、彼の主が何者であるかを、何よりも明確に証しよう明めいしている。


「……こんなことを頼めた義ぎ理りじゃないのは承しよう知ちしている。だが……」


　そこまで一息に言って、バドリックは唇くちびるを嚙かんだ。ジローは黙だまって続きを待っている。彼が少し小気味よく思っている内面を感じ取り、ミミコは、


「……大人気おとなげないっ」


　とジローの爪つま先さきを踏ふんづけた。


　ジローはミミコに抗こう議ぎの目を向けたあと、


「特区移い住じゆうの希望者としては、あんな連中に荒あらされては堪たまりません」


　と誰に言うでもなくつぶやいた。バドリックは無言のまま頭を下げた。


「よしっ。じゃあ話まとまったわね？　あとのことは私たちに任まかせてちょうだい。ジローちゃん。突ダー撃ゲツクよ」


　ジローはニッと牙を剝いた。


「好ホウ」





２







　コタロウは怒いかり狂くるっていた。


　これは彼には希け有うのことである。基き本ほん的に、彼の怒りは継けい続ぞくしない。本気で怒ることは多々あれど、次の瞬しゆん間かんにはコロリと忘わすれて笑え顔がおを見せるのが普ふ段だんのコタロウである。


　それは、どんなにひどい折せつ檻かんを受けたときでもそうだし、どんなに理り不ふ尽じんな目に遭あってもそうだ。


　自分のためでなく、他人のために怒ったときは少し違う。そのときは長く怒り続ける。


　誰かが怒っていれば一いつ緒しよになって怒ってあげるし、誰かが怒ることもできずにいれば、代わりになって怒ってあげる。その誰かが笑顔を取り戻すまで怒り続け、笑顔が戻ったときは一緒になって笑う。意い識しきせずとも、それがコタロウのスタイルなのだ。


　だが、いまやコタロウは生まれて初めて、怒りの余り気も狂わんばかりになっていた。


　そして、この怒りは未来永えい劫ごう──薄うすまることはあっても消え去ることはないと、誰に教わらずとも悟さとっていた。


　チャンが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』になった。


　流る民みんの人たちが殺された。


　コタロウは馬ば鹿かではない。兄とミミコの話は聞いていたし、わからないこともあったが、理解していることもあった。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』になった者は、もう元には戻らないのだ。


　コタロウは覚えている。


　紙飛行機を飛ばしてあげたときの、チャンの嬉しそうな顔。


　初めは怯おびえと嫌けん悪おを向けていた流民たちの、素そ朴ぼくで温あたたかい素顔。


　厳げん格かくなくせに気安く、恐こわい様でいて優やさしい黄ウオンの言動。


　そして、


　ふらつきながら嚙かみ付こうとし、言葉一つで人形のようになったチャン。


　食料庫の中で繰くり広げられた、純朴な人々の阿あ鼻び叫きよう喚かん。


　胸むねを切り裂さく、黄の悲ひ嘆たん。


　怒りで目の前が暗くなった。いまにも血管が破は裂れつしそうだ。これが怒らずにいられるか。こんな酷ひどいことが許せるものか。


　いまも、コタロウは拘こう束そくされた身で、滅め茶ちや苦く茶ちやに暴あばれていた。曾ツアンがときおり舌した打うちし、凄すご味みを利きかせた声で大人しくしろと脅おどしをかける。コタロウはその度たびに一段と激しく暴れた。動けないまま幾いく度ども殴なぐられ、いつしか顔も腫はれ上がっていたが、そんなことは一向に気にならなかった。視し界かいに移い動どうしているチャンの姿が見えたときなど、本当に頭がおかしくなるかと思うほど腹はらが立った。あらゆる情感を、怒りが一色に塗ぬりつぶしていた。


　怒りは自分自身にも向いた。不ふ甲が斐いない自分や脳のう天てん気きに笑っていた自分。滅茶苦茶にぶん殴ってやりたかった。


　怒りは兄にも向いた。いま、これほどの悪あく党とうを野放しにして、兄は一体何をしているのか？　どうしてこの下げ衆す野や郎ろうを叩きのめしに来ない？


　兄の事情など一いつ顧こだにしなかった。


　だって兄は、こんな悪者を許していてはいけないのだ。


　だから、その気配に気付いたとき。


　背はい後ごから凄すさまじい勢いきおいで迫せまる、馴な染じみの気配に気付いたとき。


　コタロウは口くちくつわを嚙かまされていることも忘れて、怒りのままに絶ぜつ叫きようした。





　兄者遅い！


　このファッキン・サッカーぶちのめせ！
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「うわっ」


　とミミコは複ふく雑ざつな顔をした。


　──なんてこと……コタロウ君の声まで聞こえる！


　ジローが感じているのだろう。コタロウの激げき怒どは、ジローを介かいしてミミコの元にまで伝わってきた。


　──コ、コタロウ君てば、怒るとあんなになるんだ……


　意外なようで納なつ得とくがいく。ジローが感じ取っているコタロウの怒りは、いかにも彼らしいものだ。


　ジローが、弟の言こと葉ば遣づかいに顔をしかめた。クロウ？　これは誰だ。が、疑ぎ問もんはすぐに消え、ジローがコタロウの怒りに同調すると、感情がそのまま伝でん染せんしてきた。ミミコの胸の中にも沸ふつ々ふつと怒りが甦よみがえってきた。


　コタロウの言うことは百パーセント正しい。


　あの外げ道どうは、絶対に許せない。


　ミミコはアクセルを開けた。エンジンが噴ふき上がり、グンと加速が増ます。メーターはほとんど見ない。スピードはとっくに未体験ゾーンだ。


　どんな手段を用いたのか、特区に通じる道はほとんど交通が停止していた。リンスケの手しゆ腕わんだろうか。とにかくミミコは道が空すいているのをいいことに、信号さえ無む視ししてバイクを走らせていた。ロングスカートが派は手でに捲めくれ上がっている。恥はずかしい反面、痛つう快かいである。後部座ざ席せきには黄。風ふう圧あつに髪をなびかせ、ピリピリと息を詰つめたまま前方を凝ぎよう視しし続けていた。


　そしてジローは、ミミコたちの頭上を先行していた。　もはや道なりに進むのももどかしいらしい。ビルとビルの屋上を飛び、疾風はやてのように駆かけ抜ぬけている。コンクリートを蹴けり砕くだいて跳ちよう躍やくを繰くり返しているのだ。その一歩一歩の力強さ、躍やく動どう感はまさに爽そう快かいだった。


　──これが、吸血鬼ブラツク・ブラツド。
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　ミミコはジローの感覚を、ほとんどトレースしていた。四し肢しに漲みなぎる血は、燃もえ盛さかるほどエネルギーに満ちている。頰ほおに感じる風。足あし下もとを通り過すぎるビルの谷間。視界は遥はるか遠くまで翳かげり一つなく見み渡わたすことができる。横浜の街全体が、その先にある横浜港が、ライトアップされた美しい双ふた子ごの吊つり橋が、水上に鎮ちん座ざする混こん沌とんの都市が、すべて手に取るようにわかった。感覚が増大し、身体からだの外にまで伸びているようだ。


　そして月。


　全身に浴びる月光の心ここ地ちよさと来たらどうだ。心が浮き立つのが止められない。動くたびに力が注ぎ込こまれている。


　肺はいに吸い込まれる夜気は甘あまく、街に漂ただようノイズが愉ゆ快かいでならない。


　ぐっ、と足を撓たわめ、一気に解放する。解き放たれたパワーがビルの屋上に亀き裂れつを走らせ、身体を夜空にグンと持ち上げる。


　上空にあっても身体は揺るぎない。並なみ外はずれたバランス感覚と全身の筋きん力りよく。人間とは比ひ較かくにならない、生物としての力。足の下を重力が流れていく。


「ははっ。なんか酔よいそう」


　言いながら、ぐんぐんスピードを上げる自分がいる。


　ミミコは興こう奮ふん状じよう態たいにあった。


　それがどうした、という気分だ。


　夜を駆けるジローのあとを、食らい付くように追いかける。


　そして、ジローの感覚網もうに異い質しつな気配が捉とらえられた。即そく座ざに理解する。あいつらだ。


「いたわ」


「なに!?」


「ジローさんが、あいつら見つけた！」


　ミミコの台詞せりふに黄が身を乗り出した。まだ街中だ。左右には街がい路ろ樹じゆが続き、ここからはジローの姿すがたが見えない。しかしすでに、戦いの火蓋は落とされていた。敵の数は、曾やチャンを入れて五人。その中の一人が、方向を変えた。こちらに──ジローに向かってくる。


　当然ジローも敵の接せつ近きんを察知した。速度は緩ゆるめぬまま、戦闘態勢に入る。


　ジローの緊張感──統とう制せいされた興奮にミミコが引きずり込まれる。ジローの視覚がミミコの視覚に重なった。


　四角い群ぐん島とうのような屋上の上の光景。その中を前方から真まっ直すぐに駆け寄る吸血鬼の姿が見える。交差するまで三──いや、二秒。来る。来た。ジローの不敵な感情が膨ふくれあがる。敵の攻撃はアサルト・ライフル。ギリギリまで引き寄せてから発はつ砲ぽう。だが、それでも十分ではなかった。ジローはわずかに身を捻ひねって斜ななめに傾かたむいた屋根に着地。銃じゆう弾だんがその横を通り過ぎる。吸血鬼の視覚は銃弾の軌き道どうを捉とらえ、嗅きゆう覚かくは空気の焼けるにおいまで嗅かいでいた。圧あつ倒とう的なリアリティ。敵の息づかい、鼓こ動どうまでわかる気がする。


　ジローが間合いを詰める。敵がその分後こう退たい。遅おそい。ジローの右手が瞬時に振り抜かれた。銀刀が一いつ閃せんし、吸血鬼を真横に切り裂さいた。


　空気中にまき散らされる真っ赤な血。その粒りゆう子しを吸すい込み、ジローの動どう悸きが──ミミコの鼓動が早くなる。ジローは銀刀を一振り。血を払はらって前へ。背後の吸血鬼から気配が消える。灰はいになった。斬きったあとは見向きもしない。


「一人斬った」


　とミミコが黄に告げる。気がつくともの凄すごい風ふう圧あつが身体を押おしていた。メーターを見て絶ぜつ句く。周りの景色も矢のように後方に流れていた。


　慌あわてて速度を緩めようとしたとき、後部座席の黄が、


「そのまま」


　と短く言った。


「ミミコの身体が自然と速さに馴な染じんでいる。バランスは私も取る。妙みように力むより、いまのままで」


　なんだか無む茶ちや苦く茶ちやなことを言われている気がするが、ミミコは勢いきおいで頷うなずいた。アクセルはそのまま。なんだか別人になっているようだ。


　と、再ふたたびジローの感覚が強くなる。敵の第二陣じん。今度は二人。行く手のビルのアンテナの上で、迫せまるジローを待ち構えている。


　二人の装備はさっきと異ことなった。一人は両手にサブマシンガン。鎮圧チームが持っていた物だ。戦せん闘とう中に奪うばい取ったのだろう。ということは中には銀シル頭バー弾チツプがつまっている。そして、もう一人はなんと青せい龍りゆう刀とうを構えていた。


　確認したジローが大きく笑う。剝むき出しの牙きばが鋭するどく閃ひらめく。


　接敵。


　青龍刀が斬りかかった。ただでさえ重量のある刃やいばに、可か能のうな限かぎりの加速を付けて上段から叩き下ろす。


　ジローは両手に銀刀を構え、高速で振り下ろされた刃を受けた。敵と対照的な軽い仕草。受けたというより、触ふれたに近い。が、一度触れた刃が、まるで吸い付いたように離れない。ジローは体たいを入れ替えて銀刀を身体からだの外側に捻った。青龍刀が吸い付いたまま後を追う。斬撃がジローに誘ゆう導どうされ、攻撃が空を切る。


　敵が体勢を崩くずした瞬間、手を放すように銀刀が青龍刀から離れた。手首を返すだけで銀刀の切っ先が跳はね上がる。そのまま真上から斬り付けて──とシンクロしていたミミコは思ったが、ジローは鮮あざやかに身を翻ひるがえした。


　直後、バースト射撃された銀シル頭バー弾チツプが空間を穿うがつ。ミミコは慌てて感覚を広く持つ。それで背後のサブマシンガンの位置をつかめた。


　──なんでわかったの!?


　同じ感覚を共有しているはずなのに、ジローはどうやって──という疑問がジローの戦術思考によってただちに解かい消しようされた。


　二人は曾のコントロールを受け、完かん璧ぺきな連れん携けいでジローを襲っている。故ゆえに、片かた方ほうの動きに注目すれば、もう片方の攻撃に予よ測そくが立つという。ミミコには逆さか立だちしても無理だ。発想からして違う。


　青龍刀が再び攻撃をしかけた。ジローは受け流しつつ、軽やかに屋根を飛び移うつる。次から次へ。二人もジローを追つい尾び。三人とも互たがいの動きに集中しているくせに、平然と柵さくを越こえ、宙ちゆうに身を投げて跳躍している。いつしかミミコは戦せん慄りつしていた。吸血鬼とはこんなことが可能な生き物なのか。


　やがて三人は、一ひと際きわ背の高い建物に近づいた。三十階はあるマンションだ。その外がい壁へきにジローが追い込まれる。かと思いきや、それまで感じたことのない感覚が身体を駆かけ巡めぐり、ジローは当然のようにマンションの外壁を足場にした。まるでそちらが地面になったように、バックステップして躱かわしながら、マンションの壁面を上へと上じよう昇しようしていく。


　身体を意い志しの力だけで支ささえている感覚。これは──


　──そうかっ。これ、力場思念ハイド・ハンドだ！


　残り二人もジローと同じだった。縦たてが横に変わっただけで、壁面を蹴けりつけ、ジローを追ってマンションを駆ける。


　──待って、あのマンション。


　ミミコはバイクを操あやつる自分の身体に意識を戻した。車道を駆け抜けながら周りの風景に頭を巡めぐらせる。


　あった。


　周囲の倍は高いマンションだ。目をこらすと──いた。壁面を、まるで糸いと吊つり人形のような重力を感じさせない動きで駆け上がっていく三つの人ひと影かげ。


「黄さん。あそこ！」


　ミミコが教えるまでもなく、黄も三人の姿を視認していた。


「近づけるか？」


「やってみる」


　と、次のコーナーを左折。途と方ほうもない横Ｇに冷や汗あせをかいたが、リンスケのバイクはライダーの要求に応こたえてくれた。


　マンションが真正面に来る。飛ぶように距きよ離りが縮ちぢまる。


　黄がミミコの身体に回していた手を放した。たすき掛がけにしていたストラップを手た繰ぐり、後部座ざ席せきでわずかに身を浮うかせる。渡されたサブマシンガンを掲かかげるように構える。


「う、撃うつ気ですか!?」


「忘わすれたか。私とて連中の同類だ！」


　撃った。


　ミミコは、今度は引きずられるのではなく、故こ意いにジローの中へと意い識しきを飛ばした。上う手まくいった。チャンネルを切り替かえたように感覚がジローのものとなる。


　重なった視界はとんでもないもので、遥はるか前方に地面があり、足下にマンションの外壁が広がっていた。そして迫る二人の敵。


　巨きよ大だいな壁のような地面に、マンションの足あし下もとを通る車道が見えた。自分たちがいるのは、その先だ。


　──気付いて！


　ジローは気付いた。足を止める。敵も停止する。直後、その左足が撃ち抜かれた。身体を支える力場思念ハイド・ハンドが消失し、真まっ逆さかさまに後方──地面へと落下を始める。


　だが、まだ生きている。ジローは自分の力場思念ハイド・ハンドも消して、重力に身を任せた。且かつ、壁を蹴けり、後を追う。さらにその後ろから青龍刀が続く。


　ぐんぐん地面が迫った。だがジローがサブマシンガンに追いつく方が早い。そして青龍刀はさらに早かった。ジローが銀刀を構えたときには、彼を間合いに入れていた。ジローが攻撃すれば、背後からの一撃は躱かわせない。


「ジローさん、後ろっ！」


　聞こえるはずもない警けい告こくをミミコが叫んだ。


　しかしジローはすべて計算していた。黒い双そう眸ぼうが光を放つ。視経侵攻アイ・レイド。ジローの──そしてミミコの一部が敵吸血鬼の内部に潜もぐり込んだ。


　──うわっ。なっ、な!?


　気がつけば空が見える。そして斬り付けようとするジローと、その背後に迫る青龍刀まで見える。侵しん攻こうしたジローがニヤリと笑い、吸血鬼の肉体を操そう作さ。腕を上げて青龍刀に銀シル頭バー弾チツプを撃ち込んだ。そして着弾確認より早く侵攻を消す。再びジローに戻る。視界には敵吸血鬼。仲間を撃った自分の腕を信じられない目で見つめている。そこへ、


　ザン


　と銀刀を一いつ閃せんさせた。


　吸血鬼の胸が裂けて、返り血がジローの頰ほおに付着する。半瞬して地面に激げき突とつ。ジローは力場思念ハイド・ハンドで加速を相そう殺さい。軽やかに大地へ降おり立った。


　振り向いて、銀刀を突き上げる。落ちてきたのは、銀シル頭バー弾チツプに肩を射い抜ぬかれ、隙すきだらけとなった青龍刀だ。突き上げた切っ先は、正確にその心しん臓ぞうを貫かん通つうした。


　青龍刀が大きく身み悶もだえする。ジローは銀刀を一振りし、彼の身体からだを仲間の上へと投げ出した。重なった二体の吸血鬼は、呆あつ気けなく灰はいと化して崩くずれ去った。


　この間。


　ミミコは何かを考えるゆとりすら持てなかった。


「なんという……」


　背後で黄が感かん嘆たんとも畏い怖ふとも取れる声をもらした。ミミコもまったく同感だった。


　──恐こわい。


　ジローの性せい格かくは、いまや我わがことのように実感している。だが、それでも震ふるえが来るほど恐く思った。吸血鬼が、ではなく、ジローに恐怖を感じた。


　だが、ミミコが落ち着くのはまだ早かった。そう、ジローが胸むねの中でささやいている。


　あと二人。そして、この二人こそ、もっとも厄やつ介かいだ。


　ジローが車道を走り出した。たちまち速度を出して赤い疾風はやてと化す。途中でミミコたちを発見し、


　進め、


　と手振りで指し示じを飛ばした。


　それから跳ちよう躍やくして、再ふたたび──何事もなかったかのように屋根と屋上の上を突き進んだ。


「ミミコ」


「うん」


　ミミコはバイクをＵターンさせて、元のコースに戻った。


　そうだ。恐いとか、そんなのあとでいい。いま最優ゆう先せんでやるべきことは他にある。


　ミミコは再ふたたび追つい跡せきを再さい開かいさせた。
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　夜の特区が一際美しいとは、特区を知る誰だれもが認みとめるところである。


　水上に浮かぶお伽とぎの国は、人工の光で全身を飾りたて、その輝きは残さず海面に反射されてもう一つの幻げん影えいを形作っている。夜空の下、闇の中に浮き上がるシルエットは、まさに人類が築きずいた最大の城じよう塞さいだ。


　そしてまた、その特区に誘うように本土と繫つながる唯ゆい一いつの連れん絡らく路ろも、日が傾かたむいた後は美しくライトアップされる。いまも無む駄だのない機能美を夜の海上に誇ほこっていた。


『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』。


　車道と鉄道の二に層そうからなる橋は、昼夜の別なく特区に新しい血けつ液えきを注ぐ大動脈であった。


　しかしいま、その流れは堰せき止められていた。


　堰き止めたのは、『カンパニー』上じよう層そう部ぶ。すべてはただ一人の吸きゆう血けつ鬼きを狩かるためである。かつて香港を死の都と化した一族──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の生き残りを、だ。


「……来たか」


　橋の入り口に差し掛かかったところで、曾は足を止め、背はい後ごを振り返った。


　横浜に続く車道。本来なら激はげしい交通の行き交かう場所に、いまは車しや輛りようの一つもない。


「早い。さすがだな」


　曾の表情からはすでに中ちゆう華か街がいで見せていた余よ裕ゆうはなくなっている。だがそれでもまだ有利なのはこちらだと彼は考えていた。その根こん拠きよは二つある。一つは彼に抱かかえ上げられたまま一向に抵抗をやめようとしない少年。もう一つは、彼の傍かたわらに立ち、すっかり乾かわいた血を貼はり付けて無表情に立つ少女だった。


「さあ。ラストランだ」


　そう言い残して、曾は走り出した。橋の上のアスファルトを飛ぶように駆けていく。その後ろにチャンが続く。外見からはかけ離れた速度だ。


　そして──


　二人が去ったあとを、凄すさまじい速さで赤い疾風はやてが駆け抜けた。


　曾やチャンとは比くらべものにならない。疾風が駆け抜けたあとには点々と踏ふみ抜ぬかれた足あし跡あとが残され、その通り道が地じ震しんのように振しん動どうしていた。生き物が走っているのだ、とは到とう底てい信じられない光景である。


　そのさらにあとから一台のバイクが後を追う。前方を走る赤い疾風。彼が巻まき起こす乱らん流りゆうに食くらい付いて、死に物狂ぐるいで走っていた。エンジンはずいぶん前から悲鳴を上げている。それでも、ライダーはバイクを酷こく使しし続けた。


　無人の橋を、三つの集しゆう団だんが駆け抜けていく。


　相対的に見ても明らかにスピードがあったのは、中央のジローだった。


　いつしか、ジローの身体からだからは、気配が外まであふれ出ていた。


　──これは……


　共鳴現象によるものではない。ミミコの身体が感じ取っているのだ。まるで不可視のガスのようだった。眩霧リーク・ブラツド。力のある吸血鬼が稀まれに見せる現象である。尾おのようにたなびく夢む幻げんの霧きりは、ジェットエンジンが吐はき出す排はい気きのようだ。ジローが通ったあとの橋を覆おおい尽つくし、橋を吊つるワイヤーとワイヤーの間から、滝たきのように海へと流れ落ちていく。あとに続くミミコは、雲でできた橋を渡っている気分がした。


「やるじゃないか！」


　と先頭を行く曾が、背後を一いち瞥べつして叫んだ。


「正直、これほどとは思ってなかったぜ！　噂うわさは本当だったようだな。え、『銀刀』？」


　あからさまな挑ちよう発はつをジローは無視した。もっとも、平静なようでその内面は煮にえくりかえっているのが、ミミコにはわかる。ミミコ自身、誰よりも怒ど鳴なり返したい気分なのだ。何も言わないのは、まさに大おお詰づめを迎むかえた局面で冷静な判はん断だんを下したいがためである。


　ところが、馬ば鹿かにするような曾の台詞せりふに、コタロウは黙だまっていなかった。


「ムガー！」


　と自由な両足を思い切り振ふり回して抵てい抗こうする。曾は左ひだり腕うでを切り落とされたまま、右腕だけでコタロウを抱かかえ走っている。吸血鬼の力ならそれでも全力で走れるのだが、コタロウにバランスを崩くずされてはさすがに速度が落ちた。


「やれやれ。さっきからずっと、これだぜ」


　と曾が唇くちびるを歪ゆがめた。そして、


「おいっ。チャン」


　操あやつられたチャンが側に寄り、無言でコタロウの顔を殴なぐりつけた。


　ジローが両目を見開く。ミミコは息をのみ、黄は悲鳴を上げた。


「なんてことを！」


　ミミコが歯は軋ぎしりした。曾は乾かわいた笑い声を上げた。


「何しろ片腕は兄あに貴きの方に斬られちまったからな。にしても、日ひ頃ごろどんな教育してやがんだ。もう何発殴らせたかわからねえってのに、一向に反省の色がねえ。これじゃ、チャンの手の方が先にイカレちまうぜ」


　せせら笑う曾に、ジローが氷点下の声をかけた。


「……曾、といいましたね」


「おっ。覚えてくれたか。光栄だね」


「すぐに忘れます」


　その瞬間──


　──え？


　ジローの中で何かが蠢うごめいた。


　どろりとした重たい何かが、ドクン、と一度鼓こ動どうを刻きざんだ。


　それは血だった。黒い血だ。だが、ジローに血を吸われたときに感じた物とは違う。あの血より遥はるかに古い太古の血流。幾いく星せい霜そうという時間をかけて沈ちん殿でんし、濃のう縮しゆくされた真っ黒な血だ。


　その存そん在ざいを知覚した瞬間、ジローと混まざり合っていたミミコの血が、もろともに吸い込こまれた。そして感じた。水すい滴てきが海に落ちた瞬間、大洋の広大さを感じ取るかのように──人が初めて空を飛んだとき、世界の広大さを実感するように──ミミコは己おのれが、長い長い時間と、その時間が生み出す意い識しきの集合体に取り込まれるのを感じた。一体化した瞬間、どこまでが自分なのかわからなくなった。いや、そもそも「自分」という限げん定ていされた不自由な存在が意味を失った。


　──……！


　悲鳴にならない悲鳴。声に出すことはもちろん、頭の中ですら悲鳴を上げることができず、ミミコはジローの意識から叩たたき出された。叩き出される直前、ジローの中で想そう像ぞうを絶ぜつする力が炸さく裂れつするのを感じた。


　余よ波はだけで気を失いそうになる。慌あわててバイクのコントロールに集中する。


　同時に、空間が軋みを上げた。


　ゴオンッ、と衝しよう撃げきが突つき抜けた。


「なんだ!?」


　橋が上下に揺ゆれた。不意を突かれた曾が、コタロウを抱えたままアスファルトの上に転てん倒とうした。加速がついていた分、すぐには止まらない。投げ出された身体が、白はく煙えんを上げながらアスファルトの上を滑かつ走そうする。隣となりではチャンも横転し、転がっていた。


「ば、馬ば鹿かな！　いまの、力場思念ハイド・ハンドかっ？」


　その通りだった。ジローは全長一キロに近い吊つり橋を、一瞬持ち上げて落としたのだ。


　ミミコは愕がく然ぜんとした。まさに、そんな馬鹿な、だ。


　──いまの何？　ジローさんの中に、何か……何か途方もないものが。


　そして解放された力。その総そう量りよう。吸血鬼もくそもなかった。明らかに「個こ人じん」の範はん疇ちゆうを飛び越こしている。


　──冗じよう談だんじゃない……


　あの瞬間、ミミコの共鳴が格かく段だんに薄うすれてしまった。もう五感を共有している感じはしない。


　だが、それでも完全には途切れていなかった。ジローの感情の起き伏ふくが、リアルタイムで伝わってくる。あれは本当に、ただの一生命体なのだろうか？　彼の意志、存在感と力。


　まるで、鬼き神しんだ。


　ジローはもはや殺気を隠かくそうとはせず、一気に曾に詰め寄った。曾の顔に、初めて恐きよう怖ふが揺らいだ。


「チャンッ！」


　呼ばれてチャンが動いた。近づいてくるジローに向かい、橋を逆走して行く手を塞ふさぐ。


　ジローの顔から表情が消えた。瞳ひとみに氷の眼がん光こうが宿った。


　一方で、ミミコにはジローの胸中が千々に乱れるのがわかった。そして、それらの感情が、理性で残らず封ふう印いんされていくのを感じとった。


　ジローの脳のう裏りに浮かんだ思考は明確だった。


　苦しまないように。


　ミミコは冷水を浴びせられた気がした。ジローの中には、この子はいずれ斬きらねばならないという確かつ固こたる現実があった。ミミコが目を逸そらしていた現実だ。それを突き付けられた。


　しかし、ジローの銀刀は直前になって動きを止めた。彼の胸の中に、やり切れないという複雑で深い情感が湧わいた。


　なぜ、とミミコが思った瞬間、その理由が聴ちよう覚かくから飛び込んできた。ジローではなくミミコ本人の聴覚で。


　耳元で銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。


　前方でチャンが仰あお向むけに倒れた。


「……え？」


　撃ったのは黄だった。


　彼女は引き金を引いた姿し勢せいでしばらくじっとしていた。が、やがて銃を下ろし、


「……側まで」


　と小さくささやいた。


　ミミコは振り向くこともできない。発ほつ作さ的に泣き出しそうになるのを堪こらえ、倒れたチャンの側にバイクを走らせた。


　そして、


　橋の上の兄弟は、ともに烈れつ火かの視線を曾に叩き付けた。


　曾は太ふて々ぶてしい面つらで立ち上がった。


「ちっ。ガキ一人に気分出すなよ。うざってえ」


　それを聞いたコタロウが爆ばく発はつした。


　アスファルトを蹴けり、頭から曾の胴どう体たいに突っかかる。予想しない速度の打撃に、曾は身から体だをよろめかせた。


「このクソガキ！」


　コタロウの首くび筋すじ目がけ、一いつ切さいの手て加か減げんをしないまま拳こぶしで殴なぐりつける。


　小こ柄がらな身体がアスファルトの上でバウンドした。それでもコタロウは攻撃をやめない。すぐに立ち上がったかと思うと、曾の腰こしに体当たりを繰くり返した。逆上した曾が、コタロウのあごを蹴り上げた。力の差は歴然としている。コタロウは踏ふん張ばったが、結局糸が切れたように仰向けに倒れた。


「あの世で一いつ緒しよに遊んでやがれっ」


　吐はき捨すてた曾が右足を上げ、コタロウの顔面を踏み砕くだこうとする。


　その瞬間、再び橋が揺れた。


　今度は一度目よりさらに激はげしい。橋はし桁げたを吊るワイヤーがたわみ、橋が波打つのがはっきりとわかる。


　蹴りつけようと片足を上げていた曾は、無様に転倒していた。ただ曾を転がすためだけに、ジローは橋を揺るがすほどの力場思念ハイド・ハンドを使ったのだ。


　ジローはもう走ろうともせず、着実な足取りで曾の側に近づいていった。


　歩み寄るジローの周囲で、眩霧リーク・ブラツドが渦うずを巻まく。その中から、霧きりをかき分けるように現れる赤い吸血鬼。銀色の刃の表面を、月光が冷ややかに滑すべり落ちる。


　曾から戦意が消えた。尻しり餅もちを突いた姿勢で脱だつ力りよくし、肩を下げた。


「……なんだよ。畜ちく生しよう。あと少しって所で……」


「締しまらない遺ゆい言ごんですね」


「…………」


　曾がジローをにらむ。すでに戦う素振りはないが、恭きよう順じゆんする気配もない。


「貴き様さまに何がわかる」


　と曾は吐き捨てた。


「俺おれたちはいつだって、死と隣り合わせに生きてんだっ。生きてくために食うし、食うために殺すんだよっ。それが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』なんだっ」


　曾が立ち上がった。両目が禍まが々まがしく輝く。牙きばが剝むき出しになり、全身の毛が逆さか立だった。まさに手負いの獣けものだった。


「貴様に何がわかる。ええっ？　『死を超ちよう越えつした血けつ統とう』によ！」


「わかりませんよ」


　ジローは不気味なほど静かな声で言った。


「仰おつしやるとおり。私にはわかりません。だが、貴様にもわからない。我わが血統の宿命、わかるなどとは決して言わせません。吸血鬼はただ、そのときが来るまで在あればいいのです」


　それ以上は語らず、ジローは銀刀を構かまえた。


　曾が身構える。顔中に強い苦く悩のうが浮うき彫りになる。怒おこっているような、泣いているような顔だ。


　不意に、曾は振り返り、橋の先──特区の入り口を眺ながめた。そして走り出した。後ろのジローのことなど考えないまま、ただ前だけを見て特区に走った。


　吸血鬼の脚きやく力りよくがどんどん身体を突き動かしていた。距離が離れていく。その背中が小さく遠ざかる。


　ジローは銀刀を手の中で放り投げ、逆手に持ち直した。そして振りかぶり、


　ビュン


　と夜空に向かって腕を振り抜いた。


　放たれた銀刀は巨きよ大だいな弾だん丸がんと化して風を裂さいた。針はりのように小さくなり……


　曾の背せ中なかに突き立った。


　小さくなった人ひと影かげがよろめいた。二歩、三歩と歩いてから倒れた。そのまま動かなかった。


　ジローは曾が灰はいになるのを確かく認にんしてから、コタロウの側に寄った。拘こう束そくを解とき、口くつわを外してやる。


「……よく頑がん張ばりました、コタロウ」


「兄者……」


　コタロウは青い瞳を涙なみだに潤うるませて兄を見上げた。


「チャンは？」


　ジローが後ろを振り返る。コタロウもそちらに顔を向ける。


　チャンの側にはミミコのバイクが止まっていた。倒れたチャンを、黄が優やさしく抱きかかえている。曾が死に、視経侵攻アイ・レイドが途と切ぎれたのだろう。霞かすむ目を開けるチャンの表情は、年相そう応おうのものに戻もどっていた。


「チャン？」


　黄がそっと話しかける。チャンの視線が一瞬だけ焦しよう点てんを結んだ。乾かわき、ひび割われた唇が、微かすかに笑みを結ぶ。


　そして灰になった。


　黄はチャンの灰を握にぎり締しめ、固かたく固く目を閉とじた。最後に見た笑みを、目ま蓋ぶたに焼き付けるかのように。


「…………」


　ミミコは黄の背中を黙だまって見下ろしていた。凜りんとした女戦士の背中が、哀かなしいほど小さく見える。


　ふと、首を上げた。


　海の上空に点てん滅めつする明かりがあった。こちらに近づいてくる。ヘリだ。


　──いけない。マスコミだわ。


　何しろ『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』はもちろん、横浜市内にも大規き模ぼな交通規き制せいを敷しいているのだ。マスコミが取材に来るのは当然のことだった。


　ミミコは近づいてきたジローとコタロウに、


「すぐに離はなれましょう」


　と告げた。


「では一度中ちゆう華か街がいに戻りますか」


「いいえ。あそこはとっくに引き払はらってるはずよ。むしろ、マスコミが行ってると思うから近づくのは拙まずいわ」


「では……」


「決まってるじゃない」


　とミミコは親指で橋の先を指差した。横浜側ではない。特区に至いたる方向だ。


　ジローが頭を搔かく。


「駄だ目めですよ。ミミコさん。私は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではありませんが、結界には……」


　反はん論ろんするジローに、ミミコは呆あきれ半分、腹はら立だち半分で、


「バカ」


　と言った。


「望月ジローさん。望月コタロウ君。ようこそ特区へ。『カンパニー』を代表して、葛かつ城らぎミミコは二人の訪ほう問もんを心から歓かん迎げいします」
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「終わったようです」


　携けい帯たいを畳たたみながら、男は居い合あわせる面々に告げた。


「あんな小物に何をドタバタしてるのやら」


　と別の男が答える。


　最初に報告したのは中年の男だん性せい。答えたのは三十前後の男だった。


　前者はいかにも神しん経けい質しつそうな男だった。髪かみにも白髪しらがが交じっている。だが、いまは神経質そうな面はなりを潜ひそめ、どこかくつろいだ様子すら見受けられる。


　対して、若わかい方の男は見るからに不ふ機き嫌げんそうだった。ただ、喋しやべり方やふとした素振りから、身に付いた気品と風ふう格かくがうかがえる。


　彼らがいるのは特区の正面玄げん関かん──『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』にほど近いホテルの一室だった。広々とした間取りや落ち着いた内ない装そうが、ホテルの高級さを想像させる。


　彼らは窓まどの近くに置かれた正方形のテーブルに着いていた。テーブルの上には積み上げられた麻雀牌マージヤンパイ。


　だが、ゲームをしているにもかかわらず、部屋の照明は消されていた。明かりは、窓から差し込こむ月光だけだ。その月光も中年男と彼の手元しか照らしておらず、若い男は闇やみの中に沈しずんでいた。


「まあ、そう仰おつしやらず。何しろ十年ぶりに出てきたばかりなんですから」


　と最初の中年男が、さり気なくたしなめた。しかし、若い男は鼻を鳴らして取り合わなかった。


「何を甘あまいことを。今回の件けんが巷ちまたでどれほどの騒さわぎになるか想像できないわけではあるまい。また架か空くうのテロリスト・グループをでっちあげねばならん」


「しかし、結果的に最悪の事態は免まぬかれました。彼の功こう績せきですよ」


「功績？　冗談は止よしたまえ。むしろ奴やつが関かかわったせいで被ひ害がいは膨ふくれあがっている。疫やく病びよう神がみめが。大人しく聖せい域いきに引っ込んでおればいいものを」


　憎にくまれ口を利ききながら山から牌を取って手に加える。


　これ以上は逆ぎやく効こう果かと思ったのか、中年男も余よ計けいな口は叩かず、若い男の好きに言わせることにした。


　もっとも内心は苦くし笑ようしている。


　口にすれば殺されかねないが、彼の悪口を言うとき、若い男の口振りは普段の何倍も活いき活いきしているのだ。


「そもそも最初から海に落ちるというのが笑わせるじゃないか。浜辺から陸おかに上がる吸血鬼など前代未み聞もんだ」


「まあ、あれは不ふ慮りよの事じ故こでしょう。むしろ海に落ちた賢けん者じや殿どのを追って、躊ちゆう躇ちよなく飛び込まれたときは、私など感動したものです」


「そう言えば、君はその場に居合わせたそうだね。羨うらやましい。ぜひ私も見たかったよ。奴があっぷあっぷ溺おぼれるところを」


　と低く笑いながら牌を切った。


　すると、


「──和ロ了ン」


　と、それまで一言も発せずにいた人物が、闇の中で口を開けた。


　こちらは少年だ。年の頃ころは十歳さい前後。古めかしい中華服を着て、丸いサングラスをかけている。


「大ダイ三サン元ゲン四スー暗アン刻コウ。トリプル役満」


「ト、トリプル役満!?　待て龍殿。そんな手があるのか？」


「あるよ」


「し、しかし……いまのが？　当たり？」


　呆ぼう然ぜんとする若い男。「まあ、三人で打てば大きな手が出やすいもので」と中年男がフォローにならないフォローを入れる。


「くそっ。こんな所まで祟たたりおるか。あの若造め」


　若い男はぶつぶつ毒づいた。完全な八つ当たりだ。


「ポーカーに戻す？　それともブリッジ？」


　少年が尋ねた。若い男が一瞬口くち籠ごもってから、


「い、いや。いい。龍殿が提てい案あんされたのだ。そのような気き遣づかいは無用ですぞ。ハッハッハ」


　と余よ裕ゆうぶった口で辞退する。


　とはいえ、中年男には若い男の思おも惑わくが手に取るようにわかった。仮かりにも英国紳しん士しが麻雀で負けるならまだしも、カードゲームで負けては格好がつかない──と顔に書いてある。もちろん、命は惜しいので口には出さないが。


「さあ、もう一度やりましょう。さあ、さあ」


　中年男は率そつ先せんして牌をかき混ぜながら、


「どうしましょう？　もう一人面めん子つを呼びますか？」


「紫むらさき頭あたまなどいらん。三人で結構」


　中年男の気遣いを、若い男は素そっ気けなく断ことわった。


　すると、


「すぐ……」


　と少年がもう一度口を開けた。二人の男が彼に注目する。


「また、四人で打てる」


　中年男は「ええ」と微笑ほほえみ、若い男は顔をしかめた。つくづく気に入らないらしい。


「ともあれ、今日の所は三人で。待機も解かい除じよになったことです。場所代は『カンパニー』が持ちますから、気楽に楽しみましょう」


　中年男はそう言って笑った。結局彼らは夜明け近くまでゲームを続けた。
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　ミミコたちが特区に入ったころには、辺りはとっぷりと日が暮くれていた。


『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』からいくらか離はなれた、ダウンタウンの裏うら通どおりである。寂さびれた通りで、非ひ常じよう階かい段だんの突き出たアパート裏や、シャッターの下りた古い倉庫が連なっている。きらびやかな特区が持つ、もう一つの顔だ。当然人の気配もなく、ときおり遠くで車のエンジン音が聞こえてくる以外は、穏おだやかに寝ね静しずまっていた。


　ミミコは上司への報ほう告こくを終えたあと、携けい帯たいをしまってジローに振り返った。


「コタロウ君、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　いまコタロウはジローに背せ負おわれて寝息を立てていた。あれだけ怪け我がをしていたはずなのに、もう傷きず跡あと一つ残ってない。らしくなかろうと吸きゆう血けつ鬼きは吸血鬼なのだ。


　ジローはミミコの質問に頷うなずき、


「明日になればぴんぴんしてますよ」


「そう、よかった。でも……チャンのこと、コタロウ君には辛つらいでしょうね」


　とミミコはわずかに目を伏ふせた。


　ショックなのはミミコも同じだ。黄はミミコたちと特区に入った後、


「しばらく独ひとりにしてくれ」


　と告げて、夜の街に消えていった。今度こそ、彼女は本当に孤オー児フアンになってしまったのだ。これからどうするつもりなのかはわからないが、落ち着いたら可能な限り力になりたいと思う。


　──見み捨すてない、って約束したもの。


　せめて彼女だけでも、世話を焼いてあげたいと思うのだ。


「コタロウは大丈夫です」


　とジローが再ふたたび請うけ合った。


　ジローも、チャンとコタロウが仲良くしていたことについては、すでにミミコから聞いている。それ以前に、コタロウの感情から、十分に察することができた。


「あの少女のことは忘わすれないでしょう。けど、いつまでも落ち込んではいませんよ。この子はタフです。第一、そんなデリカシーは持ってませんから」


　ジローはコタロウを背負ったまま肩かたを竦すくめた。


　──またそんな憎にくまれ口を叩く。


　ミミコは苦笑したが、もう苛いら立だたしくは思わなかった。むしろ、子こ供どもっぽいと感じる。百年生きたというのが本当か噓うそかはわからないが、吸血鬼が成長しないというのは、たぶんその通りなのだろう。


　ただ、それとは別のことで、少し寂しく感じた。共鳴現象がなくなったからだ。


　ジローが説明したように、あれは一時的なものだったらしい。すでになくなったとはいえ、あの不思議な一体感はまだ強きよう烈れつな印象を残している。


　──また、あんなことがあるのかな？


　ちらっと横目で見ると、偶ぐう然ぜんジローと目が合った。


　慌あわてて逸そらす。なぜかやたらと照れくさい。


　──やっぱ、当分いいや。


　そもそも調停員コンプロマイザーは吸血鬼に血を吸すわせることを禁きん止しされているのである。癖くせにでもなったら、えらいことだ。


　ミミコはわざとらしく咳せき払ばらいをし、


「と、とにかく今夜はゆっくりしましょう。いまから宿取るのも面めん倒どうだし、今日はとりあえず、あたしのとこに泊とめてあげるから」


「これは太っ腹ぱらな。よいのですか？　結けつ婚こん前のお嬢じようさんが」


「そういうこと言わないでよ。意い識しきしないようにしてるんだから」


「しかも乙女おとめ」


「な」


　ジローは真ま面じ目めくさって頭を下げると、


「いまどき大変貴き重ちようです。処しよ女じよの生き血。我われらにとっては宝ほう石せきに等し──ぶっ」


　言い切る前にミミコのアッパーが炸さく裂れつする。それでも収おさまらず、足を振り上げて踵かかとを腹に蹴けり入れた。


「変態！　変態！　変態！」


「ま、待って！　そんなつもりじゃありませんっ。私はただ、純じゆん粋すいに、一吸血鬼としての感動を！」


「黙だまれ！　それ以上喋しやべるな！　くそっ。黄ウオンさんのサブマシンガン持ってくればよかった。ええいっ、ここから海まで引きずって魚の餌えさにしてやるっ」


「痛いたい、痛いですって、ミミコさん！　吸血鬼だって痛つう覚かくはあるんですよ？」


　コタロウを背負っているため、ジローは両手が塞ふさがっている。無む防ぼう備びなジローに対し、ミミコは息が切れるまで一方的に暴ぼう力りよくを振るった。


「とにかく！　今後その手のセクハラ発言は断だんじて口にしないようにっ。ああもう、腹の立つ。寝ね床どこは貸かすけど、床ゆかの上だからね！」


　耳まで真っ赤にして、ぜえ、はあと息をつく。そして、「来なさいっ」と吐き捨てると、先に裏道を歩き始めた。


　ジローはあとに続きながら、


「い、いまのは調停員コンプロマイザーの行動として、どうかと思うのですが」


「まだ喋るか。泊めたげないわよ、ほんとに」


「ご心配はいりません。変なことはしませんから」


「ご心配はいりません。今夜はバケツ抱いて寝ますから」


　肩を怒らせてずんずん先に進む。ジローはそんなミミコのあとを、ばつが悪そうに追いかけた。


　道は薄うす暗ぐらい。所々街がい灯とうはあるが、それも咳せき込こむように点灯を繰くり返している。


　だが、頭上の満月が柔やわらかく路地を照らしていた。


　建物の隙すき間まを縫ぬって、海風が通っていく。街の中を吹ふき抜ける風は、特区の名物の一つだ。そこには、他の都市にはない、新しん鮮せんな海の気配があった。


　無言で歩いていたミミコだったが、前を向いたまま、ぽつりと尋たずねた。


「……ジローさん。一つだけ教えて欲ほしいことがあるんだけど？」


「なんでしょう？」


「共鳴が切れる前だったから、聞いちゃったんだけどさ……」


　ミミコは少し言いにくそうに続けた。


「あいつが最後に言ったこと。あれ、どういう意味なの？」


「あれ、とは？」


「……『死を超ちよう越えつした血けつ統とう』」


　ミミコが歩く速さを緩ゆるめ、ちらっと横目にジローを盗ぬすみ見た。


　ジローは前を向いたまま歩いていた。顔には、なんでもない表情が浮かんでいる。しかし、口を開けようとはしない。「あ、いや」とミミコは口を濁らせた。


「そういうのって血統の秘ひ密みつじゃない？　ちょっと聞いただけだから、言うと拙まずいんなら、別に……」


「構いませんよ」


「え？」


　ミミコが足を止める。ジローも立ち止まった。


「私の血統の性質は──」


「あ、それは黄さんから聞いた。『血を吸った相手の性質を身に付ける』って……そうなの？」


「そうです」


　ジローはあっさりと首しゆ肯こうした。


　しかし──


　──それだけなら、『死を超越した』なんて大げさな言い方しないよね。


　ミミコが疑ぎ問もんを口にする前に、ジローは先を続ける。


「私は吸血鬼の血を吸うことで、相手の血統が持つ能力を自分のものとすることができます。同時に、相手の弱点も獲かく得とくしてしまう。私に弱点がたくさんあるのはそういう理由からです。──ミミコさん。実は私、流れる水や太陽だけじゃないんです。銀はもちろん、聖せい書しよや聖水、十じゆう字じ架かやニンニク──およそ吸血鬼の弱点と考えられている物は、ほとんどすべて弱点なんです」


「ええ？　そ、そんなに？」


　ミミコは目を丸くした。そんなしょぼい吸血鬼など聞いたこともない。しかもそれが、あの『銀刀』だというのだ。にわかには信じられなかった。


「本当ですよ。なんなら、例の隊長代理に確かく認にんしてみなさい。でも、おかしいと思いませんか？　いくら敵てきの能力を奪うためとはいえ、そんなに弱点を抱えてしまっては、むしろマイナス要素の方が大きい。それに、私は百年生きていますが、これは吸血鬼にとって格別長生きというわけではありません。わずか百年で、いくつもの血統の力を奪ってきたなんて不自然でしょう？」


　ジローの説明はミミコも同意できた。現に、ジローは海に落ちて死にそうになったり、太陽の光でばてたりと、特区に来ようとしただけでも大変な目に遭あっている。有利不利どころか、日にち常じよう生活を送るのにも不便するだろう。


　また、わずか百年で、という説明も納なつ得とくできた。百年あれば大勢の吸血鬼から血を吸うことも可能だろうが、ただ可能というだけで現実味には欠ける。特区のようにあらゆる血統が集つどう場所など、世界のどこにもないのだ。それに、百年間そんな真ま似ねを続けていれば、もう少しジローの血統の特とく徴ちようが、この業界に伝わっているはずだった。


「でも……それじゃあどうして？」


「これはね、ミミコさん。私じゃなく、私を転化した闇の母ナイト・マムが集めた能力なんです。それも数千年という時間を要して」


「す、数千年!?」


「彼女は『始祖ソース・ブラツド』なんです。それも、存命する吸血鬼の中でも、もっとも古い吸血鬼の一人でした」


　仰ぎよう天てんするミミコに、ジローはわずかな微笑を浮かべた。


「ミミコさんも体験したからお分かりでしょう。血を吸うということは、相手の生命いのちの一部を己おのれの中に取り込むということです。彼女はその力が強かった。血を吸うことで、能力や弱点のみならず、相手の記き憶おく、人格すら取り込んでしまえました。ミミコさんの共鳴現象が度を越して強かったのも、血を吸ったのが私だからです。普ふ通つうの吸血鬼なら、血を吸われてもあそこまで共鳴しない」


　ミミコは呆然としてジローの話に耳を傾かたむけた。


　相手の人格まで取り込む吸血鬼。さっきのあれが？　あれが、ずっと続くということなのか？


「でも、やっぱりわからないわ。確かに、共鳴現象ってすごかったけど、あれは死を超越するとかってことには、全然関係ないじゃない」


「いいえ。ありますよ」


　スッ、とジローの目が凄すご味みを帯びた。


　穏おだやかだった表情が、吸血鬼のそれに変わる。唇くちびるが中ちゆう華か街がいで見せた嘲ちよう笑しようを取り戻し、捻ひねくれた彼の性格が全面に押おし出された。


「そう思うのは、ミミコさん。あなたが人間だからです。吸血鬼にとって、血とは生命──いえ、己の存在そのものです。『ブラック・ブラッド』とはよく言いましたよ。まさしく、我々は血ブラツドなのです。血という存在が、我ら吸血鬼を形成している。個人の人格などは人間だったときの名残なごりに過ぎない」


「……それはまた、極きよく端たんじゃない？」


「とんでもない。年経へた吸血鬼なら誰だれでも賛さん同どうする意見ですよ。いや、知っている事実、というべきですね。そして彼女は、過か去こから現在、すでに途と絶だえた血統のものも含ふくめて、これまでこの世に生まれ落ちたほとんどすべての血統の血を取り込んでいました。その力。その能力。何を思い、どのように生きたか。そのすべてをです。想像できますか？　そして、その血は、いまもまだ脈々と息づいている」


「…………」


　ミミコは絶ぜつ句くした。すべての血統？　その力を持っている？　あまりに途方もない話だ。到とう底てい想像できない。


　だが、その吸血鬼が始祖ソース・ブラツドというのなら、あり得なくはないだろう。始祖ソース・ブラツドという個体は、吸血鬼の中にあっても別次元の存在なのだ。彼ら、彼女らは、もはや半神に近いと聞く。


「つまり……彼女に血を吸われるってことが、吸血鬼にとっては死を超越するってこと？」


「近いですね。彼女は本当の不老不死でしたから」


「ええ!?」


「彼女は死ぬと灰になります。ですが、その灰の中から生まれ変わるんです。新しい個体として」


　言葉をなくすミミコを余よ所そに、ジローは淡たん々たんと続ける。


「ただし、一度死んだあとはすべてが失われる。人格はもちろん、あらゆる性質が。それはもう彼女とは別人といえるでしょう。それに、それでは彼女だけが不死なわけで、『死を超越した血統』とはいえないでしょう？　吸血鬼として、血統としての本当の不死はここからです」


　知らず知らず、ジローの語る口調に熱が籠こもり始める。ミミコは質問したことを後こう悔かいし始めた。


　だが、もう遅おそい。ジローは話を止めようとはしなかった。


「彼女はね、ミミコさん」


　と憑つかれたような声で言った。


「彼女は、己の血族を作ろうとはしませんでした。長い寿じゆ命みようの大半を一人で生きてきた。ごく稀まれに血を分けるとしても一人だけに限かぎっていました。存命中は己の連れ添そいとして。そして、死後は己の保ほ護ご者──護ご衛えい者として」


「……護衛？　『始祖ソース・ブラツド』が？」


「生まれ変わった彼女は無力です。当然護衛者が必要となる。何しろ記憶すらありませんから、ある意味人間の赤ん坊ぼうと変わらない。まあ吸血鬼には違ちがいありませんから、人間に比くらべれば力も強いし頑がん丈じようですが……所しよ詮せんはただの子供です」


　──え？


　突とつ然ぜん、ミミコの背せ筋すじがひやりとした。


　何か、とてつもなく嫌いやな感じがする。なぜ、と原げん因いんを考えようとしたが、慌あわてて止やめる。知りたくなかったからだ。


　が、ジローは止めなかった。ミミコの予感をさらけ出すように、口早に、一気に語る。


「彼女が真の意味で生き返るには、延えん々えんと受け継がれてきた血を、彼女に戻す必要がある。でも、いざ死んでしまえば──灰になってしまえば、血は失われる。彼女が死んで生き返る間、血の方も安全な場所で保存しなければならないんですよ。そこで護衛者の登場です。彼女が無力な間、彼が血を預かり、保存するのです。生まれ変わった彼女を護まもると同時に、『彼女の血』も護るのですよ。そして、彼女が十分に成長したとき──血の強大さに耐たえられるようになったとき、血を戻せばいいのです。ただし、『彼女の血』は特殊なものです。何しろ数千年にわたる吸血鬼たちの結けつ晶しようですからね。護衛者がどのような吸血鬼であれ、対抗できるわけがない。一度その血を預あずかれば、その中に取り込まれることになる。だから、彼女に血を戻すとき、自らも一緒に彼女の中に入るのですよ。そして共に生き続ける。これこそ曾が私たちを指して、『死を超越した血統』と評したゆえんです」


　ふらり、とミミコがよろめいた。


　半歩後ろに下がる。下がった位置でジローを見直す。


　護衛者。


　生まれ変わり。


　息が苦しくなる。頭が混こん乱らんした。脳のう裏りに甦よみがえるのは、橋での一ひと幕まくだ。ジローが橋を揺ゆるがしたとき──あのとき感じた、古く強大な血の流れ。そしてジローの背せ中なかでは、幼いコタロウが健やかな寝息を立てている。


　──そんな……そんな……


「じゃあ……じゃあジローさんはいつか……」


「ええ。私はそのときのために……やがてくるそのとき、彼女に『食べられる』ために生きてるんです。これぞ我が血統が背負う血の宿命。退たい廃はいの香かおりがするでしょ？　吸血鬼っぽくありません？」


　ジローが笑った。


　誇らしげな笑み。


　言葉にならない、壮そう絶ぜつな笑みだ。


　ミミコは自失して立ち尽くした。何も考えられない。どんな感情も浮かばない。ただ頭の中を駆けめぐるのは、昼間見た兄弟の会話。楽しげな笑顔。親しげな絆きずなだ。


　コタロウがジローを食べる？　それが兄弟の宿命？


　不意に、ミミコはしゃくり上げた。堰せきを切ったように、ぽろぽろと涙なみだがこぼれ落ちる。


　やれやれ、とジローは首を竦すくめた。


　吸血鬼の面おも影かげを消し、優やさしい苦くし笑ようを満面に浮かべた。


「そんな顔しないで下さい。私、あなたを見み込こんで秘ひ密みつを打ち明けたんですよ？」


「コタロウ君……コタロウ君はそのこと」


「知りません。だから内ない緒しよにしておいて下さいね。そのときが来れば、自然と理り解かいするはずですから」


　そして、ジローは気を取り直したように、今度は、にこりと微笑ほほえんだ。
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　どこか無む邪じや気きな笑顔は、弟とそっくりに見える。


「さあミミコさん。案内して下さい。これから特区での日々が始まる。私にとって最後の──そしてたぶん、最高に楽しい日々です」


　まずはあなたのお家から、とジローは本当に楽しそうに言った。


　煌こう々こうと輝かがやく満月の下、


　涙をぬぐうこともできないミミコの前で、


　吸血鬼は晴れやかに笑っていた。






あとがき
















　オーケー、まずはこの本を持ってレジに向むかえ。


　話はそれからだ。（どきどき）







「売れるあとがき書いてね」


　とは担当氏の言。


　売れるあとがきってどんなさ、という疑問をのみ込みつつ、取りあえず脅きよう迫はくしてみました。（待て）


　果はたしてこれで売り上げが上がるのでしょうか？　なんだか騙だまされている気がします。でも、売れないと困こまるしなあ……というか、前のシリーズ開始時に比くらべ、ずいぶんと達たつ観かんしたアドバイスじゃないですか。お互たがい成せい長ちようしましたね！（方ほう向こう性せいはともかく）





　さて、「吸きゆう血けつ鬼き」を知らない、という読者の方は、たぶんいないんじゃないかと思います。


　でも、「吸血鬼の小説」を読んだのは、これが初めてだ、って方はいらっしゃるかもしれませんね。


『ＢＬＡＣＫこ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴれＨＥＲＳ』が最初の吸血鬼小説。


　そんな方がいるかもと想そう像ぞうすると……うーん、いい気分です（笑）。


　逆に、吸血鬼物は大好きでよく読んでるという読者の方も大おお勢ぜいおられることでしょう。何しろ、小説、コミック、映えい画がにアニメと、「吸血鬼」というモチーフを扱あつかう物語は、それだけで一ジャンルが築きずかれるぐらいたくさんありますから。


　熱ねつ心しんなファンが多いというのも、このジャンルの特とく徴ちようだと思います。「吸血鬼」って、ある種しゆの人たちを惹ひき付けて止やまない魅みり力よくを持っているように思うのです。もちろん筆ひつ者しやも、その種の一人。尖とがった設せつ定ていも多おおい中、今回の主人公たちは、わりかしオーソドックスな吸血鬼にしましたが、はてさていかがだったでしょう。耽たん美びさが足りない？　これからです、これから。


　ともあれ、念ねん願がん叶かなって書くことができました。


　吸血鬼たちと人間たちの物語。開かい幕まくです。
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　あざの耕こう平へいといいます。


　富士見ファンタジア文庫では字あざ野の耕こう平へいのペンネームで『ブートレガーズ　神仙酒コンチェルト』を。最さい近きんまでは富士見ミステリー文庫で『Ｄクラッカーズ』というシリーズを書いてました。


　前ぜん者しやは「仙シエン酒チユウ」という神しん秘ぴ的てきな密みつ造ぞう酒しゆを巡めぐるギャングのお話。後こう者しやは『カプセル』という悪あく魔ま召しよう喚かんのドラッグを巡るティーンエイジャーのお話になります。それで、先せん日じつ大学時代の恩おん師しに指し摘てきされたのですが、どうも筆ひつ者しやは「何かを飲んでパワーアップ！」系けいの話形が好きなようです。それが密造酒だったりドラッグだったりする辺あたりが、ぬぐいがたい筆者の傾けい向こうってことになるのでしょうか？　そして今回は、ずばり「人の生き血」。面おも白しろいものですよね。書いてる本人は、こんなにイイ奴なのに。（前ぜん科か一いつ犯ぱん──脅迫罪）


　また、この『ＢＢＢ』は、現在「ドラゴンマガジン」誌上で連れん載さいしています。こちらは時じ系けい列れつ的てきに、もうちょっとあと──ジローとコタロウが特とつ区くに住み着いてからの話になります。長編で興きよ味うみを持たれた方は、ぜひ読んでみて下さい。ここだけの話ですが、アンケート葉は書がきに「面白かった」と書いて投とう函かんすると、テストの成せい績せきが上がるそうです。すでに八人の読者の方々から驚おどろきの声をいだきました。（前ぜん科か二に犯はん──詐さ欺ぎ罪ざい）


　ちなみに、その連載を何話か読んだ友人の感想。


　ニヒルな笑えみを浮かべつつ、


「『酒』ブートレガーズ、『麻 薬』Ｄクラツカーズ ときて、次は『児童虐待ＢＢＢ』か。さすがだな耕平。社しや会かい派はだな」


　あんまりだ（笑）。
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　それでは、お世話になっている方々に、謝しや辞じと血けつ判ぱんの再さい確かく認にんを。（足あし抜ぬけは極きよつ刑けい）


　デビュー以い来らい担当を受け持っていただいてるＫ藤氏。巷では「ブレインデッド」の二つ名がまかり通っているようなので、筆者も今後は「ブ　レＢ　イン　デＤ　ッド　ＫＫ　藤」と呼ばせていただきます。今回もひとつよろしく。ネタとか、お酒とか、思いやりとか、よいしょとか。（ひとつじゃないし）


　原稿のやり取りでお世せ話わになってるＫ嬢。どんな二つ名がお好みですか？　希き望ぼうがない場合はＢＤＫと相談の上、一方的に決めます。キャサリンなんかどう？


　イラストの草くさ河か遊ゆう也やさん。そう、草河遊也さん！　まさかこんな日が来ようとは……学生時代の自分に教えてやりたいものです。せっかくですので、楽しんで描いて下さいませ。で、できればその上で人にん気きの出そうなやつを（笑）。


　湘しよう南なん取しゆ材ざいにつき合って下さった、水みず城き正しよ太うた郎ろう先生。浜はま辺べで食べるカレーは美お味いしかったです。江えノの島しまは風が気持ちよかったし、鎌かま倉くらのお寺巡りも趣おもむきがありました。また案あん内ないして下さいね。（取材？）


　そして読者の皆みな様さま。


　まずは手にしていただけたことに感かん謝しやです。筆者的には大好きな吸血鬼物ですが、皆さんは楽しんでもらえましたか？　少しでも「うん。いいじゃん」と思っていただけたなら光こう栄えいです。


　新シリーズということで、筆者の方ほうは戦せん々せん恐きよう々きようとしております。よろしければ、感想など聞かせて下さい。お手紙お待ちしておりますので。


　物語はこれからすこしずつ転ころがっていきます。


　ジローとコタロウ、そしてミミコを、これからもよろしくお願いします。







二〇〇四年　六月　あざの耕平





BLACK BLOOD BROTHERS 1


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　兄弟上陸─





あざの耕こう平へい
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